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本文イラスト／煮たか
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　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、シルフィア・マードレイは思い出した。

　この世界は前世でプレイした乙女おとめゲームであり、自分はそのゲームの中で主人公を支えるサポート役の友人だと。

　そして思い出すと同時に理解した。




　この世界は、貴族が戦うバトルアクションゲームではないということを……。
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　話はシルフィアの記き憶おくがよみがえる数分前にさかのぼる。

　シルフィアが帰宅しようと学園の通路を歩いていたところ、背後から声を掛かけられた。「シルフィア、少し良いいかな？」という控ひかえめな言葉に振ふり返れば、そこに居たのは一人の青年。

　銀の髪かみに翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。まるで物語の王子様のような整った顔つきの青年に、シルフィアはスカートの裾すそを摘つまみ腰こしを落として挨あい拶さつをした。

「ごきげんよう、ライオネル様。どうなさいました？」

　恭うやうやしいシルフィアの挨拶は社交界ならば当然の対応だ。誰だれもが見事だと褒ほめただろう。

　だが高等部の通路では堅かた苦くるしすぎる。とりわけ二人ともドレスやスーツではなく一生徒として制服を纏まとっているのだ。貴族の学園らしく華はなやかな制服ではあるが、それでも着慣れたもの。生徒からしてみれば私服同然。

　それを纏いつつも仰ぎよう々ぎようしい挨拶をするシルフィアに、ライオネルが大おお袈げ裟さだと苦く笑しようを浮うかべ、学友なのだからもっと気楽にと告げてきた。

　年相応の青年らしく、気さくで優やさしい口調。だがそれに対してシルフィアは首を横に振って返した。黒髪がふわりと揺ゆれる。

「公こう爵しやく家のライオネル様に適当な挨拶などできません」

「だけど、俺達は普ふ段だんから話をしている方だとは思わないか？　確かに互たがいの家のこともあるが、ここでは俺も君もたんなる生徒なんだし、友人として気き兼がねない挨拶を交かわしても問題はないだろ」

「友人だなんてとんでもない！」

　ライオネルの言葉に、シルフィアが思わず声をあげた。

　確かにライオネルとシルフィアは同じ学園に通う身、それも同じ学年のクラスメイトだ。互いの了りよう承しようさえあれば、家いえ柄がらの差があろうと気楽に接しても問題はない。家柄に囚とらわれず友情を築く、素す晴ばらしい話ではないか。

　だけど……とシルフィアはチラと周囲に視線をやった。

　数人の男子生徒が遠巻きにこちらの様子を窺うかがっている。彼らはシルフィアに話しかけてくることなく、距きよ離りを取って見つめてくるだけだ。ひそひそと囁ささやきあう声は聞こえてくるが、あいにくと内容までは分からない。

（いつもこうだわ。遠巻きに見てくるだけで、私から挨拶をしても生返事しかしないのよね）

　近寄るでもなく、かといって離はなれるわけでもない。時折やたらと熱く見つめてきたかと思えば、ふとした瞬間には吐と息いきを吐はいている。それが何人も、日に幾いく度どもどころか殆ほとんど常に。

　シルフィアからしてみれば、訳が分からず、そして気分の良いものではない。

　そんな周囲からの視線を感じつつ、シルフィアはライオネルに向き直った。

　男子生徒は殆ど遠巻きに見つめてくるだけだが、彼は別だ。

「ライオネル様は孤こ立りつしている私を気き遣づかい、こうやって声を掛けてくださっているんですよね。私、きちんと理解しております」

「いや、そんなことはない。君のことを大事な友人だと思ってる」

「友人だなんてそんな。ご安心ください、ライオネル様を友人だなどと烏滸おこがましい勘かん違ちがいは致いたしません！」

「力強く断言しないでくれ……！」

　うぐぅ……と呻うめきつつ、ライオネルが胸むな元もとを押さえる。

　それを見てシルフィアは首を傾かしげ、「どうなさいました？」と尋たずねた。いったいどうしてライオネルがここまで苦しんでいるのか分からない。

　そもそもなぜ声を掛けてきたのか。それを問えば、胸を押さえて俯うつむいていたライオネルがパッと顔を上げた。

「君に頼たのみ事があるんだ。聞いてくれるかな」

「頼み事……。もちろん、ライオネル様の頼み事でしたら。何でもおっしゃってください」

「俺の頼み事なら……。そうか、ありがとうシルフィア。やはり持つべきものは友だな」

「まぁ、友だなんて煽おだてなくて大だい丈じよう夫ぶですよ。公爵家であるライオネル様の頼み事を断ったとあれば、お母様に叱しかられてしまいますもの。誓ちかって友人だなどと勘違いは致しません」

「ここにきて追加の一いち撃げき……！」

　再びライオネルが胸元を押さえて呻く。今すぐに倒たおれてもおかしくないほどの苦しみようだが、シルフィアにはどうして彼が苦しんでいるのかさっぱりである。むしろそれほど具合が悪いのなら、自分に声をかけずに医者にでも掛かるべきではなかろうか。

　そう思えどもひとまず彼の話を聞こうと考え、促うながすようにライオネルを見上げた。

　銀の髪によく映はえる翡翠色の瞳。見目の良さと合わさってなんて眩まばゆいのだろうか。

　黒髪に同色の瞳という黒一色のシルフィアに比べて、彼はまるで輝かがやく宝石のようだ。

　性格や家柄も、片や友好的で社交界の中心にいる公爵家、片や常に一人で学園生活を送る男爵家。なにからなにまで真逆といえる。

　そんなライオネルをじっと見つめていると、自然とシルフィアの拳こぶしに力が入った。

「それで話なんだが……。シルフィア、どうして君は俺と話をする時に拳を握にぎるんだ？」

「まぁ、失礼いたしました。これは……性さがです」

「性さが」

「もしくは私の中に流れる血のせいでしょうか……。とにかく、ライオネル様の用件を伺うかがってもよろしいでしょうか」

　今はまだ拳を握る時ではない。

　そう自分に言い聞かせてシルフィアが話の続きを待てば、ライオネルが一度咳せき払いをして改めるように話し出した。

「実は明日あした、俺の幼おさな馴な染じみが転入してくるんだ。どうやらシルフィアに頼みがあるらしくて、少し話を聞いてやってくれないかな」

「ライオネル様の幼馴染ですか？」

　予想もしない話に、シルフィアは首を傾げながら尋ね返した。

　曰いわく、その幼馴染は昔から懇こん意いにしている公爵家の令れい嬢じようらしい。今までは病弱な兄と共に療りよう養ようの地で生活していたが、明日この学園に転入してくる……と。

「転入が決まった時は楽しみだと喜んでいたんだが、先日会ったら思い詰つめたような顔をしていて。話を聞こうにもわけの分からないことを言うし、果てにはシルフィアに相談したいと言い出したんだ」

「私に……。もちろん構いませんが、なぜ私なんでしょうか」

　社交界に生きる令嬢として、そしてこれから起こる出来事のため、貴族の顔と名前は殆ど記憶している。それが格上の公爵家ならばなおさらだ。

　だがライオネルが話す公爵令嬢については思い当たる節がなく、そのうえどうして単なる男爵家令嬢でしかない自分に相談となるのか、皆かい目もく見当もつかない。

　それはライオネルも同じなのか、シルフィアが問うように見つめると困ったと言いたげに頭を搔かいた。銀の髪が揺れる。公爵家子息らしくなく、それでいて年とし頃ごろの青年らしい仕草だ。

「実を言うと俺も詳くわしくは分からないんだ。なんだか変な話をしたかと思えば、どうにかシルフィアとの仲を取り持ってほしいと頼み込んできて」

「まぁ、そうだったんですね」

「あやふやな話で申し訳ない。どうか相談にのってくれないだろうか」

　ライオネルが軽く頭を下げて頼み込んでくる。

　本来、公爵家子息から男爵家令嬢への頼みとなれば、居い丈たけ高だかに命じてもいいぐらいだ。むしろ互いの家柄の格差を考えれば『やって当然』と考えていてもおかしくない。

　それでも低姿勢で頼んでくるライオネルの真しん摯しさに、シルフィアは深く頷うなずいて返した。

　困こん惑わくを見せていた彼の表情が、シルフィアの了承を得て一いつ瞬しゆんにして明るくなる。

　その笑え顔がおのあどけなさ。社交界では年頃の令嬢達が揃そろって骨ほね抜ぬきにされると言われている。なるほどこれは手て強ごわそう……とシルフィアは内心で呟つぶやき、強く握った拳を背中に隠かくした。

「ありがとう。それなら一度帰ってミリーを連れて君の家にお邪じや魔まさせてもらうよ」

「お待ちしております。……ミリー？」

　聞き覚えのない名前に、シルフィアがオウム返しのように口にした。

　初めて聞いた名前だ。記き憶おくをひっくり返しても『ミリー』という名前の知人はいない。

（だけどなぜかしら、妙みような胸むな騒さわぎがするわ……）

　自分の記憶の奥底で何かがよみがえろうとしている違い和わ感かん。幼少の頃の……いや、これは幼少期よりも更さらに昔の記憶……。

　そんな言い知れぬざわつきを胸の内に覚えるシルフィアに対し、ライオネルが穏おだやかに笑って話を続けた。

「彼女の名前を教えてなかったな。俺の幼馴染、ミリー・アドセンだ」

「ミリー……アドセン……」

　その名前を口にした瞬間、シルフィアの胸に湧わいていた違和感が一瞬にして消え去った。

　それと同時に流れ込む様々な記憶。

　今の自分ではない自分が操あやつる、恋こいの物語……。




　そして思い出した。

　この世界は前世でプレイした乙女おとめゲームであり、自分はそのゲームの中で主人公を支えるサポート役の友人だと。

　そして思い出すと同時に理解した。




　この世界は、貴族が戦うバトルアクションゲームではないということを……。




「どうしましょう、私、勘違いしていたわ……」

　弱々しい声でシルフィアが呟けば、ライオネルが不思議そうに顔を覗のぞき込んできた。

　それに対しても咄とつ嗟さに拳を握りしめてしまう。

　この握った拳こそ、まさに勘違いの証あかしである。
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『トキメキ恋こい学がく園えん～恋は乙女の嗜たしなみですから！～』通つう称しよう『トキ恋』。

　とあるゲーム会社が開発したシリーズの一作だ。

　ストーリーは王道で、幼い頃に両親を亡なくし公こう爵しやく家に養女入りした令嬢ミリーが、貴族の学園に通い、そこで出会った男性キャラクター達と恋に落ちるというもの。

　定番であり王道。なおかつ本作はストレスを一いつ切さい感じさせない『明るく楽しい作品』というテーマが一いつ貫かんされており、恋れん愛あいだけに偏かたよらずに友情も描えがかれている。賑にぎやかでいて時に甘い、そんな理想的な学園生活。さらに美び麗れいで豊富なスチルも合わさり、トキ恋は人気を博した。

　主人公であるミリーは、公爵家という身分でありながら、元は一いつ般ぱんの出という立ち位置。そのため、貴族らしからぬ天真爛らん漫まんな一面を見せても「気さくで分け隔へだてなく優やさしい」と褒ほめられ、公爵家らしい立ち振ふる舞まいを見せれば「高貴で麗うるわしい所作」と褒められる。

　つまり、プレイヤーの気分を良くすることに特化していたのだ。




　シルフィア・マードレイはそのゲームに出てくる友人キャラクターである。

　天真爛漫で小動物のような愛らしさをもつ主人公ミリーとは対照的に、麗しく知的な美人。

　彼女がメインになってストーリーが動くことはないが、随ずい所しよに登場してはミリーの生活や恋を応おう援えんしてくれる、ゲーム上の説明役兼けんサポート係である。







「……だからどれだけ鍛きたえ上げても必殺技がでなかったのね」

　姿見に映る己おのれに話しかけるようにシルフィアがポツリと呟いた。

　場所はマードレイ家の自室。あの後、心配するライオネルをどうにか誤ご魔ま化かし、急いで帰宅すると共に自室へと飛び込んで今に至る。

　正面に置いた姿見に映るのは、高等部の制服を纏まとう自分。

　見慣れた姿だ。それを見つめ、シルフィアは深い溜ため息いきを吐つきながら制服に手をかけた。




　浮うかない顔をしているが、シルフィアの見た目が悪いわけではない。

　艶つやのある黒くろ髪かみに同色の瞳ひとみ、整った顔つきは気高さを感じさせる。そしてそれに見合った優すぐれたスタイル。手足は長くしなやかで女性らしいくびれもある。胸元はいささか寂さびしい気もするが、そこまで望むのは贅ぜい沢たくといえるだろう。

　年頃の令嬢はもちろん、一回り二回り年上の婦人達でさえ「そのスタイルを保つ秘ひ訣けつは？」とどうにか聞き出そうとするほどだ。

　この美び貌ぼうを前に溜息を吐くなど、世界中の女性を敵に回すようなもの。

　ならばなぜここまでシルフィアが浮かない顔をしているのかといえば……。

「……鍛えすぎてしまったわ」

　呟くと共に、姿見に映った引き締しまった……を通り越こした、逞たくましい腹部、もとい立派な腹筋を見つめた。

　白くきめ細かな肌はだ。程ほど良よく括くびれて形の良い腰こし、ちょこんと線を描く臍へそ。

　……と、割れた腹筋。

　そう、腹筋が割れている。

　華はなやかで格調高さを感じさせる制服の下には、立派な腹筋が隠されていたのだ。

　これも日々欠かさずおこなっているトレーニングの賜たま物ものであり、そしてそのトレーニングの日々こそ、シルフィアの溜息の原因でもある。
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　シルフィアの致ち命めい的な勘かん違ちがいと逞しい肉体の始まりは、彼女が七歳の時だ。

　当時から麗しく繊せん細さいさを漂ただよわせていたシルフィアは、親しん戚せきの集まりの輪から外れて一人で本を読んでいた。楽しそうな話し声が聞こえ、時には親達が手を振ってくれる。賑やかさと落ち着きの狭はざ間まのような優ゆう雅がな一時である。

　そこに一人の男が近づいてきた。遠とお縁えんの親戚だ。シルフィアの父親よりも年上で、一ひと房ふさも残っていない頭とう髪はつと弛たるんだ体がより老いを感じさせる。だが愛あい嬌きようのある気の良い男だ。

「やぁシルフィア、何を読んでいるのかな」

　優しく声を掛け、男がシルフィアの手元にある本を覗きこんでくる。

　その瞬間、キラリと光った眩まぶしさにシルフィアは咄嗟に目を細めた。

　太陽の光が男の頭に反射して、それが眩しくて……。

　そして、シルフィアは思い出した。

　この世界は前世でプレイしたゲーム。

　貴族が戦うバトルアクション『社交界ロワイヤル』だと……。




『社交界ロワイヤル』通称『シャコロワ』。キャッチコピーは『華か麗れいに優雅に殴なぐり合え』。

　乙女ゲームを開発していた会社が、なにを考えたのか突とつ然ぜん開発しだしたバトルアクションゲームである。開発会社のファンは驚おどろき、「公式がご乱心」とまで言い出していた。

　ゲームの舞ぶ台たいは、戦う事で爵位を奪うばい合うというとんでもない規約を制定された世界。登場キャラクターは爵位は様々だが皆みな貴族で統一されている。ちなみにラスボスは公爵家子息であり、銀の髪に翡ひ翠すい色の瞳、麗しい顔つきでありながらラスボスに値あたいする強さを持っていた。

　そんなゲームの中に、シルフィアというキャラクターがいた。しがない男爵家の令れい嬢じようであり、本来であれば男児が戦うはずのところを、病弱な弟を庇かばって自ら戦いの中に身を投じた。麗しく品があり、それでいて勇ましい、まさに戦う女の理想だ。




　自分はそのシルフィアである。

　そしてこの世界は社交界ロワイヤル……。

　つまり、いずれあのとんでもない規約が制定され、社交界に戦いの嵐あらしが巻き起こるのだ。爵位は文字通り己の手で摑つかみとる……。

「……私、戦わなきゃいけないんだわ」

　ポツリと呟つぶやき、幼いシルフィアは立ち上がった。

　親戚の男はその変化に気付かず、シルフィアが立ち上がったのを本に飽あきたと思ったのか「ケーキがあるから食べにおいで」と微笑ほほえんで去っていく。

　だが今のシルフィアはケーキどころではない。

　鮮せん明めいによみがえったシャコロワの記き憶おく。とんでも世界観のバトルアクションゲームゆえに細かな設定こそ描かれていなかったが、記憶の限りではゲームのシルフィアは十七歳だった……。

　対して今のシルフィアは七歳。つまり、社交界ロワイヤル制度が制定されるまで、はっきりと言えば爵位を奪い合う戦いの日々が始まるまで、あと十年しかない。

「本なんか読んでいる場合じゃないわ！」

　急がなきゃ！　と駆かけ出すシルフィアの背を、誰だれもが「元気がいいわね」と微笑ましそうに見送った。
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　それから十年。シルフィアは今まさに十七歳だ。

　社交界ロワイヤル制度が明日にでも発表されてもおかしくない。そうなれば社交界は混こん沌とんとし、戦いの果てに強者が爵位を得る。

　……はずだった。

　少なくともシルフィアはそう思っていたし、そうなる前提で今日まで過ごしてきた。

　戦いの日々のためにと鍛え、技わざを磨みがき、残すは必殺技という仕上がり具合。

　ちなみに、シャコロワにおけるシルフィアの必殺技は、決まった瞬しゆん間かんに薔ば薇らの花びらが舞う演出が設けられていた。華麗で優雅で、そして威い力りよくの強い拳こぶしの一いち撃げきである。

　そんな必殺技を習得するため技を磨いてきた。ところが実際のこの世界は『社交界ロワイヤル』ではなく、同じゲーム会社が製作した乙女おとめゲーム『トキメキ恋学園』ではないか。

　片やとんでもない設定のバトルアクションゲーム、片や王道乙女ゲーム、同じ会社が開発した貴族社交界が舞台のゲームとはいえ、これは真逆とさえ言える。

（……でも、それが分かったところで、今いま更さら乙女ゲームと言われてもどうすればいいの）

　ワンピースへと着き替がえつつ、シルフィアが溜息を吐く。

　人生設計がガラガラと音を立てて崩くずれている真っ直ただ中なかなのだ、嘆なげいてしまうのも無理はない。必殺技が出ないと奮ふん闘とうしていたが、そもそも必殺技なんて出るはずがなかったのだ。

　思わず神を恨うらみ、自分に誤った記憶を思い出させた男の髪のない頭部をも恨んでしまう。

　だが恨んでいても事態は好転するわけでもなく、ここは前向きに考えようとシルフィアは深く息を吐いた。

　確かに勘違いをしてしまったが、争いが起こらないのは良いことではないか。

　それに……。

　ふとシルフィアの脳のう裏りに、学園内で楽しそうに過ごす生徒達の姿がよみがえった。

　互たがいの家いえ柄がらも気にせず気さくに声を掛かけ、冗じよう談だんを交かわしては笑う。中には愛あい称しようで呼び合う者もおり、最近女子生徒の間ではお揃そろいのものを身に着けるのが流行はやっているとも聞いた。

　今までは、社交界に生きる者はいずれ敵になるのだと、親しい者を作らないようにと考えていた。

　友人と戦う羽目になるのなら、そもそも友人を作らなければいい。そう考え、楽しそうに過ごす生徒達を横目に、日々鍛えていた。

　だがもう鍛える必要はない。

「そうだわ、私だって友人を作っても良いいのよね。鍛きたえるだけの日々はもう終わりよ！」

　パッと視界が開けた気がして、シルフィアはダンベルを片手に明るい声を出した。

　……ダンベルを片手に。

「いやっ！」

　思わず悲鳴を上げ、ダンベルをベッドへと放ほうり投げる。ボスンと音がして、その重さにシルフィアは慄おののいてしまった。

　なにせ無意識だったのだ。

　無意識にダンベルを手にし、無意識にダンベルを上下させて腕うでを鍛えていた。

　いずれくる争いの日のためにと鍛え上げていた十年間が、シルフィアの体に、いやそれどころか深層心理にすっかりと染しみ着いてしまっていたのだ。息をするようにトレーニングをしてしまう。

「違うわ……。ここは乙女ゲームなのよ……トレーニングはもうしないの……！」

　そう自分に言い聞かせ、シルフィアはダンベルから顔を背そむけつつ──直視するとつい持ってしまいそうになる──窓辺へと向かった。

　カーテンを開ければ爽さわやかな風が入り込む。なんて気持ちが良いのだろうか。爽そう快かい感かんを味わうように目を閉じる。

（考えてみれば、これは好機よ。マードレイ家は男爵家だけど貧しい思いはしていない、爵位を奪いあうこともない。これからは一人の令嬢として、恋と友情にあふれた乙女ゲームの中で生きていけるのよ！）

　新しい自分の誕生だ。

　そうシルフィアは気持ちを落ち着かせ、深く息を吸うと共にゆっくりと目を開き……、

「やぁ姉さん、どうしたんだい！」

　と、丸太を担かついだ青年に声を掛けられた。

　弟のルーファス・マードレイである。

　厚い胸むな板いた。逞たくましい腕。太い丸太を担いではいるが、重そうな素そ振ぶりはなく、むしろセカンドバッグのような軽さを感じさせる。

　満面の笑えみで挨あい拶さつをしてくるルーファスに、シルフィアはクラリと目眩めまいを覚えた。

　彼もまたシルフィアの勘かん違ちがいの原因と成果である。

　なにせシャコロワのシルフィアには弟がいたのだ。病弱で戦えない弟、ゲームのシルフィアは彼の代わりに社交界ロワイヤルに参戦していた。

　ゆえに、実際のシルフィアは自らを鍛えると同時に、弟であるルーファスも鍛え上げた。

　病弱になると分かっている弟をそのままに出来るわけがない。共に鍛え、弟を健康に導くのも前世の記憶を思い出した者の務めである。

　……そしてその結果、シルフィアの目の前でルーファスは丸太を担いでいる。

　それも、彼が丸太を担いでいるのは今日に限ったことではない。

「……ルーファス、可愛かわいいルー、今日も元気そうね」

「もちろんだよ！」

「そう……。弟が元気で姉は幸せだわ。それで、お父様には内ない緒しよで庭に勝手に建てている小屋はどう？」

「もうすぐ完成さ。完成したら姉さんを一番に招待してあげるよ！」

　目ま映ばゆいほどの笑顔でルーファスが告げてくる。

　この笑顔、布が引っ張られパツパツと今にも弾はじけそうな肉体、男らしく勇ましく、それでいて建てた小屋に一番に招待してくれるという優やさしさ。

　なんて良い弟だろうか、とシルフィアが目元を拭ぬぐう。

　うっかりバトルアクション世界だと勘違いして歩んだ人生だが、弟を姉想おもいのナイスガイに育てたことだけは間違いではなかったと断言出来る。

　そんなルーファスが「そういえば」と話を続けた。

「姉さんにお客さんだよ。そのために呼びに来たのに忘れてた」

「まぁ、ルーってばうっかりさんね。でもありがとう。どなたがいらしたのかしら」

「ライオネル様だよ！　僕、はじめてライオネル様に話しかけられちゃった！」

　興奮気味に話すルーファスの言葉に、シルフィアは「忘れてたわ！」と慌あわてて部屋を飛び出した。




　自室を出て急いでライオネルを待たせているという客室へと向かえば、扉とびらの前には父親がいた。そわそわと落ち着きなく行ったり来たりしている。

　マードレイ家当主、エリオット・マードレイ。異様に童顔で顔が良く、いまだに二十代にしか見えない外見をしている。現にシルフィアと並んでも兄妹きようだいと間違えられ、二児の父だと訂てい正せいしても冗談だと笑い飛ばされることが常なほどだ。

　そんな父はシルフィアを見つけると、慌てた様子で駆け寄ってきた。

「シルフィア！　公爵家のライオネル様が会いにいらっしゃってるぞ！」

「落ち着いてお父様。ライオネル様とは日中にお話をする約束をしていたのよ」

「そんな落ち着いていられるものか。ライオネル様が、わざわざシルフィアに……それも、『学園ではシルフィア嬢じようと親しくさせて頂いています』と仰おつしやるじゃないか」

　矢や継つぎ早に話すエリオットを、シルフィアが大おお袈げ裟さだと宥なだめた。

　父も、もちろんライオネルの発言も、どちらも大袈裟だ。とりわけライオネルは『日ひ頃ごろから親しく』という言葉を三度も繰くり返したという。

　繰り返すライオネルもライオネルだが、わざわざ数える父も父である。

「ライオネル様は私に頼たのみ事があるらしくて、その話をしに来ただけよ」

「だがな、シルフィア。公爵家のお方が、わざわざうちみたいな男爵家に来るなんて普ふ通つうじゃ考えられないだろ」

「もう、お父様ってば考えすぎよ。ライオネル様は善意で、これといった考えもなく、ただ一生徒として、私に話しかけてくださっているだけなの。お父様が考えるようなことはこれっぽっちも無いわ」

　シルフィアが断言する。──その瞬しゆん間かん、扉の向こうから「ぐうっ……」と呻うめき声のようなものが聞こえてきたが気のせいだろうか──

　それを聞き、エリオットが「そうか……」と小さく呟つぶやいた。期待を削そがれたような、それでいて安心したような、なんとも複雑そうな声こわ色いろだ。宥めるように腕を擦さすってやり、シルフィアはわずかに考えたのちに「お母様が捜さがしていたわ」と彼に告げた。

　一瞬にしてエリオットの顔がパッと明るくなるのだから分かりやすい。ちなみに表情を明るくさせると彼は更さらに若く見え、下手をすると十代後半に間違えられかねない。

「お父様と一いつ緒しよにお茶をしたいんですって」

「そうか、クレアさんが私と……！　それなら待たせたらいけないな！」

　ほわほわと浮うかれたムードを醸かもし出し、エリオットが足早に去っていく。

　その周囲にハートマークが浮かび上がって見えるが、あれは幻げん覚かくだろうか。それとも浮かれ具合のなせる業わざか。

　あの浮かれぶりを見るに、ライオネル訪問の件はいずれ頭の中から消えてしまうだろう。もしかしたら既すでに消え去り、彼の頭の中は愛する妻とのお茶会だけが占しめているかもしれない。

（社交界ロワイヤル制度が制定されるのが、お父様の代じゃなくてよかったわ……）

　心の中で呟き、シルフィアが安あん堵どの息を吐はいた。そもそも制定されないのだが、もし制定されていたとしたら、きっとエリオットは誰だれより先に敗退していただろう。

　彼は見目もやたらと若々しいが、言動も時に若々しく純じゆん粋すいさに溢あふれている。……つまり単純である。自分の父親だと把は握あくしていても、時折シルフィアは「もしかして、私の兄なんじゃ……」と疑ってしまうほどなのだ。

　そんなエリオットの去っていった先を見つめ、シルフィアは深く一息吐くと改めて扉へと向き直った。

　ライオネルがこの扉の先に居る。

　……そして彼は、ミリー・アドセンを連れてきているはずだ。




　乙女おとめゲーム『トキメキ恋学園』の主人公。

　小動物のような愛らしさと優しさをもち、公爵家令嬢でありながらお高くとまることない純粋さもある。貴族の気高さと庶しよ民みん出の質しつ朴ぼくさを併あわせ持つ、老ろう若にやく男なん女によから愛される少女。

　プレイヤーを映す鏡でもあり、そして同時に羨せん望ぼうの存在でもある。

　そんなミリーがこの扉の向こうにいる……。

　シルフィアは気合を入れると震ふるえる手で扉をノックし、ゆっくりと押し開けて中を覗のぞいた。

　そして、ライオネルの隣となりに座る少女の姿を見て目を丸くした。

　……正確に言うのであれば、ライオネルの隣でソファに座る、




　太く横よこ幅はばのある少女を見て、目を丸くした。




「ミリー……さま……？」

　目の前の光景が信じられずシルフィアが呟けば、ライオネルが立ち上がった。若じやつ干かん立ち上がりにくそうなのは、ミリーの重さでソファが通常より幾いく分ぶん沈しずみ込んでいるからだろうか。

「シルフィア、急せかしてしまったようで申し訳ない」

「い、いえ、私の方こそお待たせして申し訳ありません。それで……その……お隣の方が」

　シルフィアが恐おそる恐る伺うかがう。

　それを聞き、ライオネルの隣に座っていた少女が勢いよく立ち上がった。バウンッとソファが跳はねたように見えたが気のせいだろうか。彼女が座っていた部分はやたらとへこんでいる。

「シルフィア……よね……？」

「え、えぇ、……シルフィア・マードレイと申します」

　いかに横幅があろうと相手は公爵家令嬢だ。失礼な態度はいけないと慌ててシルフィアがスカートの裾すそを摘つまんで挨あい拶さつをした。それに対してミリーも挨拶を返せば、彼女の茶色の髪かみがふわりと揺ゆれる。

　髪はヘッドドレスのように編み込みがされており、そのうえ細いリボンがあしらわれている。見ればワンピースにも同色のリボンが飾かざられ、華はなやかでセンスの良さを感じさせる恰かつ好こうだ。

　……もっとも、ワンピースはかなり布地が引っ張られており、リボンも本来ならばひらひらと揺れるところをミチミチと突つっ張っているが。

「シルフィア、急に訪問してごめんなさい。でも会えて嬉うれしいわ。どうしても貴女あなたと話がしたかったの」

　堰せきを切ったように話し出し、ミリーがシルフィアに近付くと同時に両手を摑つかんできた。

　その瞬間、シルフィアの口から「もちっ……！」という言葉が漏もれたのは、ミリーの手があまりにもちもちしていたからだ。少しひんやりと冷たく、それでいて肉厚。肌はだのすべらかさと相まってなんとも言えぬ感かん触しよく。

　強さと逞たくましさを求め続け鍛きたえ上げたシルフィアには無いものである。これはなかなか……と、握あく手しゆに乗じてミリーのもちもち具合を堪たん能のうしてしまう。

「シルフィア、私どうしても貴女に助けてほしいの。……シルフィア？」

「助けとはいったいなんでしょうか、もちも……いえ、ミリー様」

　危あやうくもちもち様と言いかけ、シルフィアが何とか誤ご魔ま化かして話を本題に戻もどす。

　ミリーの様子を見るに、なかなかに切せつ羽ぱ詰つまった事態なのだろう。ひとまず宥めてソファに座らせるも、彼女はそわそわと落ち着きがない。

　チラとシルフィアを見たかと思えば、膝ひざに置いた自分の手へと視線を落としてしまう。かと思えば再び視線を上げて、自分を見下ろして……と繰り返すだけだ。

　見み兼かねたのか、彼女の隣に座るライオネルが優やさしい声で「ミリー」と呼んだ。

「シルフィアに助けてほしいことがあったんだろう。その……よくわからないけど、ゲームがどうのって言ってたじゃないか」

「ゲーム？」

　ライオネルの発言にシルフィアがピクリと眉まゆを動かした。

　自分のもちもちの手を見つめていたミリーが窺うかがうように顔を上げ、じっとシルフィアを見つめてくる。長いまつげと色いろ濃こく大きな瞳ひとみ。全体的に肉がついてだいぶもっちりみちみちしているが、乙女ゲームの主人公ミリーの面おも影かげは確かにある。

「そうなの……。シルフィア、実は私には不思議な記き憶おくがあってね……。信じて貰もらえないかもしれないけど、どうか話を聞いてくれないかしら」

　乞こうように告げてくるミリーに、シルフィアはまさかという言葉を飲み込みつつ先を待った。
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　ミリーの口から出たのは、案の定『トキメキ恋学園』だった。

　彼女が前世の記憶をよみがえらせたのは数日前。ライオネルと転入について話をしていた時だ。

　学園に着いたらどこに行こう、何をしよう……と話に花が咲さく中、ライオネルが嬉しそうに「転入したら真っ先にシルフィアを紹しよう介かいするよ」と告げてきた。

　シルフィア・マードレイ。彼から幾いく度どとなく名前を聞いていた男だん爵しやく家令れい嬢じよう。今までは伝聞でしかなかった彼女に実際に会えるとなり、ミリーは自分とシルフィアが並ぶ光景を想像し……。

　次の瞬間、なぜか覚えのあるその光景に、奥底に沈しずんでいた記憶が一気に浮ふ上じようしたのだ。

　そして同時に、自分の体形に絶望した。

　ゲーム内のミリーは小こ柄がらで細い少女だった。対して自分のもっちり具合といったらない……。用意した制服も特注サイズで、それも若干布がパツパツとしている。在学中にボタンがはじけ飛ぶ可能性を考え、予備のボタンも多めに用意しておいた。

　あまりにもトキ恋のミリーと違ちがいすぎる。これではゲームのような恋は出来ない。

　それどころか……。

「勘かん当どうエンドを迎むかえてしまうかもしれないの……」

　ポツリと呟つぶやかれたミリーの言葉に、シルフィアの脳のう裏りにゲームの情報がまた一つよみがえった。




【勘当エンド】と呼ばれるそれは、『トキ恋』内で迎えるエンディングの一つ。

　ミリーが恋も勉学も自分磨みがきも一いつ切せいしなかった場合、怠たい惰だな生活を公爵家から咎とがめられ勘当されてしまう。数多あまた用意されたエンディングの中、唯ゆい一いつのバッドエンドと言えるだろう。

　といっても、作品はプレイヤーにストレスを与あたえないことを徹てつ底ていしており、この結末も過か酷こくな末路というわけではない。ゲーム内のミリーも「これから先、何が待っているのかしら！」と前向きにとらえてゲームは終わる。




「今の私はその未来に一番近いのよ……。こんな体じゃ……！」

　自分の体を見下ろし、ミリーがぎゅっと拳こぶしを握にぎった。もっとも、もちもちの彼女の手は強く握られたところで柔やわらかそうで、擬ぎ音おんも『ぎゅっ』よりも『もにゅっ』の方が近い。──それを見て、シルフィアは今朝食べた白パンを思い出した──

　だがミリーのもちもちの手は震えており、彼女がどれだけ不安を抱いだいているのかが分かる。

　ゲーム中では数あるエンディングの一つ、それもゲーム内のミリーは未来に希望を見み出いだしていた。だが実際にそれを迎えるとなれば彼女が不安を抱くのも無理はない。

　とりわけミリーは幼い頃ころに両親を亡なくしており、そのうえ養子縁えん組ぐみしてくれた家から勘当となればまさに天てん涯がい孤こ独どく。未来に希望どころか、直近の生活すらも危うくなってしまうのだ。

　そんな胸中を察し、シルフィアはミリーの手に自分の手を添そえた。

「ミリー様、お気持ちお察しいたします。私に出来ることがあればぜひ仰おつしやってください」

「シルフィア……いいの？　初めて会ったばかりなのに……」

「えぇ、お任せください。それに『シルフィア』は『ミリー』をサポートする役割ですから」

　冗じよう談だんめかして告げれば、ミリーが瞳をパチンと瞬まばたかせた。

　予想外のことを言われたと言いたげな表情だ。次いでシルフィアの言わんとしていることを察し、「貴女も……？」と尋たずねてきた。

　シルフィアが深く一度頷うなずいて返す。もちろんこれは『自分にも乙女おとめゲームの記憶がある』という返事だ。

　……ややこしくなるので、余分な記憶社交界ロワイヤルについてはこの場では言わないでおく。──仮にミリーにもあのゲームの記憶があったとして「貴女、あんなとんでもないゲームをしていたの？」と言われかねないからだ。ぐぅの音も出ない──

　シルフィアがミリーの問いかけに頷いて返したのをきっかけに、室内にシンと妙みような静けさが広がった。見ればミリーは信じられないと言いたげな表情を浮うかべている。

　だがしばらくすると事態を理解したのか、次し第だいに表情を柔らかなものに変えていった。

　ふっくらとした頰ほおがほんのりと色付いている。

「そうなのね……。シルフィア、貴女が一いつ緒しよでよかった」

「えぇ、私もです。ミリー様のお力になれるよう、頑がん張ばります」

　シルフィアがミリーの目を見つめて告げれば、彼女はほっと安あん堵どの息を吐はいた。

　そんな中、「ちょっと良いいかな」と控ひかえめな声が割って入ってきた。

　ライオネルだ。彼はなんとも言い難にくそうな表情をし、シルフィアとミリーに交こう互ごに視線を向けてくる。眉み間けんには皺しわが寄っているが、それも含ふくめて様になっているのはさすがである。

「相変わらず俺は何一つ分からないんだが、シルフィア、君もミリーと同じなのか？　その……前世のゲームとか記憶がどうのってやつだ」

　分からないなりに理解しようとはしているのか、ライオネルが歯切れの悪い口調で尋ねてくる。首を傾かしげつつなのは、自分で口にしておきながらも今一つピンとこないからだろう。

　無理もない。むしろばかげた戯たわ言ごとだと切り捨てず理解しようとしているあたり、彼の誠実さが窺える。

　だがいくら理解する気はあっても、前世の記憶がないライオネルには難解な話だ。そもそもこの世界には乙女ゲームそのものが存在せず、ゲームといえばカードゲームやボードゲーム程度である。第三者からしてみれば、酔よっ払ぱらいの戯言よりも荒こう唐とう無む稽けいに感じるだろう。

　それを一から説明するのは……とシルフィアが眉間に皺を寄せた。

「なんと説明すれば良いのか難しいところです。ライオネル様を困らせるわけにはいきませんし、いっそこの件は忘れていただいて、私とミリー様だけで」

「理解した！　とにかく前世には君達に関するゲームがあって、それの通りにミリーを瘦やせさせないといけないんだよな！　俺は理解してるから大だい丈じよう夫ぶだ！」

　先さき程ほどまで難しい表情をしていたというのに、突とつ然ぜんライオネルが立ち上がり力強く答える。

　これにはシルフィアもきょとんと目を丸くした。そのうえライオネルがずいと詰つめ寄ってくるものだから、気け圧おされて思わず「ご理解いただけたようでなにより」と返してしまう。

　ちなみに詰め寄られたことで咄とつ嗟さに拳を握ってしまったが、それはいつもの事である。さっと己おのれの背中に拳を隠かくしておいた。

「理解しているから大丈夫だ。だから俺も協力する」

　詰め寄ってくるライオネルの気き迫はくといったらない。

　爽さわやかな好青年で通っているはずが、翡ひ翠すい色の瞳には必死な色合いさえ見える。

「そ、そうですか……。でしたら、ぜひライオネル様にもご協力をお願い致いたします」

「あぁ、もちろんだ。一緒に頑張ろう。一緒に！」

　妙に『一緒に』の部分を強調しつつ話すライオネルに、シルフィアの胸に疑問が湧わく。

　いったいどうしてそこまで必死なのか……。

　だがそれを問うより先に、ミリーが「よかったぁ」と声をあげた。安堵を前面に押し出した、なんとも気の抜ぬけた声だ。

　シルフィアも同じ境きよう遇ぐうと知って緊きん張ちようが解けたのか、くてんと力を抜いてソファに座っている。もとより柔らかな彼女が今は溶とけてしまいそうなほどで、白い肌はだと合わさってこのまま蕩とろけて生クリームになりかねない。

「シルフィアが協力してくれなかったらと不安だったのよ。食事も喉のどを通らなかったわ」

「まぁ、そうだったんですか」

「もしかしたら、あのままでも気苦労で瘦せてたかもしれないわね。お兄様なんて心配しすぎて、逆に自分の体調を崩くずしてしまったのよ」

　不安が解消された反動なのか、ミリーが大変だったと楽しそうに話す。

　トキ恋の記き憶おくを思い出し、現状との差に不安を抱き気落ちするミリー。それを兄は心配し、不安のあまり体調を崩す。アドセン夫妻も子どもたちを心配し落ち着きなく……と、療りよう養ようの地にあるアドセン家の屋や敷しきは数日波乱の最さ中なかにあったらしい。

　そんな中、訪おとずれたのがライオネルだ。ミリー曰いわく、ライオネルは幼おさな馴な染じみであり『トキ恋』の登場キャラクターでもある。事情を話すならば彼しかいないと考え、こっそりと打ち明けたのだという。

　そしてライオネルを頼たよりシルフィアに繫つないでもらい、今に至る。

「ライオネルに頼たのんで良かったわ」

　安堵と共にミリーがライオネルに礼を告げる。

　次いでおもむろに鞄かばんからラッピングされた小こ袋ぶくろを取り出し、包まれていたマフィンを食べ始めた。一口また一口と進め、食べ終えるや二つ目のマフィンを取り出す。

「不安でマフィンも一日三個しか食べなくて、それにクッキーも一日二箱しか開けなかったのよ。あとケーキも三切れしか食べられなかったし、夕飯だっておかわりしなかったわ」

　不安ゆえに小食になっていた、とミリーが訴うつたえる。

　あくまで小食の訴えだ。

　彼女の基準では、と注ちゆう釈しやくが入りそうなところではあるが。

　シルフィアからしてみれば想像しただけで胃もたれしそうな話のうえ、その間もミリーはマフィンを平らげている。その食べっぷりは豪ごう快かいの一言に尽つきる。

「ラ、ライオネル様……ミリー様のこの食べっぷりは……」

　シルフィアがひきつった表情でライオネルに問えば、彼はチラと隣となりの幼馴染に視線を向けたのち、盛せい大だいに溜ため息いきを吐いた。

「シルフィア、驚おどろかないでくれ。ミリーはちょっと人より食べるというか、喉を通らないと言いつつしっかり食べていたというか、おかわりをしなかったと言っても元々彼女の食事は二人前が基本というか……。だが瘦せたいという気持ちは本当だ、どうか協力してやってくれ」

　頭を下げかねない勢いでライオネルが頼み込んでくる。

　彼の話に、シルフィアは啞あ然ぜんとしながらミリーを見つめた。彼女はすでに四つ目のマフィンを手にしている。

　流れるような動き、止まることのない咀そ嚼しやく。もはやマフィンは流動体のように彼女の中へと消えていく。

　その光景を眺ながめ、シルフィアは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「ダイエットがんばりましょうね、ピギー子豚様」

「シルフィア、ミリーだ。ミリー・アドセン」

　ピギーはやめてやってくれ、とライオネルが切なげに訴えてくる。

　そんな彼の訴えとほぼ同じタイミングで、ミリーが四つ目のマフィンを吸引……もとい、食べ終えた。










　ライオネルとミリーを見送り、夕食もすませた夜。

　シルフィアは母クレアに呼ばれ、彼女の部屋を訪れていた。

　シンプルながらに気品を感じさせる部屋だ。誇ほこれるほど裕ゆう福ふくというわけではないが、それでもセンスの良さと行き届いた手入れが部屋の格調高さに拍はく車しやをかけている。

「シルフィア、今日は公こう爵しやく家のライオネル様がお友達を連れていらっしゃったわね」

「えぇ、いらしたわ」

「それで、どこまで進めたのかしら？　首しゆ尾びはどれほど？」

「……何の話？」

　クレアの言わんとしていることが分からず、シルフィアが眉間に皺を寄せて尋たずねて返した。

　進めるとは何の話か、いったい何の首尾の報告を求められているのか。

　わけが分からないと説明を求めれば、クレアの眉間にも皺が寄る。麗うるわしく涼すずやかな印象の彼女が険しい顔をすると迫はく力りよくがあるが、娘むすめのシルフィアが今いま更さらそれに臆おくするわけがない。

　むしろ、なぜ実の母にこんな顔をされなければならないのかと疑問が募つのる。それもまたシルフィアを怪け訝げんな表情にさせ、見目麗しい母おや娘こがなんとも言い難がたい表情でしばらく向かい合う。

　だがそんな沈ちん黙もくを破ったのは、クレアの「まさか貴女あなた……」という声だった。

「まさかとは思うけれど、ライオネル様に何もしていないの？」

「何も？　えぇ、だってライオネル様を打ち倒たおすには……なんでもないわ」

　言い掛かけ、シルフィアがおっとと口元を押さえた。

　うっかり物ぶつ騒そうなことを言い掛けてしまった。危なかったと自分で自分を律する。

　だがどういうわけか、クレアはシルフィアの言葉に「倒すべきよ！」と賛同してくるではないか。ぎょっとして彼女を見れば、やたらと輝かがやかしい瞳ひとみでこちらを見つめてくる。

「お母様、物騒なことを言わないで」

「私の娘ならそれぐらいして当然よ！」

「当然だなんて、相手は公爵家のライオネル様よ!?」

「えぇ、だからそれぐらいしないといけないのよ！」

　シルフィアとクレアが言い合う。

　次し第だいに熱を持ち、そうして二人揃そろえたようにガタと立ち上がった。

「ライオネル様を打ち倒すには、まだ必殺技を会得してないわ！」

「ライオネル様を押し倒すぐらいしてこそ私の娘よ！」

　ほぼ同時に発せられた二人の言葉を最後に、室内が一いつ瞬しゆんにして静まり返る。

　そうしてしばらく互たがいに見つめ合った後、シルフィアがクレアの言ったことを理解し驚きよう愕がくの声をあげた。

「押し倒す!?　お母様、なんて事を言うの！」

「打ち倒すだの必殺技だの、貴女はせっかく私とエリオットの容姿を受け継ついだのに……」

　クレアが苦く悩のうさえ感じさせる表情で肩かたを竦すくめる。

　だがシルフィアにはそれを気にしている余よ裕ゆうなどあるわけがない。なにせクレアは「ライオネルを押し倒す」と言ったのだ。貴族の婦人らしからぬ言葉、それ以前に母が娘に言っていい言葉ではない。

　それを指し摘てきしようとするも、先にクレアが「いいこと」と厳しい口調で告げてきた。切れ長の瞳が鋭するどく見つめてくる。

「私の娘なら、色仕掛けで公爵家の方を家に呼び、押し倒すぐらいの甲か斐い性しようを見せなさい」

「それはもう甲斐性どころの話じゃないわ」

「まったく、昔から体を鍛きたえてばかりで何を考えているのかと思ったら、何も考えてなかったなんて……。せっかく家にお招きしたのに、押し倒さないで何をするの」

「普ふ通つうにお茶をして話をしたのよ。それにうちに来たのはライオネル様だけじゃない、アドセン家のミリー様もいらっしゃったのよ」

「そうだったわ、ライバルも居たのね。ならライバルであるミリー様を打ち倒して、ライオネル様を押し倒しなさい」

「娘にそんな惨さん劇げきを強しいないで！」

　シルフィアがクレアを咎とがめる。

　だが彼女は反省する様子もなければ、自身の考えを撤てつ回かいする様子もない。むしろシルフィアに対して「信じられない」と言いたげな視線を向けてくるほどだ。

　こんな状じよう況きようでなければ、母親からの冷たい眼まな差ざしにシルフィアも胸を痛めただろう。……いや、この状況もそれはそれで胸が痛むのだが。

「いいことシルフィア。我がマードレイ家はあまり裕福でもないし、社交界でも地位が低いの。貴女に良りよう縁えんをもってきてやることも出来ないわ。不ふ甲が斐いない母を許してちょうだい」

「……お母様」

　先さき程ほどまでの態度から一転し、切なげな溜息交じりにクレアが謝罪をする。

　彼女の言うとおり、マードレイ家は貴族ではあるもののしがない男爵家だ。社交界での立場も低く、あまり好条件の縁談は望めそうにない。

　それを詫わびるクレアは随ずい分ぶんと弱々しく、見目の良さと合わさって儚はかなげにさえ見える。社交界に生きてきたからこそ、その仕組みと格差を理解し、そして娘に十分な選せん択たく肢しをあげられない己おのれを悔くやんでいるのだろう。

　母の複雑な胸の内を想おもい、シルフィアがそっと手を伸ばした。テーブルの上に置かれたクレアの手をきゅっと摑つかむ。細くしなやかな女性らしい手だ。

「お母様、そんな事を言わないで」

「シルフィア、貴女には十分な縁談を用意してあげられないの。でも母は貴女の幸せを誰だれより願っているわ。だから貴女はその美び貌ぼうをふんだんに使って、ライバルを蹴け散ちらして良いい男を自力で落としなさい」

「後半は聞かなかったことにして良いかしら」

　握にぎっていたクレアの手をパッと放す。一瞬にしてしらけてしまった。

　だがクレアは本気のようで、聞き流そうとするシルフィアに懇こん々こんと説いてくる。それもライバルを蹴散らせだの狙ねらった男を押し倒せだの、なんて物騒なのだろうか。

　もっともシルフィアとて物騒さでは負けないのだが、それはそれこれはこれ。拳こぶしを交かわし己の強さで戦おうとしていたシルフィアの物騒さと、ライバルを蹴散らし男を誑たぶらかしてものにしようとする母の物騒さを一ひと括くくりにはしたくない。

　呆あきれを隠かくすことなくうんざりとしつつ、シルフィアはふとクレアへと視線をやった。

　二児の母とは思えぬ美貌。艶つやのある黒くろ髪かみに、妖よう艶えんな魅み力りよくの顔つき。ほっそりとした体はシンプルなワンピースがよく映はえる。同年代の女性達の中では彼女が抜ぬきんでて美しいだろう。

『私の娘なら美貌で良い男を落とせ』というのも納なつ得とく出来る。──同意はしかねるが──

　だけど……。

「それならお母様はどうなのかしら」

　シルフィアが指摘すれば、クレアが意外なところを突つかれたと言いたげに「私？」と返した。

　マードレイ家は男爵家である。よく言って下の上、実際には下の中といったところだろう。

　クレアも同等の生まれで、彼女とエリオットの結けつ婚こんは爵位を考えると『下流貴族のよくある結婚』にすぎない。

　娘としてそれを否定するつもりはないが、さりとて「自分を見習え」と上から目線で言われるのも不服である。クレアの口調は、まるで男爵家の令れい嬢じようでありながら公爵家子息を落としたかのようなものなのだ。

　それを指摘すれば、クレアは過去を思い出しているのか「そうねぇ」と少し間延びした声で呟つぶやいた。シルフィアの言わんとしていることを察したのだろう。

　だが次の瞬間、まるで勝ち誇るような笑えみを浮うかべた。

「確かにエリオットは男爵家の子息でしかなかったわ。だけど当時の社交界で、エリオットほど令嬢達の視線を集める男はいなかったのよ」

「お父様が？」

　どうして、とシルフィアが首を傾かしげた。

　脳のう裏りに父エリオットの姿が浮かぶ。穏おだやかに本を読み、給きゆう仕じに指示を出し、そして時にルーファスに力比べを挑いどんで負ける。シルフィアからしてみれば極ごく平へい凡ぼんな父親だ。優やさしくて少し情けなくて、それでいて頼たよれる存在。

　だが一点、平凡とは言い難い箇か所しよがある。

「……顔なの？」

「えぇ、顔よ。エリオットは当時からとにかく顔が良かったのよ。あの顔の良さの前には爵位なんてあってないようなもの」

　断言するクレアの言葉に、シルフィアはわずかに考え込んだのち、納得したと頷うなずいた。

　実の父を「顔が良い」と評価するのもおかしな話だが、そのおかしさすらも霞かすむほどエリオットは顔が良いのだ。

　いつまでも若々しく老いを一いつ切さい感じさせない。本当に、一切、みじんも感じさせない。むしろ人が感知できるほどの老いが彼にあるのかどうか。

　クレアを『二児の母とは思えない見た目』とするのなら、エリオットはもはや『老いているのか定さだかではない見た目』である。前者はあくまで美貌の範はん疇ちゆうで、後者はもはや摩ま訶か不思議の領域と言える。

「お父様、いまだに二十代に間ま違ちがえられるものね。むしろ、お父様の実じつ年ねん齢れいを説明して一度で信じた人を見たことがないわ」

「エリオットはあの顔の良さと若々しさで、社交界では『毎夜処女の生き血を吞のんでいる』とまで言われているのよ」

「毎晩ホットミルクを飲んでるのに」

　父が社交界で人外扱あつかいされていることに、シルフィアの胸に切なさがよぎる。

　だがそれほどまでにエリオットは若々しく顔が良いのだ。

　そんな彼が実際に若かった頃ころ、世の令嬢達は軒のき並なみ虜とりこになり、マードレイ家には婚こん約やくの申し出が殺さつ到とうし、社交界中が揺ゆれ動いていたという。地位の高い者は権力を使い、それに及およばぬ者達は各おの々おのの強みでエリオットに迫せまる。男達は総じて白旗を揚あげ、中にはエリオットを狙う子息も少なくなかったというではないか。

「エリオットを取り合って、危あやうく国が崩ほう壊かいするところだったわ」

「まさか実の父が傾けい国こくの美青年だったなんて。そんな中で、お母様はお父様を捕つかまえたのね」

　なるほどとシルフィアが頷く。

　確かにそれほどの争いの末に結婚までこぎ着けたとなれば、娘むすめに強く言うのも納得である。もちろん同意はしかねるが。

「だからシルフィア、母は貴女あなたに強く逞たくましく育ってほしいの。貴女に必要なのは物理的な強さや逞しさじゃない、令嬢としての逞しさよ」

「令嬢としての逞しさ？」

「そう。エリオットを落とした時の私のような、令嬢としての強さ。すなわち『令嬢力』よ！」

「令嬢力！」

　聞いたことのない単語に、シルフィアが声をあげる。

　クレア曰いわく、令嬢力とは学力やマナーとはまた違った『年頃の令嬢』としての強さだという。

　慎つつましさや恥はじらい、純じゆん粋すいさ、若さ、あどけなさ、愛あい嬌きよう。それらを惜おしみなくかつ自然に纏まとい、愛される力。

　これを身につけねば社交界を生き抜けない。そう断言され、シルフィアは思わず自分の手のひらに視線を落とした。

　自分に令嬢力はあるだろうか……。

　学力やマナーは完かん璧ぺきだ。パーティーの際には誰もが褒ほめ称たたえる所作を披ひ露ろうできる。

　いずれ公こう爵しやく家の爵位を奪うばい取り君臨するためにと、肉体と同時に中身も鍛え上げてきた。

　……だがそこに、『年頃の令嬢らしさ』はない。

　とりわけあどけなさや愛嬌とは無む縁えんだ。愛されるどころか友人すら一人も居ない。学園では誰しも遠巻きに見てくるだけで、それを改善しようともしてこなかった。

　令嬢力は皆かい無むだ。

　自覚すれば、察したのかクレアが厳しい口調でシルフィアを呼んだ。

「シルフィア、母は貴女の幸せのため、これから過か酷こくな試練を与あたえます。ですがきっと、この試練を乗り越こえてくれると信じているわ……」

　ハンカチで目元を拭ぬぐい、クレアが大おお袈げ裟さに嘆なげく。ちなみにこのハンカチが全く濡ぬれておらず、噓うそ泣なきなのは言うまでもない。もちろんシルフィアは騙だまされることなく「白々しい」と小さく呟いておいた。

　次いでクレアは机へと向かうと、そこから一通の封ふう筒とうを持ってきた。妙みように豪ごう華かな封筒だが、それを見ているとシルフィアの胸に妙なざわめきが起こる。

　思わず怪け訝げんな声こわ色いろで「お母様、それは？」と尋たずねれば、クレアはいまだ目元を拭いながら、そっとシルフィアへと封筒を差し出してきた。

「貴女に縁談の申し込みよ」

「私に？　いったい誰から……」

「バトソン家のドム様からよ。年上の素す敵てきな方だわ」

　泣き真似まねを一いつ瞬しゆんで止やめ、クレアが上品に笑う。

　その名を聞き、シルフィアはぎょっとして慌あわてて手紙を開かい封ふうした。中に目を通し、思わず顔を青ざめさせてしまう。

　質の良い便びん箋せんにしたためられているのは、婚約の申し込み。もっとも、申し込みと言っても堅かた苦くるしいものではなく、それとなくほのめかす程度だ。

　差出人は……。

　今年六十歳になる、バトソン家のドム。

「お父様やお母様よりも年上じゃない！」

「ドム様ってば気持ちはお若いのねぇ」

　上じよう機き嫌げんでクレアが笑う。対してシルフィアは冗じよう談だんじゃないと手元の便箋を睨にらみ付けた。

　ドム・バトソンは伯はく爵しやく家の男だ。

　変わり者の自由人と有名で、一度興味を抱いだくと世界中どこにだって行ってしまう。彼の親族が困り果て、今回はどこの国から手紙がきた、いまはどこにいる……と愚ぐ痴ちっているのは社交界では見慣れた光景である。

　シルフィアも実際に彼を見かけたことは数えるほどしかなく、それも遠目に眺ながめる程度だ。

　クレア曰く、最近ドムは結婚に興味を持ち、相手を探しているという。数打てば当たると手紙を出しているらしく、それがマードレイ家に届き、今はシルフィアの手元にある。

　クレアから話を聞き、シルフィアは改めて「絶対に嫌いや」と断言した。

　ドムの人間性を否定する気はない。好こう奇き心しんで世界を回る彼の生き方は立派だと思う。時間があれば話を聞いてみたいとも思っていた。きっと世界中の色々な話を教えてくれるだろう。

　だが結婚となれば話は別だ。そもそも年ねん齢れいの差がありすぎる。

「なんと言われようと、私はドム様とは結婚しないわ」

「ならば、令嬢力を鍛きたえ、母を納なつ得とくさせてみなさい！」

　クレアが声高に断言する。

　これにはシルフィアも彼女を睨み付けるしかない。

　母の性格は嫌と言うほどわかっている。一度決めたら頑がんとして譲ゆずらない人だ。

「わかったわ。令嬢力を鍛え上げ、お母様を打ち倒たおしてみせるわ！」

　拳こぶしを握にぎり、シルフィアが宣言した。
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　高らかな宣言と共に部屋を出ていくシルフィアを見送り、一人部屋に残されたクレアは座り直して冷めた紅茶に口をつけた。

　それとほぼ同時にノックの音が室内に響ひびき、顔を覗のぞかせたのはエリオットだ。相変わらず顔が良い。

「クレアさん、なにかあったの？　さっきシルフィアが険しい顔で通路を歩いていったけど」

「ドム様から返事がきたから、あの計画を始動させたのよ」

「あ、あの計画を……！」

　エリオットがクレアの話に慄おののく。

　次いでシルフィアの怒いかりはそのせいかと頷うなずいた。誰だれだって親より年上の男と婚約させられかければ怒おこるというもの。

　だがこれもシルフィアの将来のためだ。非道と言うなかれ。……そもそも。

「ドム様はよくこんな話にのってくれたね」

「婚約を迫るそれらしい手紙と、それとは別に大いに楽しんでいる手紙が届いたわ」

　肩かたを竦すくめつつクレアが一通の手紙を差し出す。

　バトソン家からのものだ。一見するとシルフィアが持っていったものと同じに見えるだろう。

　だが書かれている内容はまったく別物。あちらには結婚の申し出が書かれており、そして今クレアが手にしている一通には……、

　この『計画』に喜んで一役買うという、なんとも楽しげな文章が綴つづられている。

　……そう、全すべてはクレアが計画したことである。茶番とも言えるだろう。

「シルフィアってば、私が本当にドム様と婚約させると思っているのかしら」

「普ふ通つうに考えれば有り得ないけど、あの子は少し思い込みが激しいところがあるからね」

「娘にとって、私は非道な母なのね……」

　悲しい、とクレアがハンカチで目元を拭う。相変わらず乾かわいたハンカチだ。

　本人は『娘むすめに勘かん違ちがいされる哀あわれな母』のつもりなのだろうが、こんな白々しい演技に騙される者はいない。

「クレアさん、泣かないで！　シルフィアも全てを知ったらクレアさんの優やさしさに気付いてくれるはずだから！」

　と、妻を慰なぐさめるエリオット以外は。

「ありがとうエリオット、優しいのね」

「もちろんだよ。クレアさん、明日あしたも早いしもう休んだ方がいい」

「えぇ、そうね。寝ねる前のホットミルクを用意させなくちゃ」

　夫に慰められ傷心の妻も癒いやされた……という体でクレアが立ち上がる。

　そうして厨ちゆう房ぼうに行こうと部屋を出れば、隣となりに並ぶエリオットが、「そういえば」と口を開いた。

「社交界には、夜よ毎ごと女性の生き血を飲む化け物がいるらしいよ」

　彼の口調は噂うわさ話ばなしをする程度にすぎない。おまけに「怖こわいね」とまったくの他人ひと事ごとである。

　それに対し、クレアは穏おだやかに微笑ほほえんで「そうね」とだけ返した。




　エリオット・マードレイはとにかく顔が良いが鈍どん感かんすぎる。

　そしてそれは、娘のシルフィアにしっかりと受け継つがれているのだ。




「あの子もちょっと周囲を見れば自分がモテていることに気づくのに。……それとも、シルフィアに誰も近付かないようにしている人がいるのかしら」

　昔の私みたいに、と小さく呟つぶやきつつ、クレアはパタンと扉とびらを閉めた。
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　母の部屋を飛び出し自室に戻もどったシルフィアは、令れい嬢じよう力を高めるために闘とう志しを燃やしていた。

　……ダンベルを両手に持ちながら。

「いやっ、やめてっ!!」

　思わず悲鳴をあげ、ダンベルをベッドに放ほうり投げる。ボスンボスンと音がして、柔やわらかなベッドにダンベルが重々しく沈しずみこむ。

　その音に、そしてまたも無意識に鍛えていたという事実に、シルフィアが震ふるえながら己おのれの体を抱だきしめた。ぎゅっと強く抱きしめておかないと、今すぐにでも鍛えだしてしまいそうなのだ。制せい御ぎよできない自分が恐おそろしくなってくる。

　だが震えていても問題が解決するわけではない。

　そう己に言い聞かせ、布ふ団とんに埋うまるダンベルへと恐る恐る近付いた。持たないように、鍛えないように……とそっと手を伸のばし、指先でツンと突つっつく。

「令嬢力を鍛きたえるのに、あなたは必要ないの。今までありがとう、私のパートナー……」

　惜おしむようにダンベルを撫なでる。

　そうして盛せい大だいに溜ため息いきを吐つくのは、自分の置かれている状じよう況きようを改めて考えたからだ。

　日々を己を鍛えることに費ついやしていたため、令嬢らしさは欠片かけらもない。それどころか気を抜ぬくとつい鍛えてしまう。

　だというのに、この世界は恋こいと友情の乙女おとめゲームで、さらには令嬢力を鍛えないとドム・バトソンと婚こん約やく……。

　前ぜん途と多難どころではない。一寸先は闇やみ。

　しかもその闇には実の母が加担しているというのだから泣けてくる。

「なんとかしなくちゃ。それにミリー様のダイエットの件もある。……そうだわ！」

　名案が浮うかび、シルフィアが拳を強く握った。

　……次いで己の拳を「そういうところ！」と叱しつ咤たしながら叩たたく。何かあったら咄とつ嗟さに拳を握ってしまう、そういうところが令嬢力からかけ離はなれた要因なのだ。

　そう己に言い聞かせ、拳を握りそうになるのを抑おさえつつ鏡に映った自分を見つめる。

　鍛え上げはしたものの、シルエットは細くしなやか。日中に会ったミリー・アドセンとは真逆といえるだろう。

　だが真逆なのは体形だけではない。

　ミリーは確かに横よこ幅はばがあった。太ましく、ふっくらもっちりとしている。

　そんな彼女の所作は一つ一つが慎つつましさを感じさせ、微笑めば見た目の柔らかさと合わさって愛あい嬌きようがあった。纏まとうものも年とし頃ごろの令嬢らしく、可愛かわいらしいワンピースに、髪かみは編み込み洒落しやれたリボンを飾かざっていた。

　ミリーは体形こそゲームのヒロインからかけ離れてしまったが、中身は変わらない。

　小動物のような可愛さをもつ、誰からも愛されるミリー・アドセンなのだ。

　それこそまさにシルフィアが求めている令嬢力ではないか。

「ミリー様のダイエットに協力して、同時に令嬢力を鍛えていただけばいいのよ」

　名案だとシルフィアの声が弾はずむ。

「これぞ一石二鳥。いえ、石なんか投じないわ、一いち撃げき二鳥よ！」

　高ぶる気持ちを抑えきれず、強く握った拳を高らかに掲かかげた。
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　翌日、シルフィアのいるクラスにミリーが転入生としてやってきた。

　その姿を最初に見たときこそ皆みなぎょっとしたが、愛らしい素そ振ぶりの公こう爵しやく令嬢となれば誰もがすぐに好意を抱いだく。とりわけミリーは孤こ高こうの存在であるシルフィアと親しく話しているのだから、より周囲は興味を抱き、そして話しやすいミリーにまず声を掛かける。

　授業が終わり放課後になれば、転校初日だというのに既すでにミリーの周囲には人だかりが出来ていた。

（穏やかに微笑む仕草や、公爵家でありながら気さくな性格。時にはしゃぎ、はたと気付いて照れくさそうに笑うあどけなさ。皆が惹ひかれるのも無理はない。やっぱりミリー様はゲームの主人公通り、愛される存在なんだわ……）

　遠目からミリーを囲む集団を見つめ、シルフィアが冷静に分ぶん析せきする。

　なるほど、これが令嬢力というものか。

　もっとも、時折さり気なくモグリモグリとクッキーを食べているのだが、どうやら周囲はそれを気にしていないようだ。もしくは、令嬢力とは食いしん坊ぼうなところすらも魅み力りよくにしてしまうのだろうか。

「やはりミリー様は令嬢力が高いのね。私も見習わなくちゃ」

「シルフィア、令嬢力ってなんのことだ？」

「ライオネル様！」

　横から声を掛けられ、シルフィアが驚おどろいてそちらへと向く。

　……と、同時に思わず拳こぶしを握にぎった。

「すまない、驚かせたか？」

「い、いえ、こちらこそ声をあげてしまい申し訳ありません。いやだわ、驚いたからか拳が解ほどけない……」

　突とつ然ぜん声を掛けられたことで反射的に身構えてしまい、堅かたく握った拳が解けない。

　そうシルフィアが話せば、ライオネルが僅わずかに頰ほおをひきつらせつつ「それはすまない……」と謝罪してきた。声が上うわ擦ずっている。

　だがシルフィアはそんな彼の心境にも気付かず、再びミリーへと視線を向けた。相変わらず彼女はあちこちから声を掛けられ、愛あい想そよく返事をしている。

「ミリー様は魅力的な方ですね。一日にして人気者です」

「そうだな。もともと彼女は明るい性格だし、すぐに打ち解けられると思っていたよ」

「そうですね、この調子なら……。またクッキーを食べてますね」

「あれさえ無ければなぁ」

「今度は二枚重ねで！　ミリー様、いえ、ピギー様、二枚重ねはいけません！」

　これ以上は食べさせられないと慌あわててシルフィアがミリーのもとへと向かった。ドクターストップならぬシルフィアストップである。

　それにライオネルまで続けば、孤高の令嬢と公爵家子息の登場に、ミリーを囲んでいた者達がさっと道を譲ゆずった。輪の中央にいるのは、二枚重ねのチョコチップクッキーを持つミリー。

「シルフィア、ライオネル、ごきげんよう。どうしたの？」

「ミリー様、クッキーの食べ過ぎです。さすがに二枚重ねは見み逃のがせません」

　ミリーの手からさっとクッキーを奪うばい取り、シルフィアが咎とがめる。

　それに対して、ミリーは「そうだったわね……」と頰を染めつつ己の食しよく欲よくを恥はじた。レースのついた花柄のハンカチで手を拭ぬぐい、止めてくれたシルフィアに感謝を示す。

　その仕草や姿はなんとも愛らしい。ふっくらとした頰をほんのりと赤くさせて食べ過ぎてしまったと恥じる、これに嫌けん悪お感かんを抱く者はいないだろう。

　周囲も微笑ほほえましげに見つめ、ミリーが照れくさそうに笑うとつられて表情を緩ゆるめた。

　普ふ段だんは遠巻きにシルフィアを眺ながめている男子生徒達も、ミリーに関しては積極的なのか今は輪の中にいる。その中の一人が覚かく悟ごを決めたように「シルフィア、今度俺と……」と声を掛けてきた。

　珍めずらしく名を呼ばれ、シルフィアが答えるために振ふり返り……、

「シルフィア、ミリーに庭園を案内してやってくれないかな」

　横から割って入るや目の前に立つライオネルに、きょとんと目を丸くした。彼らしくない強ごう引いんさだ。

　先さき程ほど声を掛けてきた方は……とシルフィアが周囲を窺うかがうも、それらしき人物はいない。誰だれもがふいと視線をそらして乾かわいた笑いを浮かべるだけだ。

「今、どなたかに名前を呼ばれた気がしたんですが……」

「そうか？　それらしき男はいないけどな」

　ライオネルもまた周囲を見回す。──その際、周囲の男子生徒達がこぞって俯うつむいたことに生憎あいにくとシルフィアは気づかなかった──

　そうして彼が「気のせいじゃないか？」と結論付ければ、シルフィアは疑問を抱きつつも頷うなずくしかない。念のために誰にともなく「どなたか呼びました？」と尋たずねても返事もないのだ。

　ならばと気持ちを切り替かえ、ミリーへと向き直った。いったいどういうわけか彼女はライオネルを肘ひじで小こ突づいている。

「ミリー様、ぜひ学園の庭園を案内させてください。とても素す敵てきなところなんですよ」

「えぇ、お願いするわ」

　シルフィアが誘さそえば、ライオネルを小突いていたミリーも穏おだやかに笑って返す。

　そうしてシルフィアはスカートの裾すそを摘つまんで深く頭を下げ、「では失礼いたします」とその場を後にした。麗うるわしく品良く、そして相変わらず学園の一角とは思えない畏かしこまった挨あい拶さつだ。
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　あれほど堅かた苦くるしい別れの挨拶をされれば、残された者達は黙だまって見送るしかない。

　麗しい見た目にあった完かん璧ぺきな挨拶。だが学園内で交かわすにしては重く、深い溝みぞを感じさせる。

　所作が完璧だからこそ『別れ』を意識させ、追いかけることを許さないのだ。シルフィアの「失礼いたします」という淡たん々たんとした口調は、周りには「追いかけてこないでください」という無言の拒きよ絶ぜつにさえ聞こえる。

　誰もがシルフィアとミリーが去っていった先を見つめ、盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついた。ミリーという仲ちゆう介かいを得たと期待したが、相変わらず彼女は孤高の存在なのだ。

　……もっとも、

「飲み物でも持っていこうかな」

　と誰にともなく呟つぶやき、歩きだすライオネルだけは例外だ。

　ゆったりとした足取りは余よ裕ゆうを感じさせる。向かう先はもちろんシルフィアとミリーと同じ方向だ。

　ライオネルを見送る視線に羨せん望ぼうと嫉しつ妬との色が混ざり始める。だが誰一人として「自分も一いつ緒しよに」と声を掛けられずにいるのは、ライオネルが他ほかでもない公爵家子息だからである。

　普段はいかに気さくな好青年であっても、この一件だけは彼はけして譲らないと誰もが知っている。……知らないのはシルフィアだけ。

　そんな嫉妬にまみれた視線を背に、ライオネルは彼等にばれないよう口角を上げた。

「親しい者同士で、ゆっくりと、庭園を眺めながら雑談としゃれこもうか」

　さらなる追い打ちをかければ、小さく唸うなる声まで聞こえてくる。

　羨望と嫉妬。それをひしひしと感じつつ、ライオネルは誰にも見られていないのを良いことに、牽けん制せい成功と小さく舌を出した。
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　庭園には等とう間かん隔かくにテーブルセットが設けられている。

　お喋しやべりに花を咲さかせて友情を深めるも良し、恋こい人びと同士並んで座り将来を語り合うも良し。中には一人で物思いに耽ふける者もいる。用よう途とは様々だが、いつだって手入れのされた美しい景観が生徒を受け入れてくれる。

　そんな庭園の一角に、シルフィアはミリーと向かい合って座っていた。

「ミリー様に折り入ってお願いしたいことがございます」

　シルフィアの口調は重く、頼たのまれたミリーが問うように視線を向けてくる。

　彼女の視線を受け、シルフィアは昨夜ゆうべの母とのやりとりを──父が傾けい国こくの美青年であったことは伏ふせて──説明した。




　自分はあまりにも年とし頃ごろの令れい嬢じようらしさを欠いた生活をしていた。

　このままでは、御おん年とし六十歳の自由人ことドム・バトソンと婚こん約やくさせられてしまう。

　それを回かい避ひするために必要なのが……。




「令嬢力……？」

　ミリーがオウム返しで呟く。

　彼女の頭上にはこれでもかと疑ぎ問もん符ふが飛び交っているが、突とつ拍ぴよう子しもない話を聞かされ、そのうえ未知の単語で締しめられたのだから当然だ。

　おまけにその未知の力を教授してくれと乞こわれれば、疑問に疑問が重なり、まともな返答など出来るわけがない。

「令嬢力とは、社交界で生き抜ぬくのに必要な力。学力やマナーとは違ちがった、慎つつしみや恥じらい、愛あい嬌きようといったものです。すなわち愛される秘術」

「それが必要なのね。でもシルフィアは素敵な女性だもの、いまさら令嬢力を鍛きたえる必要なんて無いじゃない」

「いえ、それが……。ミリー様、『社交界ロワイヤル』を覚えていらっしゃいますか？」

　シルフィアが深刻な声こわ色いろで尋ねれば、ミリーが僅かに間を空けた後……、

「えぇ、少しだけど覚えているわ。あのとんでもないゲームよね」

　と、コロコロと笑った。

　おまけに、しばらく笑った後まさかと言いたげに「あのゲームをやっていたの？」と尋ねてくるではないか。ぐぅの音もでない。

　シルフィアが返答出来ずに黙り込んでいると、沈ちん黙もくを肯こう定ていと察したのか次し第だいにミリーも表情を強こわばらせていった。

「シルフィア……貴女あなた……」

「ミリー様、お手をお借りしてよろしいでしょうか……」

　シルフィアが尋ねれば、ミリーがそっと手を差し伸のべてきた。

　白い肌はだのもっちりとした手だ。白パン……と出かけた言葉を飲み込んで、シルフィアはミリーの手を取るとそっと己おのれの腹部に添そえた。

「シルフィア！　いったい何を……か、硬かたい！」

「ミリー様、私は長く勘かん違ちがいをしておりました。それはそれは、悲劇的な勘違いです……」

「まさかこの硬さは筋肉なの!?　シルフィア、貴女もしかして……！」

　シルフィアの言わんとしていることを察し始め、ミリーの声が震ふるえる。

　それどころか彼女のもっちりとした手まで震え始め、それがシルフィアの腹部に……逞たくましい腹筋に伝わってくる。勘違いのすえ鍛え上げてしまった日々の賜たま物ものだ。

　それとほぼ同時に「何をやってるんだ!?」という声が割って入ってきた。

　見れば、ライオネルが慌あわてた様子でこちらに歩いてくる。困こん惑わくした表情をしているのは『シルフィアがミリーに腹部を触さわらせている』という状じよう況きように理解が追いついていないからだろう。

　だがミリーもシルフィアも彼の驚きよう愕がくを気にしている場合ではない。

「私、この世界が『社交界ロワイヤル』だと勘違いしておりました。そしていずれライオネル様をこの拳こぶしで殴なぐり倒たおすため、日々鍛えていたんです……」

　鍛え上げた日々が体に染しみこみ、令嬢らしさなど欠片かけらもない。

　そうシルフィアが拳を握にぎりしめながら告げる。足早に歩み寄ってくるライオネルを見ると、どうしても拳を握ってしまうのだ。

「そうだったのね、シルフィア。割れてる……腹筋が割れてるわ……」

　凄すごい……とミリーが制服の上からシルフィアの腹筋を撫なでる。

　それに対してライオネルがあわあわと慌てたのち「学園内でそういう行こう為いは！」と止めに入ってきた。随ずい分ぶんと顔が真っ赤で、銀色の髪かみがよけいに赤を濃こく見せている。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ライオネル様。これはミリー様にお伝えしていただけです」

「伝える？　いったい何を伝えたんだ？」

「今までの私の辛つらく険しい日々。そしてそれが儚はかなく散った事実。胸に湧わく悲ひ愴そう感。そして私が立たされている窮きゆう地ち。ミリー様は私の腹筋に触ふれることで理解してくださいました」

「君の腹筋にはいったいどれだけの伝達能力があるんだ」

　わけが分からないとライオネルが唸る。

　それでも会話に加わる気はあるのか、自分もと席についた。用意した三人分の紅茶をテーブルに並べ、改めるように「それで」と話し出す。

「シルフィアの腹筋は置いておくとして、ミリーを瘦やせさせるにはどうすれば良いいかだよな。ミリー、そろそろシルフィアの腹筋から手を離はなそうか」

「そ、そうね。ライオネルの言うとおりだわ。でも最後にひと撫で……。硬い……」

「俺はゲームの記き憶おくとやらはさっぱりだが、ミリーが瘦せたいなら協力する。ところでシルフィア、その強く握った拳を解ほどいて、お茶でも飲もうじゃないか」

「そうですね。まぁ、手のひらに爪つめが食い込んであとが……」

　いやだわ、と己の手のひらを揉もみながらシルフィアが上品に誤ご魔ま化かす。

　そんな中、ミリーは気分を改めたのか「頑がん張ばりましょう！」と気合いを入れてシルフィアの手を握ってきた。

　自分だけではなくシルフィアも危機的状況にあると分かり、闘とう志しが燃え上がったのか。更さらにその状況を脱だつするには互たがいの協力が必要となれば、これはいわば運命共同体。

　熱意を込めて語るミリーの瞳ひとみには気合いが満ちている。

　シルフィアもまた、もちもちの白パン……もとい、彼女の手をぎゅっと握り返した。すごい弾だん力りよくだ。

「ミリー様、お互いの未来のため頑張りましょう」

　互いに鼓こ舞ぶし、最後に一度かたく握りあうとそっと手を放した。

　気合いも十分。シルフィアは心機一転するように深く息を吐はくと紅茶へと手を伸ばし……、

　そしてミリーはサクリとクッキーを食べた。

　相変わらず流れるような所作である。

　思わず一枚目を見み逃のがしてしまい、彼女が二枚目にいそいそと手を伸ばしたところでようやく気付いた。

「まぁ、ピギー様ってば、さっそくピギッていらっしゃる」

「すまない、シルフィア。今回はお茶ちや請うけを用意した俺の責任だ。だからどうかピギーの活用だけは許してやってくれ……」

　前ぜん途と多難ですねぇ、とシルフィアが上品に笑えば、ライオネルが幼おさな馴な染じみの食しよく欲よくを嘆なげいた。







　ミリーは隙すきあらばピギるものの、瘦せようという気合いはある。

　何をしようかとさっそく尋たずねてくる彼女に、シルフィアはしばし考え込んだ。──ちなみにクッキーはライオネルが責任をもって回収した。彼の鞄かばんにしまいこんだのだが、ミリーは時折チラチラとそちらを見ている──

「最初から激しい運動をすると体を痛めてしまう可能性があります。まずは軽い運動から始めて、体を動かすことに慣れていくのが良いでしょう」

「そうね。お手て柔やわらかにお願い」

「えぇ、お任せください。ではまずは学園の周りを三周ほど走りましょう。どこかで丸太を調達して担かつげれば良いいんですが」

「ストップ、シルフィア、ストップ！」

　待った！　とライオネルが声をあげる。

　それに対し、シルフィアはいったい何事かと彼を見た。ライオネルの頰ほおがひきつっている。

「いいかい、シルフィア、まったくもってお手柔らかじゃない」

「ご安心ください。学園の一生徒として、貴族の令嬢として、品のない担ぎ方は致いたしません。学園の手本となるような担ぎ方を致します」

「それを聞いて安心どころか不安が増すばかりだ。それに、学園の周りを丸太を担いで走ったらさすがに君でも注意されるぞ」

　ライオネルが溜ため息いき交じりに忠告してくる。

　それを聞き、シルフィアはふと考えこんだ。脳のう裏りに浮うかぶのは丸太を担ぐ弟ルーファスの姿。逞しさと愛らしさを兼かね備えた笑え顔がおで、軽々と丸太を担いで歩く可愛かわいい弟……。

　日に幾いく度どとなく見かける姿だ。むしろ丸太を担ぐ彼を見ない日は逆に心配になってしまうほどである。

（そもそも丸太を担ぐようになったのは、体を鍛きたえるためだったのよね。でも実際には体を鍛える必要はなかった。つまり……）

　考えを巡めぐらせ、シルフィアはチラとライオネルを見上げた。

「つかぬ事をお伺うかがいしますが、ライオネル様は丸太を」

「担いだことはない」

「今後の予定は」

「担ぐ予定もない」

　きっぱりとライオネルに断言されれば、さすがにシルフィアも食い下がることはできない。

　そういうものなのね……と理解しておく。

　それと同時に湧いてきた『なら庭に勝手に小屋を建てたい時はどうするのかしら』という疑問は飲み込んでおいた。もしかしたら、鍛える必要のない世界では家の庭に自力で勝手に小屋を建てたりはしないのかもしれない。これも悲しい勘違いが生んだずれだ。

　そんな新たな事実を胸に、シルフィアは改めるように「でしたら」と話を再開させた。

「学園内を散歩するのはいかがでしょうか。幼よう稚ち部や初等部の方まで歩けば、結構な距きよ離りになりますよ」

「そうね、散歩なら私でも無理なく出来るわ。これでも私、以前は毎日お兄様と屋や敷しきの周りを散歩していたのよ」

　シルフィアの提案に、ミリーが表情を明るくさせた。丸太を担ぐと聞いた時こそ慄おののいていたが、散歩となれば途と端たんに彼女の瞳が輝かがやき出す。

　次いで彼女は「それに……」とライオネルに視線を向けた。

　シルフィアが散歩を提案したのには二つ理由がある。

　一つは散歩ならば無理せず出来るからだ。お喋しやべりをしながら学園内を案内して回るとなれば、きっと楽しく過ごせるだろう。

　そして二つ目は……。

「俺とミリーが散歩をするイベント？」

　なんだそれ？　と怪け訝げんな表情を浮かべ、ライオネルが首を傾かしげた。




　ミリーとライオネルが学園を散歩する。それは乙女おとめゲーム『トキ恋』で発生するイベントの一つだ。

　転入したばかりで右も左もわからないミリーに、幼おさな馴な染じみのライオネルが学園内の案内を申し出る。その最中にミリーが転んで膝ひざを怪け我がしてしまい、ライオネルがおんぶをして医務室まで運んでくれる……というものだ。

　ゲーム開始直後に発生するイベント、なおかつ綺き麗れいなスチル付きとあり、ここでライオネルに落ちた女は数知れず。




　それを説明すれば、ライオネルが「おんぶ…」と呟つぶやいた。ゲームだのスチルだのは分からないが、それでも『ミリーが転んで自分が背負う』という流れは理解したのだろう。

　そうして確かく認にんするかのようにミリーへと視線を向ける。彼の表情が次し第だいに険しくなっていくのは、己おのれがミリーを運ぶ姿を想像しているからだろうか。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。多分出来ると思う……。でも途中で潰つぶれたらごめん」

「いいのよライオネル。無理はしないで、貴方あなたの腰こしが心配だわ」

　ゲームでのミリーは軽々と背負われていたが、あのミリーは細く小こ柄がらだ。もっちりもしていなければ横よこ幅はばもない。その差はミリー本人が誰だれより自覚しているはず。

　シルフィアもさすがにスチルまで再現するのは無理──ライオネルの腰が危ない──と判断し、「無理はしない方向で」と念を押した。強ごう引いんに乙女ゲームのイベントに倣ならい、それでライオネルが体を痛めたら元も子もない。

　だがそれに対して、ライオネルが「大丈夫だ！」と声をあげた。

「ミリーを背負うぐらいどうってことない！」

「そ、そうですか？」

「あぁ、確かに君の弟ルーファスに比べれば俺は細いかもしれない。というか彼と比ひ較かくされたら世の男は総じて細いだろうが、俺だって鍛えてるからな」

　妙みように意気込んだライオネルの訴うつたえに、シルフィアが気け圧おされつつコクコクと頷うなずいて返した。

　だが確かに、ライオネルは背せ丈たけもあり年相応どころか優すぐれた体つきをしている。──彼の逞たくましい成長はシルフィアの闘志を募つのらせ、トレーニングの日々に火をつけていたのだが、この場で言うべきではない──

「でしたら、もしもミリー様が転んでしまっても大丈夫ですね。ではそろそろ行きましょうか」

　何事もやる気のある内に行動すべきだ。

　そう考えてシルフィアが立ち上がれば、ライオネルもそれに続き……、

「出発前にちょっとクッキーを一枚……」

　とミリーが腹ごしらえをしようと言い出した。

　シルフィアが「ピギー様！」と彼女を窘たしなめたのは言うまでもない。




　学園内は生徒達が行き交かい、放課後であっても活気にあふれている。

　それでいて貴族の学園らしい格調高さもあり、生徒達も楽しそうにはしゃいではいるが優ゆう雅がな振ふる舞まいは忘れていない。

「ここの道を真っすぐにいくと初等部があります。右に行くと大きな講堂があり、よく外部の先生をお呼びして講義を開いて頂くんです」

「話には聞いていたけど、実際に見てみるとすごいのね……。私ずっとお兄様の療りよう養ようのためにこもっていたから、なんだか別世界に迷い込んだみたい」

　シルフィアの話を聞きつつ歩くミリーは随ずい分ぶんと楽しそうだ。きょろきょろと周囲を見回し、珍めずらしいものを見つけると瞳ひとみを輝かせる。純じゆん粋すいなミリーらしい反応は、案内をするこちらの胸まで弾はずませる。

　曰いわく、ミリーが今までこもっていた土地には娯ご楽らくは殆ほとんどなく、同年代の少年少女もいなかったらしい。唯ゆい一いつと言えるのがたまに遊びにくるライオネルだった。

　おかげでミリーはアドセン家に養女に入ってからというもの、一日の殆どを兄と過ごしていたという。

「ミリー様のお兄様ですか？」

「えぇ、ヘンリーっていうの。本当はお兄様も一いつ緒しよにこっちに来る予定だったんだけど、もう少し療りよう養ようが必要ってお医者様が仰おつしやっていて……。それでわざわざライオネルに私のことを頼たのんだのよ。心しん配ぱい性しようなんだから」

　まったく、とミリーが深く息を吐はく。兄の過保護さを思い出して唇くちびるを尖とがらせれば、ふっくらとした頰がむにっと山を作った。

　だがその表情は不満を訴えてはいるものの、嫌けん悪お感かんは一いつ切さいない。むしろ兄を自じ慢まんしたいようにも見えてくる。

　微笑ほほえましさに、シルフィアが思わず笑みを零こぼした。一喜一いち憂ゆうの分かりやすい彼女を見ていると、シルフィアの感情まで豊かになる。これもまた令れい嬢じよう力なのだろう。

（ヘンリー・アドセンという名前のキャラクターはゲーム内にはいなかったわ。そもそも、ミリー様に兄がいることすら描えがかれていなかったはず）

　つまりヘンリー・アドセンは乙女ゲーム『トキメキ恋学園』とは無関係だ。もちろん『社交界ロワイヤル』にも該がい当とうするキャラクターはいない。

　そんなミリーの兄はどんな人物か……とシルフィアは想像してみた。

　ミリーはもともとアドセン家の養女だ。ゆえに彼女とヘンリーに血の繫つながりはなく、表情がコロコロと変わり朗ほがらかな妹に対して、兄は物静かな青年だという。

「お話を聞く限りでは、ミリー様とはあまり似ていないようですね」

「そうだな。俺もヘンリーとは昔から親しくしているが、ミリーとは真逆とさえ言えるタイプだよ。だけどそれ以上にヘンリーは……」

　言いかけ、ライオネルが言葉を止めた。

　シルフィアがいったい何事かと彼を見上げれば、翡ひ翠すい色の瞳をふいとそらしてしまった。不自然に泳ぐ視線と眉み間けんに寄った皺しわが、言いにくいことがあると声に出さずに語っている。

　ヘンリー・アドセンに何か問題でもあるのか。それをシルフィアが問おうとするも、それより先にミリーが「お兄様はね」と話し出した。

　鞄かばんから何かを……包装された一口サイズのチョコレートを取り出しながら。

「お兄様は私にいつもお菓か子しをくださるの。これも今朝届いたのよ。それに紅茶用の砂糖と、パンに塗ぬる蜂はち蜜みつも送ってくださったわ」

　チョコレートを口に放ほうり込み、そのうえ更さらに二つ取り出してシルフィアとライオネルに渡わたしてくる。

　綺麗な包み紙を剝はがせば、コロンとチョコレートが転がり出てきた。砕くだいたナッツを交まぜたなんともおいしそうなチョコレートではないか。

　療養の地にあったミリーの部屋にはリボンを飾かざられた大きな箱があり、中にはこのチョコレートが大量に入っていたという。一日中食べても尽つきないほどで、そろそろ底が見える……となると、ヘンリーがどこからともなく調達してまた箱をいっぱいにしてくれていた。

　それもチョコレートだけではない。キャンディも、クッキーも、マフィンも。それどころか珍しい異国のお菓子でさえ、ヘンリーはミリーのためにと尽きることなく用意していたらしい。

　ミリーが嬉うれしそうに語り、また一つチョコレートを口に入れる。彼女の話を聞き、シルフィアの眉間に皺が寄った。

　それに気づいたライオネルが、はは……と乾かわいた笑いを浮うかべる。雑に頭を搔かくのは、シルフィアから冷ややかな空気を感じ取り誤ご魔ま化かすためか。

「ヘンリーはちょっと……いや、かなりミリーを甘やかしてるんだ。特に食事の時なんて、自分の食事を止めてミリーが食べているのを眺ながめてるくらいで、よく注意されてたよ」

「それほどに……。なるほど、ピギー様を生んだのはヘンリー様というわけですね」

　兄仕込みの食いしん坊ぼうとなれば、これは予想していたよりも根深いのかもしれない。

　現にミリーは家にある食べ物のことを考えてうっとりとしている。帰ったらさっそくマフィンを食べよう、蜂蜜をたっぷりかけて……と、聞いているだけで胸やけしかねない。

　そのうえ何かを見つけるとふらふらと歩いていってしまう。小動物のような愛らしさは、同時にちょこまかと動く小動物の危なっかしさでもある。となれば、小動物を餌え付づけしたいと考えるのも自然な流れなのか。

　なるほどこれは過保護になるのも仕方ない、とシルフィアはひとりごちて頷いた。

　もっとも、過保護になるのは理解できても、あれこれと食べさせるのは見過ごせない。

　どうにかしなくてはと考え、隣となりを歩くライオネルを見上げた。

「ライオネル様からヘンリー様に連れん絡らくをして、お菓子を送るのを止やめて頂くことは出来ませんでしょうか？」

「一応やってみるが、たぶん無理だと思うな。俺にミリーを託たくす時でさえ、二時間みっちり話し込んだくらいだ」

　当時を思い出したのか、ライオネルがうんざりだと言いたげに肩かたを落とす。

　元々ヘンリーもミリーと共にこちらに越こしてくるつもりだったが、直前で医者にストップをかけられた。結果、ミリーは父と共にこちらの屋や敷しきに移り、ヘンリーは母と療養の別べつ荘そうに残る……と、兄妹きようだいは離はなれ離れになってしまった。

　その際にヘンリーがミリーを託したのが、昔から親しくしていた幼おさな馴な染じみのライオネルだ。同い年で同じ学校に通う、勝手知ったる仲、これ以上の適任はいない。

　だが「妹を頼む」の一言で済みそうなところを、ヘンリーはライオネルを相手に「ミリーに邪よこしまな気持ちはないよな？」と二時間にわたり問い詰つめたという。

「ミリーの事は友人としか想おもっていない、託されるのも友人だから。邪な気持ちなんて一切ない。……と、何度も繰くり返させられたよ」

「それは大変でしたね」

「ヘンリーは妹可愛かわいさのあまり、俺がミリーに恋こい心ごころを抱いだいているんじゃないかと懸け念ねんしていたんだ。だから……」

　ふと言葉を止め、ライオネルがコホンと咳せき払ばらいをした。
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　次いでシルフィアへと向き直ってくる。翡翠色の瞳にじっと見つめられ、シルフィアは問うように彼の瞳を見つめて返した。

　自分の黒くろ髪かみ黒目と違ちがい、銀の髪に翡翠色の瞳を持つライオネルのなんと麗うるわしいことか。爽さわやかで凜り々りしく、太陽のように眩まばゆい。

「ライオネル様？」

「だから、俺にはちゃんと好きな人がいるとはっきり話して、納なつ得とくしてもらったんだ」

　少し上うわ擦ずった声でライオネルが断言する。

　見れば彼の頰ほおはわずかに赤くなっており、耐たえきれなくなったのか他所よそを向いてしまった。

「その……俺が好きなのは……」

「なるほど、ライオネル様にはお慕したいしている方がいらっしゃるのですね。私、てっきりミリー様と深い仲なのかと思っておりました」

「ヘンリーに刺さされるような誤解はよしてくれ。それに俺は、ずっと君のことが……！」

　勢いづいたようにライオネルが口を開き……、

　うわぁぁあん！

　と聞こえてきた子どもの泣きわめく声に、続く言葉を搔き消された。

　驚おどろいてシルフィアとライオネルが声のする方向を見れば、学園の制服をまとった小さな少女がうずくまっているではないか。周囲にいる子ども達もどうすべきかとおろおろしている。

　見み兼かねてシルフィアとライオネルが駆かけ寄れば、困こん惑わくしていた子ども達は大人が来たと安あん堵どの表情を浮かべた。見たところ周囲にいるのは初等部の、それも低学年の子どもたちだ。彼等からしてみれば高等部のシルフィアとライオネルは立派な『頼たよれる大人』なのだろう。

「膝ひざを怪け我がしてる……。転んじゃったのね」

　見れば少女の膝には擦すり傷があり血が滲にじんでいる。制服の半ズボンもところどころ土つち汚よごれが目立ち、シャツの袖そでまで汚れている。だいぶ派手に転んでしまったようだ。

　傷自体はたいしたものではないが、小さな子どもの細く頼りない膝についていると、なんとも痛々しい。

　すぐさまシルフィアはハンカチを取り出し、軽く血を拭ぬぐうと少女の膝に巻いてやった。白いハンカチにぽつぽつと血が染しみ、次し第だいに広がっていく。

「この制服は幼よう稚ち部のものですね。ですがここは初等部。迷い込んでしまったのかしら」

「周りの子達も事情は分からないようだな」

　ライオネルが周囲で見守っていた子ども達に事情を聞くが、皆みなあまり詳くわしくは分からないようだ。曰いわく、この少女はどこからともなく現れ、走ったかと思えば転んで泣いてしまった……と。分かるのはそれぐらい。

　どうしようかしら、とシルフィアが小さく呟つぶやき、少女の頭を撫なでてやった。だが相変わらず火がついたように泣きわめくだけで、どこから来たのか、どこへ行こうとしていたのか、それどころか名前すら言えそうにない。

（幼稚部に戻もどれば誰だれか事情を知っている人がいるかしら。でももし先生や友達と逸はぐれてしまっただけなら、遠くに連れて行くのはよけいに混乱を招くかもしれない。それに早く手当てもしてあげたい……。初等部の先生に事情をお話しして、幼稚部に連絡をしてもらうのがいいのかしら）

　何からすべきか分からない、誰かに連絡するべきだがここを離れて良いのかも分からない。そんなシルフィアの困惑がうつったのか、少女はより声をあげて泣いてしまう。それがまたシルフィアを焦あせらせる。

　だがそんなシルフィアと少女の間に、「いい加減に泣きやんだらどうだ」とライオネルの声が割って入ってきた。

　小さな子どもに、それも転んで泣きじゃくる子どもに対してとは思えない厳しい口調。次いで少女の前にしゃがむとその顔をのぞき込んだ。

「学園に通う者として、声をあげて泣きわめくなんて許されることじゃない」

「ライオネル様、こんな幼い子どもにそんな……」

「幼かろうと我が校に通う立派なレディだ。常に優ゆう雅がでなくては周囲に示しがつかない。だからほら、落ち着いて話をしようじゃないか」

　次第に諭さとすような声こわ色いろに変わるライオネルの言葉に、泣きじゃくっていた少女がひくと喉のどを震ふるわせつつ顔を上げた。

　まさかこの状じよう況きようで叱しかられるとは思わず、逆に驚いて泣きやんだようだ。大おお粒つぶの涙なみだを瞳ひとみにため、眉まゆ尻じりをさげてライオネルを見上げている。

　小さく呟かれた「レディ……」という言葉はまだ辿たど々たどしいが、貴族の学園に通う身として幼いながらに思うところはあるのか、洟はなをすすりつつも服についた土汚れを手で払はらい、しゃくりあげながら事情を話し出した。

　どうやら初等部に通う兄のところへ行こうとしていたらしい。だがその途と中ちゆうで迷子になり、慌あわてて走り出したところ転んでしまい今に至る。

　涙ながらの少女の訴うつたえを聞き、シルフィアはほっと安堵した。名前と事情が分かればあとは簡単だ。

　次いで恐おそる恐るライオネルの様子を窺うかがえば……。

「そうか、よく話してくれた。では素す敵てきなレディ、俺にエスコートさせてくれ」

　そう穏おだやかに微笑ほほえんで、少女に片手を差し出した。

　彼の銀の髪が風に揺ゆれる。翡ひ翠すい色の瞳は優やさしげに細められ、なんて温かな笑えみだろうか。

　まさに王子様といった彼の対応に、洟をすすっていた少女も表情を緩ゆるめてその手を取った。小さな手がきゅっとライオネルの手を摑つかむ。

　だが歩けるかとライオネルが尋たずねれば、再び泣きそうな顔でふるふると首を横に振ふった。足が痛いと小声で訴え俯うつむいてしまう。

「それなら俺が背負ってやろう。触ふれてもいいかな？」

　ライオネルが問えば、少女がコクリと頷うなずき促うながされるまま彼の背中に身を任せた。

　軽々と持ち上げられた瞬しゆん間かん、強こわばっていた少女の顔が和やわらぐ。助けを得たことで落ち着いたのだろう、どこから来たのかも今ではちゃんと話せている。シルフィアもほっと胸を撫でおろし、二人に並んで歩き出した。




　そうしてしばらく歩くと、少女が「お兄さま！」と声をあげた。

　見れば初等部の制服をまとった男子生徒が足早に歩いており、こちらに気付くと慌てて駆け寄ってきた。ライオネルが少女を降ろせば、彼女もまたすぐさま兄のもとへと走っていく。

　飛びつくと同時にコツンと頭を叩たたかれているのは、それほど心配させたという事だろう。だがすぐさま兄に抱だきしめられ、少女が嬉うれしそうにしがみつく。

　微笑ましい一件落着の光景に、シルフィアとライオネルが同時に安堵の息を吐ついた。

「あ、あの、妹を連れてきてくれて、ありがとうございます！」

　公こう爵しやく家子息のライオネルに畏い縮しゆくしつつそれでも礼を告げる兄に、彼にしがみついていた妹もそれに倣ならって「ありがとうございます」とお辞じ儀ぎをする。

　さすが兄妹きようだいだけありどことなく二人は雰ふん囲い気きが似ており、並んで同じ行動をとると微笑ましさに拍はく車しやが掛かかる。

「これが学園内だったから良かったが、外に出たらどうなっていたか。あまりお兄さんに心配を掛かけすぎないようにな」

　少女の頭を一撫でし、ライオネルが穏やかに笑う。

　その際の「あまり心配させすぎると過保護になる」というのは、アドセン家の兄妹の事を思い出しているのだろう。微び妙みようにうんざりした表情をしているあたり、二時間問い詰つめられた時の事を思い出しているに違いない。

　そんなライオネルの言葉に、頭を撫でられていた少女が「はい！」と元気よく返事をした。次いでぴたと兄にくっつくのは、もう離はなれないという意思表示か。

　思わずシルフィアも笑みをこぼし、仲良く並んで歩いていく兄妹の後ろ姿を見送った。時折振り返ってこちらに手を振ってくれる。

「騒さわぎにならなくて良かったですね」

「あぁ、そうだな。泣きわめいて話をしなかった時はどうしようかと思ったよ」

「ライオネル様が叱りつけた時は驚きました。ですが、とても優しくて、子どもの扱あつかいに長たけていらっしゃるのですね」

　泣きわめく子どもに厳しく言いつけた時こそどうなるかと思ったが、彼はうまく少女を落ち着かせ、話を聞き出すことにも成功した。そのうえ背負って兄のところまで連れて来てやったのだ。

　優しく面めん倒どう見みの良いライオネルらしい。

　考えてみれば、彼は過保護なヘンリーからミリーを任され、さらには彼女の悩なやみを聞いてシルフィアに繫つないでやったのだ。頼たのまれ事をされるのは根っからの性分と言うべきか。

　それを褒ほめるも、ライオネルはばつが悪そうに頭を搔かいた。

「俺だって誰に対してもってわけじゃない。ミリーの事だって、昔から彼女やヘンリーと親しくしていたから頼まれたんだ。……それに」

　チラとライオネルが横目に視線を向けてくる。

　物言いたげな彼の視線にシルフィアは首を傾かしげて返した。それに、いったい何なのだろうか。

　あと、何か忘れている気がする。

　大事な、それこそ今こんな事を話している場合ではない程の、何か大切な事を……。

「それに、ミリーの頼みを聞けばシルフィアともっと親しくなれると思って、俺は君と……」

「ミリー様！　ミリー様のことを忘れていました！」

　そういえば居ない！　とシルフィアが声を上げる。

　迷子を見つけてからあれやこれやと忙せわしなくして今に至るが、思い返せば途中からミリーが居なかった。迷子の対応をしている間も彼女と言葉を交かわした記き憶おくはない。

　これにはライオネルも僅わずかに目を丸くさせた後、はっと息をのむと慌てて周囲を見回した。

「そ、そういえば、いつからだ!?」

「いつからでしょうか……。ライオネル様、来た道を戻りましょう！」

　立ち止まって記憶をたどるよりまずは行動である。二人ほぼ同時に歩き出し、足早に来た道を戻っていく。

　ミリーは今日学園に来たばかり、右も左も分からない。だが流石さすがに幼稚部の幼子と違ちがい当てずっぽうで歩き回ったりはしないだろう。どこかで待っているか、もしかしたら高等部に戻っているかもしれない。

　来た道を戻れば、そう経たたないうちに見つかるはずだ。

　さほど心配する必要はない、むしろ落ち着いて行動すべき。……なのだが。

「ミリーを迷子にしたなんて、ヘンリーに知られたら何を言われるか」

「ヘンリー様はそれほど恐ろしい方なんですか？　それほど強く、たくましく、腕わん力りよくが……まさか必殺技を放つんですか!?」

「シルフィア、頼むから俺の分かる範はん囲い内で驚きよう愕がくしてくれ。そもそもヘンリーは俺より小こ柄がらで細くて、単純な力勝負となれば間違いなく俺が勝つ。……だがミリーに関してとなると」

　言い掛け、ライオネルが続く言葉を溜ため息いきに変えた。

　ヘンリーの妹溺でき愛あいはそれほどまでということなのだろう。それどころか身み震ぶるいし「この話はやめよう」と話を終しまいにしてしまった。最後にと付け加えられた「悪い奴やつじゃないんだけどな」というフォローはなんとも言えない哀あい愁しゆうを感じさせる。

　だが今はヘンリーについて詳くわしく聞いている場合ではない。ミリーを見つけるのが先だ。

（最後にミリー様の姿を見たのは……）

　いつだったか、とシルフィアが歩きながら記憶をたどる。

　あれは初等部に行く直前だろうか。思い返せばあの時もミリーからヘンリーの話を聞いており、彼女は実の兄の過保護さを話しつつチョコレートを堪たん能のうしていた。

　次いでライオネルがヘンリーについて話し出し、彼から二時間尋じん問もんを受けたと聞いたのだ。

　あの時ミリーは……。

「どこかへふらふらと歩いて行ってましたね。確かあの先は……食堂……？」

「食堂か。まずいな」

　ライオネルが眉まゆをひそめる。

　ミリーが食堂に吸い寄せられていった。それだけで何が起こっているのかを察したのだろう。シルフィアも嫌いやな予感を覚え、自然と二人の足が速くなっていく。

　見み目め麗うるわしい男女が二人、険しい表情をしながら足早に学園内を歩く。

　この光景に誰だれもが何事かと視線を向けるが、声を掛ける事もできずに見送った。




　そうしてたどり着いた食堂には、案の定ミリーの姿があった。

　それも美味おいしそうにケーキを堪たん能のうしているという、なんとも予想通りの光景である。むしろ彼女の横に空いた皿が三枚置かれているあたり、予想通りどころか予想を超こえている。

　シルフィアが「ミリ……ピギー様」と呼べば、彼女は一口また一口と食べ進めていた手をピタと止めてこちらを向いた。小動物のような大きな瞳ひとみがより見開かれる。

「シルフィア、ライオネル……！　こ、これは違うの、これは……期間限定で、今日までって書いてあったから！　つい魔まが差して……！」

　まるで不ふ貞ていでも見つかったような慌あわてようでミリーが弁明をはかる。

　必死な訴うつたえに、シルフィアは遠くを見つめるように目を細め、そっと胸むな元もとで両手を組んだ。

「ピギー様、ピギー様、どうかお帰りください。ミリー様に体をお返しください」

「シルフィア、呆あきれるのは分かるが悪あく霊りよう扱あつかいしないでやってくれ」

　溜息交じりにライオネルに宥なだめられ、シルフィアは小さく「塩を……」と呟つぶやいた。

　塩が欲しい。

　もちろん撒まいてピギー様を追い払はらうためである。
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　ミリーには瘦やせる気はある。一応、と付け加えた方が良いのかもしれないが、当人は【勘かん当どうエンド】を回かい避ひするために瘦せなければと思っている。

　だがいくら思ったところで食しよく欲よくが減退するわけではない。とりわけ今までは兄に与あたえられるまま無制限に食べてきたのだ、『今日から我が慢まん！』というのも厳しいのだろう。

　彼女が転入してきて早一月が経過しているが、体重や体形に変化はなく、さり気なくクッキーを食べる動きだけが洗練されていく。

「ミリー様が食欲に負けてピギらないためにはどうすれば良いいのかしら」

　何か良い方法は無いかとシルフィアが考えを巡めぐらせる。

　……マードレイ家の庭に設けた、懸けん垂すい用の器具にぶら下がりながら。

「ひとの事を言えない！」

　思わず声をあげ、両手を放して地面に下りる。そのまま頽くずおれると共に己おのれを抱きしめた。無意識に幾いく度どか懸垂をしており、腕うでには心地ここちよい疲ひ労ろうがたまっている。

　無意識とはかくも恐おそろしいものなのだろうか。もしも自分と同じようにミリーも無意識に食べ物に吸い寄せられているのなら、これほど根深く難解な問題はない。

　前ぜん途と多難すぎる……とシルフィアが項うな垂だれていると、ふと頭上に影かげが掛かかった。

　見上げれば筋骨隆りゆう々りゆうの青年。ルーファスである。今日も今日とて丸太を担かつぎ、厚く逞たくましい胸板を押さえるベストのボタンは今にも弾はじけ飛びそうなほどだ。

「姉さん、どうしたの？　具合でも悪い？」

「ルーファス、可愛かわいいルー。心配しないで、ちょっと悩んでいただけよ。ところで庭の小屋はどう？」

「順調だよ。でも父様に見つかりそうなんだ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。お父様は時々そわそわしながら『ルーが私に内ない緒しよで何かをしているみたいだけど、完成はいつなんだ？』って私に聞いてくるから。あれはもう気付いているし、気付いたうえで楽しみにしているわ」

　建設を続けて、とルーファスに告げれば、屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべた。

　輝かがやかんばかりの笑顔、たくましく弾けそうな肉体、そして項垂れる姉を気き遣づかう優やさしさ。相変わらずナイスガイだ。

　そのうえルーファスは自分の問題が解決すると、今度はシルフィアを心配しはじめた。悩みを打ち明けてくれと優しく促うながしてくる。なんという天使だろうか。

「可愛いルー、姉の抱かかえている問題は複雑なの……」

「姉さん、僕は姉さんが心配だよ。どうしたら元気な姉さんに戻もどってくれる？」

「弟が天使……！　ありがとうルー、その言葉だけで姉さんは丸太を担いで庭を二周できるわ」

　だから大丈夫、とシルフィアがルーファスを宥める。

　だがほかでもない弟には無理をしているのがお見通しなのか、ルーファスはそれでもと食い下がってきた。「二周なんて、いつもの姉さんなら四周はするのに」という言葉に、核かく心しんを突つかれたシルフィアの胸が痛む。

　なんて優しく、そして細かな変化に気付く弟だろうか。

「そうね、ルー。姉さん噓うそをついていたわ。でもこの問題は複雑で、話しようがないの」

「そうなんだ……。それなら、僕が良いことを教えてあげるよ！　だから立ち上がって！」

　ルーファスの明るい声を聞き、シルフィアがゆっくりと立ち上がる。

　確かに、自宅の庭とはいえいつまでも項垂れていてはメイドや給きゆう仕じ達に示しがつかない。──ここにライオネルが居れば「器具にぶら下がっていても示しがつかないと思うが」とでも言っただろうが──

　そう考え、気持ちを新たにルーファスに向き直った。

　心配してくれている可愛い弟を前に、いつまでも俯うつむいているわけにはいかない。

「優しいルー。いったい何を教えてくれるの？」

「とっておきの情報さ。健康な体を作るには、鶏とりのササミを食べると良いんだよ！」

　満面の笑みでルーファスが告げる。

　相変わらず眩まぶしく、逞しく、優しい。そのうえ博識。おもわず「完かん璧ぺき……！」とシルフィアが小さく呟いた。弟からの素す晴ばらしいアドバイスに胸が満たされる。

「ルーの言うとおりね、鶏のササミを食べれば解決……。そうだわ、何も無理に食事を我慢しなくても良いのよね」

「姉さん？」

「ありがとう、ルー！　さすが私の可愛い弟だわ！」

　名案が浮かんだ喜びでぎゅっと弟に抱だきつく。──なんて硬かたく逞しい肉体だろうか──

　そうして善は急げと駆かけ出し……はせず、上品に小走り気味に屋や敷しきへと戻っていった。もちろん喜びのあまり固く握にぎりしめていた拳こぶしを開くのも忘れない。

　こういう細かなところから令れい嬢じよう力が身につくのだ。……たぶん。
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　それから数日、シルフィアは帰宅するとすぐさま厨ちゆう房ぼうに向かうようになった。

　時には学園の図書館から本を借りて、厨房のテーブルにあれこれと広げて読み漁あさり、時にはシェフと顔を突き合わせああでもないこうでもないと夜中まで討論を繰くり広げる。

　もちろんミリーとの散歩は欠かしていない。だが彼女は隙すきあらばお菓か子しを食べるのだ。その流れるような自然な動きといったらなく、シルフィアでさえ見み逃のがしてしまうほどである。

　幾度「ピギー様、ピギー様、どうかおかえりください」と塩をまいただろうか。もはやライオネルも止めてこない。

　呆れてしまうほどに、そしてシルフィアでさえ翻ほん弄ろうされるほどにミリーは食いしん坊ぼうということだ。一朝一いつ夕せきでどうにかなるものではない。

（私が今朝もダンベルを片手に身み支じ度たくをしてしまったように、ミリー様の体にも食べることが習慣づいてしまっている。いっそ食事を止めるより、こちらで先手を打てばいいのよ！）

　これこそまさに、ルーファスの鶏のササミ発言から閃ひらめいた名案である。

　そもそもミリーは今までもっちりするほど自由に食べてきたのだ。突とつ然ぜん厳しく制限してもストレスになりかねない。仮に厳しい食事制限の末に瘦せたとしても、無理が祟たたれば反動を受ける可能性だってある。

　ならば彼女の食欲を肯こう定ていしたうえで、食事をコントロールすればいいのだ。







「ですので、これからは食事の管理をいたしましょう。無理に我慢するのではなく、太りにくい食事を心がけて健康的に瘦せるんです」

　シルフィアが提案すれば、話を聞いたミリーとライオネルがなるほどと頷うなずいた。

　場所は学園の一角。二人に声を掛け、事情を説明し、そうして今夜にでもさっそくマードレイ家に来てくれと誘さそったのだ。

　数日かけて開発した減量用メニューのお披ひ露ろ目めである。

「メニューは私とシェフが考えました。僭せん越えつながら、私も調理を手伝う予定です」

　自分が徹てつ底てい管理するから任せてくれ。そうシルフィアが告げる。

　それに対して、ライオネルがポツリと、

「つまり、シルフィアの手料理か」

　と呟つぶやいた。シルフィアが頷いて返す。

　次の瞬しゆん間かん、周囲が一瞬にしてざわつきだした。シルフィアが驚おどろいて周囲を見回せば、遠巻きに見つめてくるいつもの外野達。今の会話を聞いたのか「手料理……」と囁ささやき合っている。

　彼らの瞳ひとみが妙みようにぎらついているのはどういうわけか。

（男だん爵しやく家とはいえ貴族の令嬢が料理をすることに驚いているのかしら。でも、料理やお菓子づくりを嗜たしなむ令嬢は珍めずらしくないはずだけど）

　いったいこの妙な視線は何なのか。

　だが疑問を抱いて尋たずねに行こうとするも、それより先にライオネルが「それはすごいな」と上じよう機き嫌げんで告げてきた。

「料理をするなんて、シルフィアは器用なんだな」

「そんな、殆ほとんどシェフ任せです。ですが誠意を持って振ふる舞まわせて頂きます」

　だからぜひ来てくれとシルフィアが二人を見つめる。

　これもまたシルフィアの計画の一いつ端たんである。ミリーは食事改善で瘦やせ、そしてシルフィアには『料理とお菓子作り』という年とし頃ごろの令嬢らしい趣味が加わるのだ。

　なんて素晴らしい計画なのかしら、とシルフィアが己おのれを誇ほこれば、それを肯定するように「もちろん！」と声があがった。期待をこれでもかと込めたような明るい声。

　ミリー……ではなく、ライオネルだ。彼は翡ひ翠すい色の瞳を輝かせ、それだけでは足りないとグイとシルフィアに近づいてきた。

「是ぜ非ひおじゃまさせてもらおう。シルフィアの手料理、とても楽しみだ」

「そ、そうですか……。それほど楽しみにして頂けるのなら、作りがいがあります」

　ライオネルの勢いに若じやつ干かん押されつつ、シルフィアは微笑ほほえんで返した。

　ダイエットという目的があるとはいえ、これほどまでに喜んでくれるのは純じゆん粋すいに嬉うれしくなる。

　それに……。

「私、家に友人を招くのは初めてなんです」

　そうシルフィアがはにかんで告げた。




　乙女おとめゲームの記き憶おくを思い出すまで、いずれくる戦いの事ばかり考えていた。恋こい人びとはおろか友人も作らず、当然だが自ら家に知人を招くこともなかった。

　ルーファスが友人を招いて楽しそうにしているのを幾いく度どとなく眺ながめ、母が知人と茶会で盛り上がる声を自室で聞いていた。恐おそろしいほどの童顔で一時は国を滅ほろぼしかけていたという父だって、同年代の友人を家に招いて食事を振る舞う事も多々あった。──端はたから見ると一人の美青年を父親程ほどの年ねん齢れいの男達が囲む奇き妙みような光景だったが──

　それを横目で眺め、縁えんのない世界だと自分に言い聞かせていた。

　いずれ社交界ロワイヤル制度が制定されれば、自分は他家の者達と戦わねばならない。親しくすればするほど戦うのが辛つらくなる。そう考え、周囲と距きよ離りをとってきたのだ。

　だがその全すべてが勘かん違ちがいだった。

　改めて振り返れば、費ついやした時間は惜おしくもある。

　それでも、勘違いに気付いてすぐ二人も友人を家に招けるのだから自分は恵めぐまれている。一からのスタートだが、なんとも幸さい先さきの良いスタートではないか。

　シルフィアは気き恥はずかしさに思わず視線を落とした。表情が緩ゆるんでしまう。

「ミリー様のダイエットの為ためとは分かっていますが……。なんだか嬉しくて、楽しみです」

　胸の内をくすぐられたような何とも言えない心地好よさ。自然と口角が上がってしまう。

　ミリーを見れば彼女もまた嬉しそうに微笑んでおり、ライオネルはと言えば、はにかむシルフィアをじっと見つめ……、

「……好きだ」

　と、熱に浮うかされたように呟いた。

　これにはシルフィアも目を丸くする。

「ライオネル様？」

「えっ、あ、いや……これは……！」

　我われに返るや途と端たんにライオネルの顔が真っ赤に染まる。

　あたふたと慌あわてだし、要領を得ない言葉を続け、その果てに再びシルフィアを見つめてきた。翡翠色の彼の瞳は、決意を宿したように力強い。

「シルフィア、今の言葉は……！」

「ライオネル様は、もてなしを受けるのが好きなんですね」

「……なるほどそうきたか」

　決意を宿したライオネルの瞳が、一瞬にして輝かがやきを失う。

　その変化に気付き、シルフィアは彼を見上げたまま首を傾かしげた。失言でもあっただろうか。

「ライオネル様、どうなさいました？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。今は外野も多いしそういう事にしておこう。それじゃシルフィア、後でミリーと一いつ緒しよにお邪じや魔まさせてもらうよ」

　ライオネルの言葉に、シルフィアも歓かん迎げいの言葉を返す。

　次いでクスと笑えみを零こぼし、こらえ切れず緩む口元を手で隠かくした。先程からシルフィアの表情は緩みっぱなしだ。

「シルフィア、どうした？」

「なんだか、以前のようだと思いまして」

「以前の？」

「最初にライオネル様がミリー様を連れて我が家にいらした時の事です。あの時も、ライオネル様は『お邪魔させてもらうよ』と仰おつしやっていましたね」

　懐なつかしい、とシルフィアが微笑んだ。

　あれから一月程度しか経たっていない。だが今まで友人も作らずトレーニングに励はげんでいたシルフィアにとっては激動の日々だ。一日の濃のう度どが違う。

「では、私は先に失礼致いたします。楽しみにしていてくださいね」

　また後で、と一言残し、シルフィアはその場を後にした。
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　残されたのはライオネルとミリー、そして相変わらず遠巻きに見てくる外野達。

「残念だったわね、ライオネル……」

　とは、ポンと彼の肩かたを叩たたくミリー。その手が肉厚なためポンと叩くというよりもちっと乗せたという方が正しい気がするが、今は些さ細さいなことである。

　彼女の慰なぐさめに、シルフィアが去っていった先を見つめていたライオネルが溜ため息いきを吐ついた。落らく胆たんと、それでいて若干の慣れを感じさせる溜息だ。

　だが顔を上げる彼の表情を見て、おやとミリーは首を傾げた。玉ぎよく砕さいしたばかりだというのに翡翠色の瞳は輝いている。

「玉砕なんて今いま更さらすぎて落ち込むほどのものじゃない。それに今のは咄とつ嗟さに言ってしまっただけだ。さすがに俺も焦あせったよ」

「そうね、私もどうなるかと思ったわ」

「外野もいるし、今回はシルフィアが勘違いしてくれて助かったかもな。それより、さっきのシルフィアの挨あい拶さつを見たか？」

　嬉しそうにライオネルが話す。

　彼の言う『さっきのシルフィアの挨拶』とは、「また後で」と簡単な言葉を告げて去るだけのものだ。

　これがパーティーやきちんとした場ならば無礼になるが、学園の一角で友人同士が交かわすなら十分な挨拶だろう。とりたてて話題にするほどのものでもない。ミリーだって、ライオネルやシルフィアといった親しい者相手には先程のような軽い挨拶で済ませる。

　だというのに、いったい何がそこまで嬉しいのか。そうミリーが尋ねるも、ライオネルは上機嫌で表情を綻ほころばせるだけだ。翡翠色の瞳ひとみが細められる。

「そうだな、あれは友人と交わす挨拶だ」
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「それがどうしたの？」

「なんでもない。それじゃミリー、マードレイ家にお邪魔するための手て土産みやげでも買いに行こうか。友人の家には、何を持っていけばいいかな」

　尋ねてくるライオネルの声は随ずい分ぶんと嬉しそうで、妙みようにはっきりとした口調でもある。とりわけ『友人』という単語に至っては、強調しているかのような大おお袈げ裟さな口調。ミリーを見てはいるものの、他ほかの者達に宣言しているかのようだ。

　なんとも分かりやすい牽けん制せいと勝利宣言ではないか。嬉しそうに笑うライオネルと、そして歯がゆそうな表情を浮うかべる周囲を交こう互ごに見て、ミリーは盛せい大だいに肩を竦すくめた。
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　公こう爵しやく家の嫡ちやく男なんライオネルの訪問。それに彼が連れてくるのも公爵家の令れい嬢じよう。

　となれば、マードレイ家が騒そう然ぜんとしないわけがない。事前にシルフィアが伝えておいたというのに、皆みなが揃そろって落ち着きをなくす。メイドは磨みがき残しは無いかと屋や敷しきを駆かけ回り、御ぎよ者しやは馬車を停とめる場所を幾度となく確かく認にんし、しつこいくらいに掃そう除じをする。

　中でもひどいのが、

「それで、どの部屋で押し倒たおすの？」

　と聞いてくるクレアである。瞳は期待で輝いており、話の内容さえ聞こえなければ美しい婦人である。

　だがクレアの言葉はシルフィアの耳に届き、思わず眉み間けんに皺しわを寄せて小さく唸うなりをあげた。

「お母様、身分ある女性が口にして良いい言葉じゃないわ。それにミリー様もいらっしゃるのよ」

「ライバルも呼んだのね。一日で打ち倒して押し倒すなんて、やるじゃないシルフィア」

「友人を呼んで食事会よ！」

　いくら咎とがめてもクレアが発言を省かえりみる様子は無く、シルフィアが思わず声を荒あららげた。

　これ以上は話していても無む駄だだ。実の母親ながら参ってしまうくらいに話が通じない。

　かくなるうえは……！　と、シルフィアは通路の先へと視線を向けた。スゥと息を吸い込む。

「お父様！　お母様がドレスの仕立てのことでお父様に意見を聞きたいんですって！　お父様、お母様が呼んでるわ！」

　誰だれもいない通路に向けて声をあげる。

　次いで待つこと数分……。

「クレアさん、クレアさーん！　呼んだー!?　僕はここだよー！」

　パタパタと走りながら現れたのはエリオットである。相変わらず顔が良く、愛する妻に呼ばれているからか普ふ段だんよりも輝いている。

　そんなエリオットの登場に、先さき程ほどまで物ぶつ騒そうなことを言ってシルフィアを怒おこらせていたクレアはと言えば、

「顔が良い……！」

　と、夫の顔の良さに感動していた。

　普段は麗うるわしく気品漂ただよう顔も今はこみ上げる気持ちを耐たえきれず歓かん喜きも露あらわで、声も胸の内を絞しぼり出したかのように震ふるえている。今すぐに感かん涙るいしかねないほどで、実の母親の見たくない一面である。

　だがまんまとうまくいったのだから口を挟はさむべきではない。そう考え、シルフィアは静かに、冷めた目で、娘むすめのことも来客のことも一いつ瞬しゆんにして忘れて二人の世界に突とつ入にゆうする両親を見送った。

（私もルーファスを見るときに同じような状態なのかしら……。気をつけないと）

　と心の中で己おのれを省みつつ。







　最初にライオネルとミリーを迎むかえたのは、ちょうど通りかかったルーファスである。今日も相変わらず丸太を抱かかえていたのだが、もちろん対応の際には降ろす。いくら筋骨隆りゆう々りゆうなルーファスとはいえ、男爵家子息としてのマナーはわきまえている。

　来客を知らされてすぐさま迎えに出たシルフィアが彼に礼を告げ、丸太を担かつぎなおして去っていく背中を見送った。逞たくましく頼たよりがいのある背中だ。

　もっとも、微笑ほほえましげに見送るのはシルフィアだけである。ミリーは「弟も鍛きたえてしまったのね」と事態を察し、ライオネルはシルフィアとルーファスを交互に見ている。

「シルフィア、念のために聞きたいんだが、マードレイ家には『丸太を担げない男は半人前』なんていうしきたりは無いよな？」

「まぁ、ライオネル様ってばご冗じよう談だんを。丸太を担ぐのは私とルーファスだけです。お父様なんて、三度挑ちよう戦せんして四度潰つぶされてますから」

「そうなのか、よかった。……なんでエリオット殿どのは一回多く潰されてるんだ？」

「叔父おじがチャレンジした際に巻き添ぞえで」

　あれは大変でした、とシルフィアが過去を懐なつかしむ。

　だがすぐさま「立ち話もこれぐらいで」と話を切り上げ、二人を屋敷へと案内した。

　ちなみに、二階の窓からクレアがこちらを見下ろし妙なハンドサインをしてくるが、すべて無視しておく。たぶん打ち倒せだの押し倒せだのと言っているのだろうが、視界に納めるだけで鍛えあげた心と体が汚けがれそうだ。




　そうして二人を客室へと案内する。

　既すでに食事は並べており準備は万ばん全ぜん。用意したメニューはどれもミリーの体を気き遣づかったものである。

　といっても病人食のように少量ではなく、おかわりを想定して量もしっかりと用意した。味付けも濃こすぎず薄うすすぎずである。

　一見すると通常の食事、むしろ種類が多いくらいだ。

　だがテーブルに並ぶ料理は野菜を中心としており、肉がメインの料理も極力油を使わず、出来るだけ肉に似た食感の代だい替たい食品を使用している。といっても肉がまったく無いのも体に悪く、ここのバランスを計算するのに苦労した。

　デザートも同様に、野菜を使ったクッキーや、極力砂糖を使わないものを揃えている。

「レシピもご用意しました。珍めずらしい食材は使っていないのでアドセン家のシェフでも作れるはずです」

「ありがとう、シルフィア。こんなに立派な料理……」

　シルフィアが一通りメニューを説明すれば、ミリーが瞳を輝かがやかせてそれを聞く。

　曰いわく、食事管理に同意こそしたものの、過か酷こくな食生活を強しいられるのではないかと不安だったという。すべては勘かん当どうエンドを避さけるため……とはいえ、やはり食はミリーにとっての大事な要素なのだ。

　だがいざ覚かく悟ごを決めてマードレイ家に来てみれば、豪ごう華かな食事が待っているではないか。野菜や代替食品を多用しているとはいえ、それらもミリーにとっては好物なのだ。

「私のために考えてくれたのね。嬉うれしくて抱だきしめたいけど、まずは食べてからでいいかしら」

　感謝しつつも空腹を訴うつたえるミリーは何とも彼女らしい。

　思わずシルフィアもつられて笑い、自分もと席についた。

　ミリーは相変わらず瞳を輝かせて料理を見つめ、隣となりに座るライオネルも感心したようにテーブルの上を眺ながめている。時には二人で「これは？」だの「考えたなぁ」だのと話し、手て渡わたしたレシピと料理を見比べている。

　二人の様子に『会食』といった畏かしこまった様子はない。

　仮にこれが公爵家と男爵家の交流や会食であったなら、彼等はそれ相応の対応をしていただろう。来らい賓ひんとして畏まった正装を纏まとい、背筋を正して席につく。シルフィアの話を聞き終えると、格式ばった感謝と賛辞の常じよう套とう句くを口にしたはずだ。

　とりわけ、ライオネルは社交界では誰もが見み惚ほれるほどの優ゆう雅がな所作を見せる男である。今みたいに物珍しそうに料理を眺めたりなどするわけがない。

　だが今は違ちがう。これが『友人だけの食事会』だからこそ、ライオネルもミリーも彼等らしく席についている。

　そう考えればなんともくすぐったく、自然とシルフィアの表情も緩ゆるまる。

「では、どうぞ召めし上がってください」

　シルフィアが声を掛かければ、ミリーとライオネルがさっそくと銀食器に手を伸のばした。

　友人との楽しい食事会の始まりである。




「シルフィア、心なしかフォークが妙みように重い気がするんだが」

「ご安心ください。偏かたよりが無いよう、ナイフもスプーンもすべて重く作らせております」

「それを聞いてどう安心しろと！」

　そんな会話が交かわされ、途と中ちゆうで幾いく度どかライオネルが腕うでをつらせて呻うめいていたが、楽しい食事会である。







　そんな食事会を過ごした夜、シルフィアはひとり部屋で寛くつろいでいた。

　食事会の事を思い出すと自然と笑えみが零こぼれてしまう。穏おだやかで楽しく、充じゆう実じつした時間だった。

（これが友人と過ごすということなのね……）

　また次も機会があれば、と考え、シルフィアはそろそろ寝ねようと準備に取り掛かり……、

　ダンベルに手を伸ばしかけていたことに気付き、はっと息を吞のんで手をひっこめた。

　危なかった。つい習慣で寝る前の軽いトレーニングを行ってしまうところだった。──適度な運動は体を温め、なおかつ疲ひ労ろう感かんが心地ここち好よい眠ねむりを誘さそってくれるのだ──

「令れい嬢じよう力を極きわめし者は、眠る前にダンベルと戯たわむれたりなんかしないわね。それなら、お父様を真似まねてホットミルクでも飲んでみようかしら」

　疲労感は得られないが、体も温まってぐっすりと眠れるだろう。

　そう考え、厨ちゆう房ぼうに行こうかと部屋を出ようとする。だがまるでそれを狙ねらっていたかのようなタイミングで扉とびらをノックされた。

　いったい誰かと窺うかがいつつ開ければ、クレアの姿。

「お母様、どうしたの？」

「よかった、まだ起きていたのね。今日の進しん捗ちよくを聞こうと思ったの」

「そう。おやすみ」

　話すことは無いわとシルフィアが扉を閉めようとすれば、冗談は通じないと判断したのかクレアが「噓うそよ、手紙よ」と慌あわてて一通の手紙を差し出してきた。

　それを受け取り、とりあえず手紙を届けてくれたことには感謝を示しておく。もちろん「でも、進展があれば話してくれてもいいのよ？」という言葉は無視しておくが。

「手紙って誰だれから……ドム様!?」

　差出人の名前を見て、シルフィアがぎょっとして声を上げる。

　次いで慌てて封ふうを開ければ、クレアがコロコロと笑った。

「シェフに話して、シルフィアが焼いたお菓か子しを横流ししてもらったの。ドム様に届けておいたわ」

「お母様、勝手なことをしないで！」

「あら、勝手なことだなんて。娘むすめの婚こん約やく者候補に対して当然の行こう為いよ。それに婚約者候補からの手紙を読んで眠りにつくなんて幸せじゃない」

　上品に、かつ楽しそうに笑い、クレアが「おやすみシルフィア、良いい夢を」と一言残して去っていく。

　その背中をシルフィアはこれでもかと睨にらみつけ、唸うなるような低い声で「おやすみ」と告げた。さすがに「良い夢を」とは言えない。ちょっとぐらい悪夢を見て魘うなされるべきだ。

　そうしてベッドの上に腰こし掛かけ、恐おそる恐る便びん箋せんを取り出した。

　異国の便箋だろうか。変わった柄がらが描えがかれた便箋には、達筆な文字で……、

【親愛なる恋こい人びと　シルフィア。

　美味おいしい手料理をありがとう。共に食べる日が来ることを願っている。　ドム・バトソン】

　と書かれていた。

　シルフィアは悲鳴を上げ、手紙を机の上に放ほうり投げ……それだけでは足りないと、上にダンベルを載のせて封ふう印いんした。
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「アドセン家のパーティーですか？」

　シルフィアが聞き返せば、正面に座っていたミリーが嬉しそうに微笑ほほえんで頷うなずいた。

　場所は庭園の一角。放課後の談だん笑しようタイムである。──隙すきあらばクッキーを食べようとするピギーとの攻こう防ぼうタイムともいえる──

　そんな中、近々アドセン家でパーティーを開くとミリーが話し、そしてシルフィアを是ぜ非ひ来てくれと誘ってきたのだ。

　この話にシルフィアが尋たずね返してしまったのは、今までパーティーに誘われる時はきまって格式ばった招待状が届いていたからである。

　質の良い招待状には畏まった挨あい拶さつとパーティーのお誘い。こちらはマナーに沿った返事をし、当日を迎むかえる……。これが常であった。お茶の合間に「パーティーを開くから是非来て」なんて誘いは初めてである。

　どう返せば良いのか分からずシルフィアが深く頭を下げて感謝を告げれば、それに対して返ってきたのは、不満そうなミリーの「硬かたいわ」という指し摘てきだった。

「こういう時はかしこまったお礼の前に喜ぶものよ。少しはしゃぐくらいが良いわ」

「そういうものですか？　ですが公こう爵しやく家のパーティーに招待されてはしゃぐなんて……」

「私は親友のシルフィアを誘ったの。ほら私の手を取って、嬉しそうにして」

　さぁとミリーが両手を差し出してくる。

　相変わらず白くもっちりとした手だ。促うながされるままにシルフィアが彼女の手を取れば、すべやかでひんやりとしている。

　ふわりと花の香かおりがするのは香こう水すいだろうか──これが甘い香りだったら、隠かくしお菓子を探すための身体検査に移るところだった──腕にはレースを幾いく重えにも重ねたブレスレットが巻かれており、白い肌はだによく似合っている。

　まるでミリー自身が一輪の花のようではないか。儚はかなげな花とは言い難がたいが、陽ひの光を浴び愛されて育つ、そんな目ま映ばゆい花だ。

　この明るさもまた令嬢力……。

　そう考え、シルフィアは握にぎった手に少しだけ力を入れて、試ためしにと上下に振ふってみた。もちもちとミリーの手を揉もみ、数度振り、またもちもちと揉み……と繰くり返してみる。

「ちょっと儀ぎ式しきめいてるけど、はしゃいでる気持ちは少し伝わってきたわ。あと一声、もう少しだけ気分を高められない？」

「でしたらはしゃいで飛び跳はねた方がよろしいでしょうか。跳ちよう躍やく力にはあまり自信がないんですが、あの木の枝に飛びついてぶらさがるぐらいなら……」

　披ひ露ろうします、とシルフィアが立ち上がれば、ミリーが慌てて待ったを掛けてきた。

　喜びはしゃいだ方が良いが、飛び跳ねるのはやりすぎらしい。なんて加減が難しいのだろうか。座り直し、せめてと再びミリーの手を取って上下に振ってもちもちと揉んでおいた。

　ミリーが肩かたを竦すくめるのは、ギリギリ及きゆう第だい点とでも言いたいのだろうか。

「当日はお兄様もいらっしゃるの。いつもシルフィアのことを手紙に書いているから、会うのが楽しみだって仰おつしやっていたわ」

　ミリーが嬉うれしそうに笑う。当日を想像しているのか、ふっくらとした頰ほおをほんのりと上気させ、色づきのよい唇くちびるがパーティーの規模を語り……。

　そしてモグリとクッキーを食べた。

　相変わらず流れるような所作である。というか、先さき程ほどまでシルフィアが彼女の両手を握っていたはずなのに、いつの間に引き抜ぬいたのか。

　他者に気付かれることのないほど静かで、そして見る者に違い和わ感かんをみじんも与あたえない自然な流れ。ハンカチで口元を拭ぬぐう仕草も含ふくめ、全すべて完かん璧ぺきである。

「当日は絶対に暴食をお止めします。招待状果たし状楽しみにお待ちしておりますね、ピギー様」

　シルフィアが穏やかに微笑み、ミリーの手から二枚目のクッキーを華か麗れいに奪うばい取った。
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　アドセン家からの招待状は、シルフィアはもちろんエリオットやクレア、それにルーファスにも届いた。

　曰いわくミリーは家族ぐるみで親しくなりたいらしく、招待状には彼女らしい字でその旨むねが書かれていた。真っすぐに伝えられるミリーからの友情に、シルフィアの胸に歓かん喜きが湧わく。

　……もっとも、歓喜してばかりではいられない。

「公爵家のパーティーに直々に呼ばれるなんて、さすが我が娘。そこでミリー様を打ち倒たおしてライオネル様を押し倒すという算段ね。あえて相手のホームに出向いてこそ勝利の余よ韻いんが深まるのよ」

「私が言うのもなんだけど、お母様はなぜ常に闘とう志しに燃え上がっているの？　鎮ちん火かする術すべはないの？」

「シルフィア、これは少し地味かな？　公爵家のパーティーだから一番良い装よそおいで行きたいんだが、この上着だと色合いが落ち着きすぎて老ふけて見えるかもしれない」

「お父様、安心して。お父様が老けて見えるなんてことは一いつ切さい断じて、そしてきっと今後一生無いわ。その上着を着てもせいぜい『背せ伸のびして着き飾かざる若者』よ。もはや洋服でどうにかなる話じゃないの」

「姉さん、どうしよう。このベストちょっときついや」

「ルーファス、可愛かわいい私のルー。また胸むな元もとが逞たくましくなってきついのね。なんて頼たよりがいと成長性に溢あふれた弟なのかしら。ベストを新調したら一番に姉さんに見せてちょうだいね」

　招待状が届いてからというもの、マードレイ家は終始この調子で騒そう然ぜんとしていた。

　一いつ介かいの男爵家、程度で言えば下の上が限度の家に、公爵家が開くパーティーの招待状が届いたのだ。それも令れい嬢じようから直々にお誘さそいの言葉もいただいた。

　となれば浮うかれるのも仕方あるまい。浮かれ具合が三者三様なあたりがマードレイ家らしいとも言えるか。

　そんな中、シルフィアはあちこちから声を掛かけられて参っていた。これでは自分のドレスの用意が間に合わない。

　……と訴うつたえたのだが、どういうわけかクレアが含み笑いで「大だい丈じよう夫ぶよ」と宥なだめてきた。

「お母様、大丈夫ってどういうこと？」

「貴女あなたにプレゼントがあるの。きっと気に入るわ」

　勿もつ体たいぶるような口調でクレアが話し、次いでメイドに持ってくるように声を掛けた。しばらく待てば、部屋に大きめの箱が運ばれてくる。

　それを目の前に置かれ、いったいなにかとシルフィアが恐る恐る箱の中を覗のぞき……、

「素す敵てきな布……」

　と、箱の中にしまわれている布に吐と息いきを漏もらした。

　薄うす紫むらさきの布。全体が細かな輝かがやきを纏まとい、まるで宝石を散らしたかのようだ。触ふれれば肌はだ触ざわりも良い。そのうえ、布だけではなく色とりどりの糸や、体全体に巻き付けても余るほどのレースまで入っている。

　これに胸を打たれぬ女性はそう居ないだろう。シルフィアとて同様、己おのれの体を鍛きたえることばかり考えていたとはいえ、美しい布を前にすれば気持ちが高ぶってしまう。これでドレスを作ると言われればなおさらだ。

　思わずクレアの手を取り、揉み、上下させ、また揉みしだいた。

「なんの儀式!?」

「お母様ってば失礼ね。はしゃいでるのよ。でもこんなに素敵な布、いったいどこで手に入れたの？」

　瞳ひとみを輝かせてシルフィアが問えば、クレアが穏おだやかに微笑んだ。

　そうして一枚のメッセージカードを差し出してくる。真っ白なカードには達筆な文字で……、

【未来の妻　シルフィア。

　君常に美しくあらんことを願っている。　ドム・バトソン】

　と書かれていた。

「未来の妻ってどういうこと!?」

「ドム様ってば気が早いのね。さぁシルフィア、採寸を始めましょう」

「いやよ、この布は早急にバトソン家にお返しするわ！」

「贈おくり物を返送なんて失礼な真似まねできるわけがないでしょ。ドム様の未来の妻になりたくなければ、このドレスをまとって令嬢力を高めなさい」

　おほほほ……と高らかに笑いつつ、クレアがメイド達を呼び寄せる。

　現れたメイドは誰だれもが手に採寸道具を持っており、シルフィアを見ると「お覚かく悟ごを」と真しん剣けんみを帯びた表情で詰つめ寄ってきた。

（どうしましょう、ドム様が着実に距きよ離りを詰めてきてるわ。でもお母様の言うとおり、素敵なドレスで令嬢らしく振る舞まえば令嬢力があがるかもしれない……）

　令嬢力とはつまり愛される力。素敵なドレスを纏い、時に恥はじらい、時にはにかみ、そして時に愛らしくはしゃいで見せれば、きっと令嬢力も高まるだろう。

　それに今までシンプルなドレスばかりを着ていたが、ミリーを見み倣ならい愛らしく装えばなお効果があるはずだ。彼女に倣って髪かみを編み込んでも良いし、リボンや花をあしらっても良いかもしれない。

　今までとは違ちがった装いを見せれば、母も見直してくれるはず。

「見てなさい、お母様。私の令嬢力を見せてあげる……！」

　そうシルフィアが意気込む。

　だが次の瞬しゆん間かん、慌あわてて握っていた拳こぶしをパッと開いたのは、採寸していたメイドに「力まない！」と叱しつ咤たされたからだ。体に力が入っていては正確な採寸ができないらしく、彼女達の真剣な目に威い圧あつ感かんすら覚えてしまう。

　直々に招待された公こう爵しやく家のパーティー、ドム・バトソンからの上質な布……と、どうやら浮かれて気合いが入っているのはメイド達も同じらしい。

　当てられ、自然とシルフィアも気合いが入る。

　……それに、

（このパーティーは、きっと……）

　記き憶おくを思い出しつつ、シルフィアは机に置かれた布を見つめた。
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　パーティーまであと数日となり、シルフィアはミリーに髪をどう飾かざるかを相談していた。

　黒髪を美しく見せるにはどうすべきか、飾りをつけるならどのようなものが良いか。さらには仕立て中のドレスの完成予想図を見せ、それに似合う髪形を考えてもらう。提案された髪形も飾りもどれもセンスが良く、彼女に相談したのは正解だった。

　だがその相談の最さ中なか、ミリーが小さく溜ため息いきを吐ついた。

　楽しそうにあれこれと話していたが、見れば考え込むように視線をそらしている。朗ほがらかで愛らしいミリーに似合わない憂うれいを帯びた表情だ。




「ミリー様、どうなさいました？」

「このパーティー、きっとトキ恋のイベントにあるパーティーよ……」

　覚えてる？　と問われ、シルフィアは頷うなずいて返した。




『トキ恋』には様々なイベントがあり、乙女おとめゲームらしい恋れん愛あい色の強いものもあれば、賑にぎやかなコメディ調のもの、なかにはキャラクター達の友情を見守るものもある。どれも明るく楽しく華はなやかなものだ。

　とりわけ社交界を描えがいた作品なだけに茶会やパーティーの描びよう写しやは多々あり、その中の一つにアドセン家が開くパーティーで起こるイベントがあった。




「確か、エスコート相手のキャラクターとハプニングが起こるんですよね？」

　シルフィアが確かく認にんすれば、ミリーが間違いないと頷く。

　ゲーム内で起こるイベントはキャラクターごとに違ってくるが、どれも一いつ貫かんして『パーティー内でハプニングにあう』というものだ。

　ドレスに飲み物を零こぼしてしまったり、裾すそが破けてしまったり、ヒールが折れてしまったり……と危機に陥おちいったミリーを、攻こう略りやく対象の男達が助けてくれる。彼等の対応も、別室に招いて二人きりで過ごしたり、抱だきかかえてくれたりとスマートで、各おの々おのに用意されたスチルはどれも美しくプレイヤーの胸をときめかせるものだった。

　このパーティーはそのイベントで間違いないだろう。

　……だけど。

「私はいまだにこの調子で、誰とも恋愛関係になりそうにないわ」

　どうなるのかしら、とミリーが再び溜息を吐いた。

　イベントの進行具合を考えれば……どころか、カレンダーを見ただけで転入から数ケ月経たっていると分かる。だというのにいまだミリーはぽっちゃりとしており、せいぜい特注サイズのシャツのボタンが悲鳴をあげなくなったぐらいだ。

　瘦やせたとはけして言えず、瘦せてきている……という実感もさしてないのだろう。

　ゲーム内のミリーには程ほど遠とおく、恋愛の気配もない。

「どうにかしなくちゃと分かってるのに、パーティーの食事の事ばかり考えてしまうの」

「ピ……ミリー様……」

「食べきれないほどの料理、季節のスープ。デザートには旬しゆんの果物を使ったケーキ。それに国中からありとあらゆる種類のチョコレートを集めて山を作るの。お兄様も楽しみにしていて、この日のために国外からお菓か子しをたくさん仕入れて持ってくると仰おつしやっていたわ」

「ミ……ピギー様」

　ピギーと呼びかけたのを改め……そして再度改めてピギーと呼び、シルフィアがトントンとテーブルを指で叩たたいて彼女の意識を取り戻もどさせた。

　はっとミリーが我われに返り、食でいっぱいになっていた自分の意識を恥じる。──その瞬間にシルフィアが「お帰りなさいませ」と告げるのは、ミリーが体を取り戻したという意味である。何からか？　もちろんピギーからだ──

「ですが、ミリー様の周りはいつも人で溢あふれているじゃありませんか。皆みな様さまに慕したわれているようですし、意い欲よく的に接すれば殿との方がたとはすぐに恋こい仲なかになれるんじゃないですか？」

「友情と恋の違いは分かってるつもりよ。それに、男の方はみんな私を囲んでいてもシルフィアのことを聞いてくるのよ？」

「私の？」

　ミリーの話に、シルフィアがきょとんと目を丸くした。

　曰いわく、日ひ頃ごろミリーを囲んでいる男子生徒達は何かとシルフィアの情報を聞きたがっているらしい。

「それは私の弱点を探さぐっているのでしょうか。そうですね、あえて言うなら左側からの攻こう撃げきには反応が少し遅おくれてしまいがちです」

「シルフィア、シャコロワの世界から帰ってきてちょうだい。その情報を得ても誰も貴女あなたを左側から攻撃したりなんてしないわ」

　溜息と共にミリーが宥なだめてくる。だが我に返ってもシルフィアには疑問が残るだけだ。

　いったいどうして、男子生徒達は自分の話をミリーから聞き出そうとするのか。そもそも知ってどうするつもりなのか。

　何も面おも白しろいものなどないのに……とシルフィアが首を傾かしげた。ミリーが肩かたを竦すくめている。

「皆、貴女の弱点じゃなくて、もっと内面を知りたがっているの。何が好きか、どんな趣しゆ味みがあるのか。それに……どんな異性が好きか、とかね」

「異性……少なくとも、御おん年とし六十歳の自由人が好みではないことは確かですね」

「ドム様ね。でもドレス用の布を貰もらったんでしょう？　不本意とはいえ恋愛に関しては貴女の方が進んでるみたいだから、もしかしてシルフィアにイベントが起こるかもしれないわ」

「私に？」

　そんなまさかとシルフィアが苦く笑しようを浮うかべた。

　ミリーは自分の現状をいまだ恋愛めいたものは無いと断言していたが、シルフィアとて同じだ。むしろ御年六十歳の自由人から着実に距きよ離りを詰つめられているあたり絶望的とも言える。

　だがそれを話してもミリーはにんまりと笑うだけだ。頰ほおがむにりと山を作り、さながらメレンゲである。

　なぜだかその視線が居い心地ごこち悪く、シルフィアはこれは話題を逸そらすべきだと考え「そういえば」と話し出した。

「ミリー様とライオネル様は昔から懇こん意いにしていますよね。もしイベントが起こるのなら、私ではなくミリー様とライオネル様とでは？」

「私とライオネル？」

　予想だにしていない相手の名前を出されたと、ミリーが目を丸くする。

　次いでコロコロと笑い、「有り得ないわ」と告げてきた。自じ虐ぎやくめいた色もなく、さりとて妙みような勘かんぐりをするなと憤ふん慨がいする様子もない。冗じよう談だんに上じよう機き嫌げんで返す笑い方だ。

　下手にムキになって否定するよりも、こちらの方がまったくその気がないと分かる。「ライオネルは友人よ」という言葉もまた軽く、恋心はないがそれと同等の友情を感じさせる。

　思い返せば、以前にライオネルが「自分には好きな人がいる」と言っていた。

　どうやらミリーとライオネルの間には色恋めいた気持ちは一いつ切さいなく、そしてこれからも芽生えはしないのだろう。

「疑っているのはヘンリー様だけ、ということですね。なんだかライオネル様が哀あわれに思えてきました」

「シルフィアがより哀れにしているように思えるけど……」

「何か仰いましたか？」

「いいえ、何も。ところでシルフィアは誰だれにエスコートをしてもらうの？」

　相手は？　とミリーが尋たずねてくる。

　それに対してシルフィアが答えようとした瞬しゆん間かん、ざわと周囲が沸わき立った。

　遠目で眺ながめていた男子生徒達がぞろぞろと近付いてくる。彼等はミリーを囲むと口々に挨あい拶さつをし、返事も聞かぬうちにパーティーについて話しだし……、

「エスコート相手が居ないんだ。よければ誰か紹しよう介かいしてくれないかな？」

「お、俺だって。ミリー、君の親しい友人でエスコート相手を探している方はいないかな」

　と、ミリーに迫せまりだした。

　これにはシルフィアも啞あ然ぜんとし、次から次へと湧わいてはミリーを頼たよる男子生徒達を眺めて紅茶を飲むしかない。どういうわけかチラチラと皆が横目で見てくるので、それには一応微笑ほほえんで返しておく。

（さすがミリー様、慕われるどころか頼られているわ。愛され時に頼られる、これぞ令れい嬢じよう力のなせるわざ。横目で見られる程度の私にはたどり着けぬ境地ね）

　先は遠い……とシルフィアが己おのれとミリーとの令嬢力の差を嚙かみしめる。

　はたして自分はミリーほどの令嬢力を得られるのだろうか。

　囲われ慕われ頼られる自分の姿は想像できない。……なんとか想像しても、想像の中の自分は囲ってくる者達を打ち倒たおしてしまうのだ。

　そんな中、一人の男子生徒がミリーからシルフィアへと向き直った。随ずい分ぶんと真しん剣けんな表情をしており、覚かく悟ごを決めたと言わんばかりの圧さえ漂ただよわせている。

「シ、シルフィア、アドセン家のパーティーでのエスコートは決まったかい？」

「今回は弟のルーファスにお願いしようかと思っております」

　突とつ然ぜん話しかけられたことに驚おどろきつつ、シルフィアが微笑んで返した。

　弟にエスコートとは年とし頃ごろの令嬢としては笑われかねないが、これといった相手もいないのだ。──それに逞たくましいルーファスのエスコートは完かん璧ぺきで、シルフィアはいつも弟の成長に感動し、時には涙なみだしていた──

　だがそれを話せば、聞いた男子生徒がグイと身をよせてきた。それどころか、ミリーに話しかけていた者達までもがこちらを向いて詰め寄ってくる。

　思わずシルフィアが背をそらし、本能で拳こぶしを握にぎった。

「シルフィア、それなら、俺と……！」

「いや、俺だ。これを機に今後も親しくしよう」

「誰も相手がいなくて困っているんだ、エスコートさせてくれないか！」

　口々にエスコートを申し出られ、シルフィアが啞然とする。握った拳の力も抜ぬけてしまいそうだ。

　だというのに男子生徒達はさらに詰め寄り、彼等の瞳ひとみはぎらぎらと輝かがやいているように見える。

　今までは遠巻きに見ているだけだったのに、今度は近すぎるほどに寄ってこられ、もちろんシルフィアには答える余よ裕ゆうなど無い。「あの……」と上うわ擦ずった声を出し、助けを求めるようにミリーへと視線を向けた。

　この危機に彼女は上機嫌で微笑んでいるだけで、助け船を出してくれる様子はない。──なんて薄はく情じよう！　とシルフィアが心の中で非難した。相談に乗ってもらったお礼に今日はクッキーを五枚まで見み逃のがそうと思っていたが却きやつ下かである。一枚たりとも食べさせるものか──

　だが傍ぼう観かんに徹てつしていたミリーがふと何かに気付き、今度は溜ため息いきと共に肩を竦めた。彼女の視線が向かうのは、シルフィアでもなく、シルフィアに詰め寄る男達でもない。

　シルフィアの背後……。

　いったい何かと振ふり返ろうとした瞬間、それより先に詰め寄っていた男達の顔が一瞬にして青ざめた。息を吞のむ者さえいる。

　それと同時に聞こえてくるのは、

「なんだか楽しそうだな。俺も交ぜてくれないか？」

　という、ライオネルの声。

　振り返れば銀糸の王子が爽さわやかに佇たたずんでいる。温かく優やさしい笑えみだ。──もっとも、ライオネルの微笑みは麗うるわしいのだが、瞳の奥は笑ってはいない。男子生徒達が慄おののき、ミリーが肩を竦める。だがあいにくとシルフィアだけは気付かず、本能でとっさに拳を握り直すだけだ──
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「ライオネル様、ごきげんよう」

　シルフィアが立ち上がって挨拶をしようとする。

　だが彼はそれを「良いいよ」と優しく制し、空いている一脚きやくに腰こし掛かけた。ミリーを囲みシルフィアに詰め寄っていた男子生徒達がたじろぎ、自然とライオネルに場を譲ゆずる。

「ごきげんよう、シルフィア。随分と楽しそうだが、俺も交ぜてもらっていいかな？」

「えぇ、もちろんです。……あら、どうしてかしら。拳に力が入って解ほどけないわ」

　なぜかしら、と堅かたく握りしめた右の拳を左手でさする。

　そうしてシルフィアの右手から力が抜け始めると、詰め寄っていた男子生徒達が一人また一人と去り、パッと右手が開く頃ころには誰もいなくなっていた。

　今までは遠巻きに眺めるだけで、かと思えば詰め寄ってくる。それでいて一瞬にして退ひいてしまうのだ。彼等の行動は予測ができず、シルフィアが目を丸くする。

「……いったい何なのかしら」

「気にしない方が良い。それよりアドセン家のパーティーの話をしていたんだろう。なぁシルフィア、俺にエスコートさせてくれないかな？」

「ライオネル様にですか？　そんな、私なんか……」

「次のパーティーにはヘンリーも来るし、俺は彼とも親しくしているから紹介出来る。それにパーティー会場には食事が大量にあるから、協力してミリーを止めようじゃないか」

　なぁ、と同意を求められ、シルフィアは考えを巡めぐらせた。──考えている最中にミリーとライオネルが「私をダシにしないでよ」「ここに有名店のマフィンがある」「良い条件ね」と会話を交かわし、こっそりと握あく手しゆをしたが、あいにくとシルフィアは気付かなかった──

　だが裏取引に気付けないほど考え込んでしまうのも無理はない。

　なにせ相手は公こう爵しやく家のライオネル。本来なら男爵家令嬢では手の届かない存在。さらに彼は人気者。トキ恋でも、攻こう略りやく対象である彼はシルフィアではなくミリーを誘さそっていた。

「せっかくのお誘いですが、私ではなく、ミリー様を誘われたらいかがでしょうか？　それに、ゲーム内でのイベントのこともありますし」

　そうシルフィアが提案すれば……、

「シルフィア、貴女あなたいまので令嬢力が減ったわ」

　と、マフィンを食べていたミリーに盛せい大だいな溜息を吐つかれてしまった。

「私の令嬢力が……！」

　令嬢力が減ったと言われ、シルフィアが悲痛な声をあげて己の手を見た。──実際の喪そう失しつ感かんは無いのだが、失ったと言われるとつい手を見てしまうものだ──

　わなわなと震ふるえれば、ミリーが溜息交じりに「大おお袈げ裟さね」と肩かたを竦すくめた。

「今はゲーム内のイベントのことは忘れて、パーティーを楽しむことだけを考えてライオネルのエスコートを受け入れてみたら？」

　ミリーに提案され、シルフィアがライオネルに視線をやる。

　それを受け、ライオネルが穏おだやかに微笑んだ。

「イベントっていうのは、例のゲームの記き憶おくというやつか？」

「えぇ、ゲームにはパーティー中に発生するイベントがあったんです。ミリー様がライオネル様のエスコートを受けると……」

　ライオネルとのイベントはどのようなものだったか……とシルフィアが思い出そうとすれば、二つ目のマフィンを食べていたミリーが「私が階段で足を踏ふみ外すのよ」と教えてくれた。

「私が階段を踏み外して、そこをライオネルにお姫ひめ様さま抱だっこで支えてもらうの」

「俺がミリーを？　……で、出来るとは思うけど、念のため翌日の予定は全すべてキャンセルしておこうかな」

　出来るけど……と弱々しくライオネルが呟つぶやく。腰こしが心配なのだろう。

　だがミリーに肘ひじで突つっつかれると我われに返り、改めてシルフィアに向き直ってきた。その際にマフィンを一つミリーの前に差し出したのはいったい何なのだろうか。──言わずもがな裏取引と感謝の献けん上じよう品である。そうとは知らぬシルフィアからしてみれば、餌え付づけはやめていただきたいところだが──

「イベント通りになるかは分からないが、階段を踏み外すなんて危ないだろう。俺は支えられるけど、万が一のことがあったら大変だ。避さけるに越こしたことはない」

「確かにそうですね。安全なのが一番です」

「だから、俺はミリーのエスコートはしない。そもそもヘンリーが来るんだから、彼が許すわけがない。となると、俺は相手がいなくなってしまうんだ。だから人助けだと思って」

　なぁ、とライオネルが優しく微笑ほほえみ、片手を差し出してくる。

　なんてスマートなエスコートのお誘いだろうか。通りがかりの女子生徒がうっとりと見つめ、相変わらず遠巻きに眺ながめる男子生徒すらも感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしている。

　外野でさえ見とれてしまうほどだ。正面から微笑まれたシルフィアはと言えば……、

「……私の左側に立たないで頂けるなら」

「分かった、必ず右側に立つ」

「でしたら、よろしくお願い致いたします」

　と、確かく認にんしたうえで彼の手を取った。

　次いで手元に視線を落としたのは、ライオネルの手が思ったよりも大きく、硬かたくがっしりとしていたからだ。爽やかな外見をしているが、彼の手は大きく、節が太く、シルフィアの手とは違ちがう。シルフィアとて鍛きたえているが、それでも根本から違うと分かる。

　男性の手……。とシルフィアが自分の手を握るライオネルの手を見つめた。

　なぜだか妙みように恥はずかしく、それでいて胸が温かくなる。手を放しても冷める様子はないが、自分の体からほわんと湯気が出ていないだろうか。

（もしかして、私は浮うかれてるのかしら……）

　自分の気持ちに理解が追いつかない。

　だが嬉うれしそうなライオネルに「約束だ」と言われれば気分も良くなり、頷うなずいて返した。自然と笑みを浮かべてしまうが、おかしな表情にはなっていないだろうか。

　ミリーが三つ目のマフィンを皿に置いて拍はく手しゆを送ってくる。

　これに関してはそろそろ止めたいところだが、どういうわけかライオネルが四つ目のマフィンをミリーに献上してしまった。







「ライオネル様にエスコートをしていただくの!?　隙すきを見て押し」

「倒たおしたりはしないわ」

「パーティーでミリー様を打ち」

「倒しもしないわ」

　興奮気味のクレアの言葉を、シルフィアが一刀両断していく。帰宅し事情を話すなりこれなのだから、返答にも声こわ色いろにも一いつ切さいの容よう赦しやがないのは仕方あるまい。

　本当は話したくなかったけど……とシルフィアが睨にらみつければ、さすがに娘むすめの怒いかりを感じ取ったのか、クレアがコホンと咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かしてきた。

　次いで窓の向こうを眺め、その先にこちらに歩み寄ってくる息子むすこの姿を見つけて「あら」と声をあげた。言わずもがなルーファスであり、丸太を担かついでいるのも言わずもがなだ。

「姉さん、ライオネル様にエスコートをしてもらうって本当？」

「ルーファス、可愛かわいいルー。今日決まったことなのにもう知ってるの？　逞たくましく優やさしく、そのうえ情報通なのね」

「中等部には、姉さんやライオネル様に憧あこがれている生徒が多いから筒つつ抜ぬけだよ。それに中等部はその話題で持ちきりだ！」

　すごいや！　とルーファスが喜び、姉に祝いの言葉を告げてくる。

　それを受け、シルフィアはそっと彼へと手を伸のばした。窓まど枠わくを越え、逞しい弟の腕うでを撫なでる。ガッチリとしていてなんて男らしいのだろうか。一日中撫で回していても飽あきない。

「ルーファス、可愛いルー。本当は貴方あなたにエスコートを頼たのもうと思っていたけど、ごめんなさいね。ルーの相手はいるの？」

「それが……。クラスメイトに誘われて……」

　恥ずかしそうに話すルーファスを見ていると、こちらまで甘あま酸ずっぱい気持ちになる。

　どれだけ逞しくベストがパツパツな程ほどに育とうと、彼はまだ年とし端はもいかない少年なのだ。姉の朗報を無む邪じや気きに喜び、そして「お姉様のエスコートをしないなら……」と積極的な令れい嬢じようにエスコートを求められれば頰ほおを染める。

　愛いとしい弟の成長に、シルフィアは思わず「天使に春が……！」と目め頭がしらを押さえた。弟を愛する姉として、喜ばしくそして少し寂さびしい春の訪おとずれだ。──シルフィアの歓かん喜きする様を見てクレアが小さく「私もエリオット相手だとこうなのかしら。気をつけましょう……」と呟いた。この反応、さすが母おや娘こである──

「そうなのね。可愛いルーに春が……。大だい丈じよう夫ぶよ、姉さんは受け入れるわ。二時間尋じん問もんなんてしないから安心して」

「二時間尋問？　尋問より二時間運動をしようよ」

「なんて健康的なの、さすがルー！　でもエスコートを求められるなんて名めい誉よなことよ。頑がん張ばって。素す敵てきなパーティーになると良いいわね」

「ありがとう。すごく楽しみなんだ！」

　パーティー当日の事を想像したのか、ルーファスの笑え顔がおは輝かがやかんばかりだ。

　ライオネルの微笑みが柔やわらかな日ひ溜だまりを感じさせる目ま映ばゆさなら、ルーファスの笑顔は太陽を直視するかのような眩まぶしさである。

　そんな笑顔に、シルフィアも「私も……」と小さく呟いた。




　招待状が届くより前に、それどころか公爵家がパーティーを開くという話が広がる前から、ミリーは「絶対に来てね」と誘さそってくれた。彼女の手を取って喜んで見せたのも覚えている。

　ドム・バトソンからと考えれば些いささか危機を感じるが、それでもドレスは特注品。試着の際には、あまりの美しさと着き心地ごこちの良さにクルクルと三回転してしまったほどだ。思わずドムに手紙も出した。──もちろん【親愛なる友人　ドム・バトソン様】と大きな文字で書いておいた──

　当日はあのドレスに、ミリーから教わった方法で髪かみを編み込む予定である。彼女はシルフィアのためにと黒髪が映はえる髪形をわざわざ考えてくれた。

　パーティーにはミリーの兄ヘンリーも来る。片や妹溺でき愛あいの兄、片や弟を愛する姉、家いえ柄がらの格差を乗り越えて意気投合できるかもしれない。




　きっと楽しいパーティーになるだろう。

　今までパーティーは社交界に生きる者達の現状を把は握あくする場と考えていたシルフィアにとって、これは初めての『楽しいパーティー』になるに違いない。




　それも……ライオネルのエスコートで。




　日中、彼の手を取ったことを思い出し、シルフィアが己おのれの手を見つめた。

　鍛え上げたシルフィアの手を覆おおえるほど、ライオネルの手は大きく男らしかった。しなやかでいて節が太く、手のひらの厚さも違う。パーティーの日が来れば、また彼の手を取るのだ。

　弟ではない、男性からのエスコート。

　それも望まれて応じる。

「……私も」

「姉さん？」

「私もね、パーティーが楽しみなの……」

　胸の内に湧わき上がる思いが溢あふれ、シルフィアが言葉にする。

　ルーファスに告げるではなく、クレアに告げるでもなく、まるで自分で自分に打ち明けるようなくすぐったさだ。

　自然と口角があがり、目を細める。意識せずとも表情が緩ゆるむ。ルーファスとクレアの穏おだやかな表情を見て、ようやく自分が笑っているのだと気付いたほどだ。

「姉さんも、素敵なパーティーになると良いいね」

　まるで自分の事のように嬉しそうに笑うルーファスに告げられ、シルフィアは高鳴り温まる胸むな元もとをぎゅっと両手で押さえ、深く頷いて返した。
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　パーティー当日、シルフィアは完成したドレスを前に、メイドによってコルセットを締しめられていた。

　……といっても、

「もう少しきつく締めても大丈夫よ？」

「もう、少し、です、か！」

「私を気き遣づかって緩くしてるのね。でもせっかくの綺き麗れいなドレスなんだもの、ウエストはできるだけ絞しぼりたいわ」

「そう、です、ね！　もっと、絞り、ましょう！　誰だれか、手を貸して！」

　といった具合に、シルフィアとメイドの間では若じやつ干かんの温度差があった。

　コルセットを締め付けてもシルフィアは平然としており、対して締めるメイドの額には汗あせが浮うかんでいる。そのうえついには二人態勢だ。

　メイドの「せーの！」という声を合図に、ぎゅっとシルフィアの腰こし元もとに衝しよう撃げきが加わる。ほんの少し、微び々びたる程度に窮きゆう屈くつだ。

　もっときつくしてもいいのに、とシルフィアが背後に声を掛かければ、ぜぇぜぇと息を荒あらくしたメイドが両手をあげていた。完敗のポーズである。一人はどこからともなく取り出した白いハンカチを振ふっている。

「これ以上は無理です。お嬢様の逞しい腹筋の前には、コルセットなどただの布……」

　メイドの弱々しい訴うつたえに、シルフィアは己の体を見下ろした。

　ついうっかり無意識で行ってしまうトレーニングを除き、ここ最近は鍛えてはいない。せいぜいミリーに付き合って学園内を散歩する程度。ルーファスから共に鍛えようと誘ってきても涙なみだながらに断っている。鍛える愛しい弟を眺ながめはするが。

　それでもシルフィアの体は衰おとろえることなく、コルセットの下には逞しい腹筋が……。

「私をコルセットから守ってくれているのね。ありがとう」

　思わずシルフィアが己の腹部を撫でれば、額の汗を拭ぬぐっていたメイドが肩かたを竦すくめた。







　ドレスを纏まとい、髪を編む。コルセットで腰を絞る事こそ出来なかったが、メイドに「お嬢様はコルセットいらずですよ」と宥なだめられた。

　そうしてパーティー会場へと向かい、馬車を降りれば……、

「シルフィア！」

　と、ライオネルが出で迎むかえてくれた。

　黒いスーツには薄うす紫むらさきの刺し繡しゆう。胸元には同色のスカーフ。落ち着いた色合いは彼の凜り々りしさを引き立たせ、シルフィアが歩み寄れば片手を差し出してくる。凜々しく麗うるわしい見目に、それに見合ったスマートな仕草。貴公子とはまさに彼のためにある言葉だ。

　シルフィアがドレスの裾すそを摘つまんでお辞じ儀ぎをし、彼の手を取った。今日は肘ひじまである長いグローブで手を包んでおり、手首に飾かざったブレスレットがキラリと光る。

「本当はマードレイ家まで迎えに行きたかったんだが、ヘンリーに呼び出されて学園でのミリーの様子を聞き出されてたんだ。すまない」

「そんな、謝らないでください」

「いや、エスコートを申し出た身としては、最初から最後まで案内するべきだろう。なのにこの体ていたらく……。どうにかここから挽ばん回かいしたいんだが。どうだろう、挽回出来るかな？」

　ライオネルに問われ、シルフィアが小さく笑みをこぼした。

　失態を挽回出来るかと、それをシルフィア当人に尋たずねるのはおかしな話ではないか。もちろん冗じよう談だんであり、だからこそシルフィアは「頑張ってください」と返した。

　軽いやりとりでシルフィアの緊きん張ちようを解き、そしてスムーズな流れで会場へと誘う。

　これだけでもう十分なのに。







　ライオネルに案内され訪れたパーティー会場は、さすが公こう爵しやく家といえる規模だ。なにからなにまで華はなやかで豪ごう華か。とりわけ力が入っているのが料理で、並ぶ品々も数え切れぬほど豊富、全種網もう羅らするのは一人では不可能だろう。

　その中には先日シルフィアが考案したミリー用の減量メニューもあり、これには嬉うれしさと同時に照れくささもある。マードレイ家のシェフ達に伝えたらきっと感動するだろう。

　そんなパーティー会場を、時にライオネルの知人に紹しよう介かいされつつ歩き、ふとシルフィアは周囲を見回した。

「どうした？」

「いえ、なんだか見られているような気がして……。いつもの事なんですが、今日は着き飾かざっているぶん視線に過か敏びんになっているのかもしれません」

　話しつつ、シルフィアはチラと余所よそに視線を向けた。

　数人の男達が慌あわててそっぽを向く。なんとも白々しく分かりやすい。

　それに気付かぬふりをしてライオネルに向き直れば、再び熱い視線を送られるのだ。詰つめ寄られるのも困るが、かといってこうも遠巻きにされるのも困る。

「もしかして、ドレスで動きづらいだろうと狙ねらわれているのかもしれませんね。確かに、ドレスにヒールではいつものようには動けません」

「シルフィア、あまり強く拳こぶしを握にぎるとせっかくの綺麗なグローブに皺しわがつくぞ。……まぁ、狙われているには狙われているだろうけど」

「やはり！　ならばいつでもお相手をいたします！」

「いや、今夜の君の相手は俺だけにしてくれ」

　ライオネルの言葉に、シルフィアが彼を見上げた。

　次の瞬しゆん間かんびくりと肩を震ふるわせたのは、ライオネルがシルフィアの右手を摑つかんできたからだ。

　エスコートのため差し出された手に応じた時とは違ちがう。こちらの許可など求めず強ごう引いんに、放すまいと強く握ってくる。彼の手は大きく、シルフィアの手はいとも簡単に覆われてしまった。

　綺麗な布に包まれた女性の手を、節の太い男らしい手が摑む。自分の手だというのに、その光景を見ていると鼓こ動どうが速まってしまう。

　力強く、それでいてまるで大事なものを扱あつかうかのように、ライオネルの手がそっとシルフィアの手を己おのれの胸元へと誘さそってくる。

　彼の胸元に触ふれそうなほど近くに導かれ、より強く握られると、シルフィアの胸がひときわ大きく跳はねあがった。

「ラ、ライオネル様……？」

「シルフィア、俺はずっと君をエスコートしたかったんだ。今夜と言わず、これからも」

　意を決したようなライオネルの口調。真っすぐに見つめてくる翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。真しん剣けんみを帯びた表情は麗しく、それでいて凜々しさと雄お々おしさを感じさせる。

　見つめられているとシルフィアの胸の鼓動がさらに速まり、体の中で心音が響ひびく。握られた手の指先まで響きそうだ。

　いったい彼は何を伝えようとしているのか……。シルフィアもまたじっと見つめて返し、続く言葉を待つ。

　次の瞬間、ライオネルが何かを言おうと口を開いた。

「シルフィア、俺はずっと君のことが」

「やぁ、ライオネル。ようこそ。いらっしゃい」

　彼の言葉に被かぶさる様に、穏やかな声が割って入ってきた。

　シルフィアが驚おどろいて振ふり返れば、そこに居たのは一人の青年。金の髪かみに水色の瞳。全体的に細身で、遠目からでは女性と間違えられそうなシルエットだ。

　なにより目に付くのは、驚くほど真っ白な肌はだ。顔色に至っては白い肌どころか些いささか血色が悪く見える。

　彼がミリーの兄ヘンリーだろう。シルフィアが深くお辞儀をすれば、穏おだやかに笑って「ようこそ」と歓かん迎げいの言葉をくれた。──ライオネルが小さく呻うめいているが、あいにくとシルフィアは気付かなかった──

「シルフィア・マードレイだね。ミリーから話を聞いているよ」

「本日はお招きいただきありがとうございます」
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「ミリーに随ずい分ぶんとよくしてくれているようだね。ミリーからの手紙には君のことがいっぱい書いてあるよ。……瘦やせたいからシルフィアに協力してもらっているって」

「いえ、協力なんて、私は出来ることを……」

　出来ることをしているまで、そう言いかけてシルフィアが顔を上げ……。

　ゾワリと背筋に冷たいものが走り、小さく体を震わせた。

　ヘンリーの笑え顔がおが、なぜか妙みように薄うすら寒く見えたのだ。笑っているはずなのに心の内では笑っていないような、笑顔を見ているはずなのに冷ややかな眼まな差ざしで睨にらまれているような感覚。

　一瞬にしてシルフィアの胸の内がざわついた。

（この胸むな騒さわぎは……まさか敵意？　私の中に燻くすぶる闘とう争そう心が戦えと訴えているの？　でもヘンリー様はシャコロワには居なかったし、そもそも体の弱い方とは戦えないわ）

　目をつぶり、己の中のざわつきと闘争心を宥めて深く息を吐はく。

　次いで改めてヘンリーを見れば、彼はいまだ穏やかに笑っている。敵意など一いつ切さい感じられない、優やさしい笑みではないか。

　瞳に期待を宿して「学園ではミリーはどう過ごしているんだい？」と尋ねてくる。その顔は妹を溺でき愛あいする兄そのものだ。ライオネルが呆あきれ交じりに肩を竦め「俺から散々聞いただろう」とヘンリーを咎とがめた。

「ライオネルから聞くミリーの話と、シルフィアから聞くミリーの話は違うだろう？　僕はどんな些さ細さいな事でもミリーの事を知りたいんだ」

「だからって……。シルフィア、移動しよう。せっかくパーティーに来たのにミリー報告会になりそうだ」

　ライオネルがシルフィアの肩にそっと手を添そえ、移動するように促うながしてくる。

　それに対してヘンリーが「失礼だな」と怒おこるが、声には怒ど気きは感じられない。それどころか「後日ミリー報告会の招待状を送るよ」とまで言ってくるのだ。

　冗談か、もしくはライオネルの冗談に乗じてミリーの話を聞くつもりか。どちらにせよ、この場ではライオネルとシルフィアを解放する気はあるようだ。

（さっきの違い和わ感かんはきっと気のせいね。私ってば、無意識に戦うことを考えてしまってるのかしら。この世界はシャコロワじゃないんだから敵意なんて誰だれも抱いだいていないのに）

　自分の中の根強い闘争心を宥なだめ、シルフィアはライオネルに促されるままパーティー会場の奥へと進んでいった。







「シルフィア、ここよ！」

　嬉しそうなミリーの声に呼ばれ、シルフィアとライオネルが揃そろって足を止めた。

　見れば、両親と話していたミリーが小走り気味に駆かけ寄ってくる。

　オフホワイトのドレス。全体に細かな花の刺し繡しゆうがされており、髪にも花の飾かざりをあしらっている。嬉しそうな笑顔も太陽のように明るく、まるでミリーそのものが花畑のようだ。

「ミリー様、本日はお招きありがとうございます。このような素す敵てきなパーティーにお招き頂いたこと、とても光栄に思います」

「もう、シルフィアってば相変わらず硬かたいのね」

　シルフィアの挨あい拶さつが不満だと、ミリーが拗すねた表情を見せて訴うつたえてきた。唇くちびるを尖とがらせれば自然と頰ほおもむにと山を作り、華やかなドレスと相まって年より幼く見せる。

　これにはシルフィアも困ってしまい、どうしたものかと悩なやんだ後、そっと彼女の手を取った。もちもちと揉もんで、上下に振り、もちもちと揉む。シルフィアなりの精せい一いつ杯ぱいのはしゃいでいるアピールだ。

　ミリーが肩かたを竦すくめ、ライオネルが相変わらずだと苦く笑しようを浮うかべる。

　そんなやりとりの中、ふとシルフィアはミリーのドレスへと視線を向けた。

　花はな柄がらの刺繡がふんだんにあしらわれたドレス。彼女の小動物のような可愛かわいさと朗ほがらかな性格によく似合っている。

　聞けばミリーの母であるアドセン夫人が昔着ていたドレスだという。年代物と言えるが古くささはなく、未いまだに新品同様の美しさとセンスを感じさせる。一級品とは時代を超こえても輝かがやき続けるのだ。

「小さい頃ころにお母様に見せてもらって、一ひと目め惚ぼれしたのよ。いつかこのドレスを着てパーティーに出たいって夢見てたわ」

　ミリーが嬉うれしそうに話し、白くすべらかな手でドレスの裾すそを撫なでた。

　母から譲ゆずり受けたドレス。とりわけ彼女はアドセン家の養女なのだから、そこには普ふ通つうの母おや娘ことは違った、そして違っていても同じくらいの深い絆きずなを感じるのだろう。その証あかしのドレスと考えれば、ミリーが嬉しそうに話すのも納なつ得とくだ。

　だがそれを見てシルフィアが僅わずかに首を傾かしげたのは、ドレスを纏まとうミリーが妙に細く見えたからだ。ドレスのデザインゆえかとも思うが、それにしても一回りは細く見える。

　違和感を覚えて彼女の様子を窺うかがえば、あれほどパーティーのメニューについて語っていたというのに一品も手を付けず、クッキーを食べる様子すらないではないか。

　そのうえ、次し第だいに声にも覇は気きが無くなり、時折返答が遅おそいこともある。この異変にシルフィアが彼女の腕うでをさすった。

　ミリーの腕はいつも通り白くもっちりとしていて……そしていつも以上に冷たい。

「ミリー様、もしかして無理してドレスを着ているんじゃありませんか？」

　案じて尋たずねるも、ミリーは僅かに間を空けた後、はたと我われに返ったように「大だい丈じよう夫ぶよ」と笑うだけだ。この反応の遅さこそ、彼女の異変を物語っている。

　ライオネルもミリーを案じ、どこか休める場所をと周囲を見回した。

「こんなに大きなパーティーは初めてだから、緊きん張ちようしているだけ……。だから、でも、少し座れば……」

「ミリー様？　ミリー様、大丈夫ですか？」

「ダメだわ、ちょっと……くらくらして……きて………」

　言いかけ、ミリーが力なくその場にしゃがみ込んだ。

　シルフィアが慌あわてて名前を呼ぶも返事はなく、うずくまり伏ふせる顔を覗のぞき込めば青ざめて額に汗あせを浮かべている。呼吸は荒あらく、返事をしようとしているのか掠かすれた呻うめき声を漏もらすだけだ。

　周囲も異変に気付き、遠巻きに様子を窺う者や、どうしたのかと声を掛かけてくる者もいる。小さなざわつきが波は紋もんのように広がっていくのを感じ、シルフィアの胸に焦あせりが湧わき始めた。

「ミリー様、ミリー様！　ど、どうしましょう……、お医者様を……！」

「シルフィア、落ち着け。あまり騒さわがない方が良いい。誰かメイドを呼んでくれないか」

　落ち着いた声こわ色いろでライオネルが周囲に声を掛ければ、呼ばれたメイドがパタパタと駆け寄ってきた。

　いまだ力なくしゃがみ込むミリーを見て息をのむも、ライオネルがそれを宥める。

「少し無理をしたようだ。休ませたいから一室用意してほしい」

「か、畏かしこまりました」

「あとこの事をマードレイ夫妻に伝えてくれ。あまり大事にしないよう、静かに対応を頼たのむ」

　普ふ段だんより少しばかり低めの声でライオネルが告げれば、命じられたメイドも落ち着きを取り戻もどしたのか真しん剣けんな顔つきで頷うなずいて返した。

　主人の不調を見た時こそ慌てていたが、そこは公こう爵しやく家に仕えるメイドである。落ち着きさえ取り戻せば手しゆ腕わんは優すぐれており、手配に移るやすぐさま戻ってきて部屋の移動を促してきた。

　次いでミリーを立たせようと声を掛けるも、返事はない。

「ミリー、肩を貸すから移動しよう。誰か、手を貸してくれ」

「私が！」

　シルフィアが申し出て、ミリーへと近付く。

　名前を呼べば僅かに反応し、緩かん慢まんな動きで顔を上げた。随分と顔色が悪く、目も虚うつろだ。掠れた声で「シルフィア、ごめんなさい……」と謝罪の言葉を口にしてきた。

　朗らかで愛らしいミリーらしからぬ様子に、シルフィアはカッと目を見開き……、

　そして、ミリーの体を抱かかえ上げた。

　お姫ひめ様さま抱だっこである。

　ミリーを案じ、この事態に不安でざわついていた周囲が、揃えたように「おぉ」と感かん嘆たんの声を漏らす。

　だがシルフィアはそれに応こたえている余よ裕ゆうなどなく、「ミリーお嬢じよう様さまを軽々と……！」と驚きよう愕がくするメイドを呼んだ。

「私がミリー様をお連れするわ。部屋まで案内して！」

「こ、こちらです！　お医者様もすぐに来てくださるはずです！」

　メイドに案内され、シルフィアがミリーを抱えたまま歩き出す。

　周囲もこれにはすぐさま道を譲り、目を見張りながらシルフィアとミリーを見送った。中には「なんて逞たくましい」という囁ささやきさえあがるほどだ。

　ライオネルだけが慌ててシルフィアを追いかけてくる。

　だが彼は立ち止まると振ふり返り、心配そうに見つめてくる者達に対して一度頭を下げた。ミリーに代わり騒そう々ぞうしくしてしまった事を詫わび、そして気にせずパーティーを楽しんでほしいと告げる。

　その姿は堂々としており、なんて立派なのだろう。

　さすがライオネルだと皆みなが口々に褒ほめ、あげく彼が一いつ緒しよならば大丈夫だろうと安あん堵どの表情さえ浮かべ始めていた。

「シルフィア、行こう」

「え、えぇ。そうですね。ミリー様、あと少しの我が慢まんですよ」

　苦しそうな呼吸を繰くり返すミリーに声を掛け、シルフィアはライオネルに促うながされるまま再び歩き出した。







　用意された客室にミリーを運び、ベッドに横たえさせる。

　医師を手伝いつつドレスを脱ぬがすも、どこもかしこもきつく、通常なら軽く外せるボタンや金具さえ無む理り矢や理りに留めて、中にはひもで括くくっている場所すらあるではないか。

　メイド曰いわく、ミリーはこれでもかとコルセットを絞しぼり、強ごう引いんに布を留め、数人掛かりでドレスを着ていたのだという。コルセットで絞った腰こしや腹部はもちろん、胸むな元もとも、首回りすらも無理に押し込んでいる状態らしい。

　当然食事など出来るわけがない。それどころか水も飲まず、無理が祟たたって立てなくなってしまったのだろう……と。それを聞き、シルフィアは「なんて無む茶ちやを」と溜ため息いきを吐ついた。

　だが今はミリーの無茶を咎とがめている場合ではない。そもそも咎めようにも、いまだミリーは浅い呼吸を繰り返して返事すらできずにいるのだ。まず彼女を楽にさせるのが最優先。

　そう考え、ドレスを脱がしていき……、

「これは……」

　と、コルセットを見て言葉を失った。

　無理矢理に絞ったというが、これは『絞る』という表現ではすまされない。コルセットはミリーの白い肌はだに食い込み、肌が赤くなっている。紐ひもは通常の倍近く巻かれて幾いく重えにも結ばれており、見ているだけで息苦しさを覚えるほどだ。

　すぐにでも解ほどかなければとシルフィアが結び目を解こうとするも、ぎちりと音がしそうなほど堅かたく結ばれていて解けそうにない。

「紐を解かないとコルセットを緩ゆるめられないのに……」

　どうすれば……とシルフィアが小さく呟つぶやく。

　それとほぼ同時に扉とびらがノックされた。誰だれかと問えば、ライオネルが答える。

　入室を促すとゆっくりと扉が開く音が聞こえてきた。だがドレスを脱がすためにベッド周りには衝つい立たてを用意しており、シルフィアからは扉は見えない。

　もちろんライオネルは衝立を越こえるようなことはせず、衝立越しに彼の「大丈夫か？」という声が聞こえてきた。

「ミリー様、このドレスを着るために随ずい分ぶんと無理をしていたようです。肌にも跡あとがついてしまって……」

「女性のドレスはきついと聞くが、そんなに酷ひどいのか」

「これはやりすぎです。コルセットなんて、きつく結びすぎて紐が解けません」

「紐か……。それなら鋏はさみかナイフを持ってこよう」

　待っていてくれ、とライオネルの声が聞こえてくる。

　それとほぼ同時に、

　ブチブチッ！

　と、豪ごう快かいな音が室内に響ひびいた。

「……引きちぎったのか」

「解けないとは言いましたが、引きちぎれないとは言っておりません」

　これぐらいならば、とシルフィアが引きちぎった紐の切れ端はしを衝立の向こうにいるライオネルへと投げた。さながら獲え物ものを誇こ示じする気分だ。

　対してようやくドレスから解放されたミリーはと言えば、体が楽になったからか、もしくはコルセットの紐を引きちぎられた衝しよう撃げきからか、「ん……」と呻きつつもゆっくりと目を開けた。

「ミリー様、体調はどうですか？」

「シルフィア……？　私、苦しくて立っていられなくて……それで……ここは……？」

　まだ意識が定まっていないのかミリーの話は辿たど々たどしい。ぼんやりとしており、不思議そうに周囲を見回している。

　医師が念のためにとミリーにいくつか質問し、最後に「無理はなさらないように」と優やさしく彼女の腕うでをさすった。その仕草や声色から大事無いとわかる。

　シルフィアがほっと安堵の息を吐き、改めてミリーに向き直った。メイドが用意してくれた上着を羽織ったミリーが申し訳なさそうに謝罪してくる。

「迷めい惑わくをかけてごめんなさい。どうしてもこのドレスを着たかったの……」

「どんなに素す敵てきなドレスでも、無理をして具合を悪くしては意味がありません。ミリー様が健康であって初めてドレスが映はえるんです」

「そうね……。ありがとう、シルフィア」

　ミリーがシルフィアの手をぎゅっと握にぎる。彼女の手はまだ冷たく、シルフィアは少しでも温めるためにと指で軽く擦こすってやった。

　それが擽くすぐったかったのか、もしくはシルフィアはもう怒おこっていないと判断したのか、ミリーが応こたえるように握り返してくる。

「せっかくの料理だもの、コルセットを絞りすぎて食べられないのは勿もつ体たいないわね」

　冗じよう談だんめかして告げ、悪戯いたずらっぽく笑う。

　どうやら軽口を叩たたける程度には体調も良くなったのだろう。青ざめていた顔色も幾いく分ぶんよくなり、メイドに替かえのドレスと温かい紅茶をと頼たのんでいる。

　これならしばらく休めばパーティーにも戻もどれるだろう。

「替えのドレスに着替えても、ピギー様には変わらないでくださいね」

　冗談交じりに忠告し、ライオネルと共に部屋を出ていった。







　ミリーが着替えている間、屋や敷しきのテラスに出て外を眺ながめる。

　人ひと気けはないが、会場からは音楽が聞こえてくる。静けさと賑にぎやかさの狭はざ間まにいるような、なんとも不思議な感覚だ。

　パーティーもつつがなく進んでおり、メイド曰くあの場に居合わせた者達もむやみに騒さわぐ事なく、こそりとアドセン家の者達に事情を聞き、ミリーに大事無いとわかると安堵し賑やかさの中に戻っていったという。

　あの時ライオネルが騒がず冷静に対応してくれたおかげだ。彼の立派な姿を見て、居合わせた者達も騒ぐまいと察し、そして心配を胸に秘ひめて待つだけに止とどめてくれたのだろう。

「ライオネル様の適切な対応があってこそです。私なんて、慌あわててしまって……」

　思い返せば、学園を散歩し迷子を見つけたときも、自分は泣きわめく少女を前になにをすべきか分からずにいた。ライオネルが機転を利きかせて少女を落ち着かせてくれたからこそ、事態は解決に向かえたのだ。

　今回の件だって、彼が居なければしきりにミリーを呼び不安がるだけで、きっと騒ぎになってしまっただろう。下手をしたらパーティーが中止になっていたかもしれない。

　ライオネルが一緒に居てくれて良かった。

　そうシルフィアが告げれば、彼は照れくさそうに頭を搔かいた。銀糸の髪かみが揺ゆれる。

「それ程ほどの事じゃないさ。だけど、ミリーには困ったものだな」

　照れくさくて話題を逸そらしたいのか、ライオネルが幼おさな馴な染じみの無茶を思い返して溜息を吐いた。シルフィアも同感だと頷うなずいて返す。

　確かにミリーのドレスは素敵だった。それが母から譲ゆずり受けたものならば、多少無理をしてでも着たいと思う気持ちも分かる。

　だが気を失うまで無理をするのはいただけない。

　まったくと言いたげにシルフィアが溜息を吐けば、ライオネルが「あの兄妹きようだいは昔からそうだ」と笑った。

　曰く、ミリーは昔から一つのことを考えると他所よそが見えなくなる性格だったらしい。そして兄のヘンリーはといえば、ミリーの事を考えるとこれまた他所が見えなくなるのだ。

　変わらないとライオネルが肩を竦すくめる。諦あきらめどころか慣れすら感じさせるその表情に、シルフィアが苦く笑しようを浮かべた。

「だが今回はさすがに俺も焦あせったな。シルフィアが一いつ緒しよに居てくれてよかった」

「いえ、私は何もできませんでした。むしろ咄とつ嗟さにミリー様を抱だき上げるなんて失礼な真似まねをしてしまい……」

「失礼なんて、助けてもらってミリーは感謝しているはずだ。だけどよく抱きかかえて運ぶだけで済んだな。いつも君は拳こぶしを握ったり物ぶつ騒そうなことを言うから、あのまま投げ技わざを決めるかと思ったよ」

　ライオネルに冗談めかされ、シルフィアがわざとらしく「まぁ、そんな」と声をあげた。

　確かに自分は無意識で拳を握ったり、咄嗟に戦うシミュレーションをしたりと物騒だ。

　……だけど。

「ミリー様に対してはそんなことはいたしません」

「そうだよな。……ミリーに対して『は』？　俺は、俺の場合はどうなんだ？」

　俺のことも投げないよな？　とライオネルが必死になって尋たずねてくる。

　これに対しシルフィアは上品に笑い、わざとらしく景色を眺ながめだした。

　傍はた目めには令れい嬢じようの思わせぶりな意地悪と、それに振り回される凜り々りしい好青年として映るだろう。実際にはシルフィアは上品に笑うことで言葉を濁にごしているにすぎないのだが。




　そうしてシルフィアが品よく笑いつつ、庭園へとつながる階段を下りる。

　だがその途と中ちゆう、吹ふき抜ぬける風に驚おどろいて顔を背そむけた。木々が揺れる。

「なんでしょうか、突然こんな強い風が……」

　季節柄がらなのか、もしくは建物の構造的に風が吹き抜けやすいのか、突とつ風ぷうとさえ言える風だった。だが大事は無かったとシルフィアが顔を上げ、次の瞬しゆん間かん、己おのれへと向かってくる色いろ鮮あざやかな布に目を見開いた。

　まるで自分を覆おおうような、それどころか体たい軀くを広げて襲おそいかかる動物のようだ。

　思わず小さく悲鳴をあげ、後ろに下がり避よけようとし……。

　ズルと靴くつ底ぞこを滑すべらせた。バランスを崩くずし、体が不自然に揺れる。

　落ちる、と咄嗟に恐きよう怖ふで目をつぶった。

「シルフィア！」

　聞こえてきたのはライオネルの声だ。

　それと同時にシルフィアの腕が強く摑つかまれる。

　だが腕を引かれるには遅おそく、シルフィアの体は重力に逆らえず階段下へ倒たおれこみ……。




　そして見事に着地した。

　それもなぜかライオネルをお姫ひめ様さま抱っこの状態で受け止めながら。




　シンと静かな空気が漂ただよう。

　正確に言えば会場からの音楽や談笑の声が聞こえてくるのだが、そんなものはこの凍こおり付いた空気に弾はじかれてしまっている。少なくとも、シルフィアの耳には届かない。

「……これは……もしかして、トキ恋のスチルの再現……？」

「シルフィア、とりあえず降ろしてくれ……」

　ライオネルの力ない訴うつたえに、はたと我われに返ったシルフィアが慌てて彼を降ろした。次いでよろよろと歩くとベンチに腰こし掛かけ、盛せい大だいに溜ため息いきを吐ついて肩かたを落とす。

　いったいどこの世界に公こう爵しやく家子息をお姫様抱っこで受け止める令嬢がいるというのか。己の中で令嬢力が急速に減っていく気がする。

「シルフィア……その……無事で、よかった」

「え、えぇ……ライオネル様も……」

　互たがいに顔を背け、上うわ擦ずった声で無事を確かく認にんし合う。何とも言えない空気だ。

　チラとシルフィアが足元を見れば、大きめの布が一枚地面に落ちていた。どこから落ちてきたのかと見上げると、三階上の一室の窓が開いている。おおかた突風を受けてカーテンが外れてしまったのだろう。

　今となっては原因などどうでもいい気がするが。

「……ライオネル様をお姫様抱っこなんて。私はなんてことを……」

「まぁ、済んだことだし気にしないようにしよう。それより、俺は投げ飛ばされなくてよかったと喜んでおこうかな」

　ライオネルが冗じよう談だんめかして笑い、シルフィアの隣となりに腰こしを下ろした。あまりにシルフィアが落らく胆たんするので気を遣つかってくれているのだろう。

　その優やさしさを受け、シルフィアも小さく微笑ほほえむ程度の余よ裕ゆうは出来た。むしろこれ以上の落胆は、助けようとしてくれた彼の好意を無下にし更さらなる無礼となるだろう。

　だからこそ気持ちを切り替え、自分の手元に視線を落とした。

「……手が」

「手？　あぁ、手首の飾かざりが切れたのか」

「飾り……。本当ですね、どこかに落としてしまったんでしょうか」

　手首にはめていたブレスレットが右側だけ無くなっていることに気付き、周囲を見回す。だがどのタイミングで落としたのか分からなければ捜さがしようもなく、高価なものでは無かったからと早々に諦めることにした。

　それよりも気になるのは、手首ではなく手そのものだ。

「私、拳を握にぎっておりません」

「ん？　そうだな」

「咄嗟にライオネル様に腕うでを摑まれた時も、驚きはしましたが、拳を握ることなく受け止めましたし……」

　以前のシルフィアなら、ライオネルに腕を摑まれた瞬しゆん間かんに振ふり払はらい、拳を握りしめていたはずだ。制せい御ぎよしきれない己の闘とう争そう心を思えば、「驚きよう愕がくしたことで力が入って解ほどけない」といまだに強く拳を握っていてもおかしくない。

　もしくは、ライオネルが冗談で言ったように彼を投げ飛ばしていた可能性だってある。

　我ながら令嬢らしさの欠片かけらもない行動だが、今までを考えればそうなっていてもおかしくなかった。

　だが今のシルフィアの気持ちは落ち着いており、闘争心は湧わいていない。拳も握っておらず、試ためしにと軽く握ってみても力は入らない。

「ライオネル様を打ち倒そうという気持ちが薄うすまっているのでしょうか？」

「俺に聞かれても困るな。というか、そもそもどうしてシルフィアは俺に対して闘争心があるんだ？」

　今いま更さらながらの質問に、シルフィアはチラと横目で彼を見た。

（ライオネル様には前世の記き憶おくがない。それなのにこんな馬ば鹿か々々しい話をしてしまって良いいのかしら……）

　彼からしてみれば、『前世の記憶』自体がわけの分からない話のはずだ。

　更に『そうだと思っていたが関係なかったゲームの記き憶おく』だなどと、話しても混乱させるだけである。それが爵位を奪うばい合うというとんでもない設定ならばなおさら、彼の中で疑問を増させてしまうに違ちがいない。

　……だけど。

「とんでもなくおかしな話をするんですが、怒おこらず呆あきれず聞いてくださいますか？」

　そう、シルフィアが様子を窺うかがいつつライオネルに尋ねた。

　馬鹿げた話だ。彼を困らせるだけである。それが分かっていても、きちんと話さなければと思えてきたのだ。

　自分の勘かん違ちがいを含ふくめて、彼に理解してほしいと思う。

　その思いのまま問えば、ライオネルが苦笑を浮うかべた。

「君が俺を打ち倒さず、投げず、ちゃんと話してくれるなら、喜んで聞かせてもらうよ」

　苦笑交じりの彼に促うながされ、シルフィアは深く一度息を吐くとゆっくりと話し出した。




　シルフィアがライオネルに闘争心を抱き、事あるごとに拳こぶしを握ってしまうのは、『社交界ロワイヤル』という前世のゲームが原因だ。

　貴族が爵位を奪い合うバトルアクションゲーム。そのゲームでは公爵家子息が最終戦の相手であり、彼を倒してようやくゲームはクリアとなる。

　この世界がその『社交界ロワイヤル』だと勘違いし、いずれ戦いの日がくるのだと、そして最後にライオネルと戦うのだと考えて鍛きたえ上げていた。

　その全すべてが間違いだと分かった今、令れい嬢じようらしく振る舞まい、トレーニングを封ふう印いんしている。己の闘争心を鎮しずめようとしているのだ。

　だが十年かけて鍛え上げた肉体と闘争心は簡単には収まらず、無意識に拳を握らせてしまう。

「なるほど、それで俺を見ると拳を握ってたんだな」

「今になって思えば、馬鹿な勘違いでした。なので一から令嬢としてやり直しているのですが、ついライオネル様を相手に拳を握ってしまったり、気を抜くとトレーニングをしてしまって……」

　ふとした瞬間にダンベルを持ち、懸けん垂すい用の器具にぶら下がって悩なやみこんでしまう。そうシルフィアが己の未熟さを嘆なげけば、ライオネルが「そうか……」と小さく呟つぶやいた。

　彼の表情はなんとも言えず複雑そうだ。元より理解しがたい前世の話、それも馬鹿々々しい設定のゲームの話をされたのだから仕方あるまい。

　なんと答えるべきか悩んでいるのだろうか、彼はしばらく他所よそを見つめたのち、結論が出たと言わんばかりにぱっとこちらを向いた。

「別に、無理して全てを変えようとしなくても良いんじゃないか？」

　あっさりとした口調でシルフィアに提案してくる。

「……え？」

「そりゃ、俺を倒たおすだの爵位を奪い合うだのと物ぶつ騒そうな考えは認められない。でも今まで鍛えてきたことや、トレーニングが習慣付いていることまでは否定しなくても良いだろ」

「ですが……。全ては勘違いですし」

「確かに勘違いだが、シルフィアが十年間努力したことは事実だ。一からやり直すなんて言わずに、今までを受け入れてこれから先を考えればいいじゃないか」

　なぁ、と同意を求め、ライオネルが諭さとすように微笑む。

　緩ゆるやかな風が彼の銀の髪かみを揺ゆらし、翡ひ翠すい色の瞳ひとみがシルフィアを見つめる。優しい瞳だ。『勘違いの末に闘争心を抱いだいていた』と物騒なことを言う令嬢に向ける瞳ではない。

　これは、友人を励はげまし諭す瞳だ。

「……これからも拳を握ってしまうかもしれません。ライオネル様も困りますでしょう」

「理由が分かれば別に構わないさ。それにたとえ拳を握っても、その後に開けばいい」

「でも……」

「勘違いして、鍛え上げて、時折物騒なことを言う。それも含めて俺は君を素す敵てきだと思ってる。だから一からなんて言わないでくれ」

　ライオネルの声こわ色いろははっきりとしており、噓うそをついている様子はない。

　彼の手がシルフィアの手へと伸のばされ、手の甲こうに触ふれるとそっと覆おおうように添そえられた。驚おどろいたシルフィアが咄とつ嗟さに拳を握り、そして握ってしまったことに「またやってしまった」と嘆きの声をあげる。

　だがライオネルは表情を変えず、手を引くこともない。シルフィアが咄嗟に拳を握ってしまっても、彼の手は変わらずシルフィアの手を覆っている。

「ほら、拳を握っていても問題ないだろう。俺としてはこのままでも良いし、手を開いても良い。なんだったら、手を開いて、指を絡からめてくれても良いんだけど」

「まぁ、ライオネル様ってば」

　シルフィアが小さく笑えみを零こぼし、握った拳から力を抜ぬいた。

　彼の手は変わらず自分の手を覆っている。ゆっくりと手を開いてもそれは変わらない。
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　それどころか残念そうに「指は絡めてくれないのか」と笑った。

「それなら、エスコートはさせてもらおうか。そろそろミリーの着き替がえも終わるだろう」

「えぇ、お願い致いたします」

「早く戻もどらないと、コルセットから解放されたミリーが会場中の食事を食べつくしてるかもしれないしな」

　ライオネルが立ち上がり、シルフィアもそれに続く。

　手の甲を覆うように添えられていた彼の手がスルリと滑すべり、今度は手のひらに触れて柔やわらかく握にぎってきた。

　口調こそいつも通りで冗じよう談だん交じり、それでいてエスコートはさすがと言えるほどにスマート。そんなライオネルに促され、シルフィアも応こたえるように彼の手を握り返した。







　そうして再びパーティーの場に戻れば、新しいドレスを纏まとったミリーがパタパタと駆かけ寄ってきた。

　助けてくれたシルフィアとライオネルに感謝を示す。彼女の顔色は良く、声も潑はつ剌らつとしている。なにより朗ほがらかな笑顔はいつも通りのミリーのもので、彼女の体調が快復したと一目でわかる。

　良かった、とシルフィアが安あん堵どし、次いでライオネルを見上げた。彼もミリーの快復に安堵し、そして「せっかくの料理を食べ損そこねるところだった」という彼女らしい発言に苦く笑しようを浮かべている。シルフィアの視線に気付いて肩かたを竦すくめるのは、先程の冗談があながち間違いではなかったと言いたいのだろうか。

「ミリー様、大事無いようでなによりです。ですが楽になったからとはいえ食べ過ぎはいけませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。着替える前は何も食べてなかったし、着替えてからも料理を少しと、ケーキを三つしか食べてないわ」

「それはよかっ……ケーキを三つ」

「えぇ、あとタルトとチョコレートケーキと、マフィンで終わりにするつもり。それと締しめのローストビーフ」

　それで今日は我が慢まんするわ、と上じよう機き嫌げんでミリーが料理へと向かっていく。

　重量的には軽いとは言えないが、気分的には軽い足取りと言えるだろう。嬉うれしそうな背中だ。きついドレスに押し込められていた肉体が、今は自由を得てもちもちとしている。

「ピギー様、些いささかコルセットが緩いようですね。私が締め直させて頂きます」

「ミリー、そこまでにしておけ！　引きちぎられるぞ！」

　冷ややかに言い放ちシルフィアがミリーを追えば、ライオネルが青ざめて声をあげた。
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　今までを受け入れて、これからを考える。

　ライオネルの言葉は不思議とシルフィアの胸に響ひびいた。いや、響くどころか、ストンと落ち、凝こり固まった考えを払ふつ拭しよくしてくれた。大おお袈げ裟さな表現だがそれほどまでなのだ。

『社交界ロワイヤル』を思い出してから今日にいたるまでの十年間は、確かに勘かん違ちがいではあったが無む駄だではなかった。そう考えると気持ちが晴れやかになる。

　視界が開けた気分だ。

　それと同時に抱くのが、ミリーはなぜこれほど太ってしまったのかという疑問。

　今までを受け入れるからこそ、今に至るまでを考えるべきだろう。
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「なぜと言われても……。とにかく食べ過ぎてしまったのよね」

　今までの自分を振ふり返りながらミリーが話す。……クッキーを片手に。

　シルフィアがすかさず彼女の手から抜き取り、「ですが」と話を続けた。

　その動きのしなやかで華か麗れいなことといったらなく、最近では会話を止めることなく攻こう防ぼうをするまでに成長している。お互たがい微笑ほほえみ雑談を交かわし、手元ではクッキーやマフィンを取り出しては奪うばってを繰くり広げる……。

　まったく嬉しくない慣れだ。

　ライオネルが「シルフィアが一勝」と呟つぶやきつつ手帳になにやら書き込んでいるが、勝敗の結果を書き留めているのだろうか。

「ですが、アドセン家の方々はなにも仰おつしやらなかったんですか？　ミリー様のご両親は、どこぞの押し倒せ夫人や外見詐さ欺ぎ夫君と違い、まともで誠実な方です。強くは言わずとも、注意ぐらいは……」

「今になってみれば、お父様もお母様も気にかけていたみたいだけど……。お兄様が、ね」

　兄からの溺でき愛あいを思い出しているのか、ミリーが苦笑を浮うかべて肩を竦めた。

　それを見て、シルフィアの脳のう裏りにヘンリーの姿が浮かぶ。

　細身で儚はかなげな青年。幼少時から体が弱いらしく、普ふ段だんは療りよう養ようの地にこもっている。

　病弱で、そしてなにより……妹を大事に考えている。

　なにせ先日のパーティーから数日後、シルフィアのもとに『ミリー報告会』の招待状が届いたのだ。曰いわく学園でのミリーの様子をシルフィア視点で聞きたいらしく、冗談ではなく本気だったのかとシルフィアも青ざめたほどである。

　たとえ妹溺愛兄による妹報告会とはいえ公こう爵しやく家からの誘さそいを断れるわけがなく、渋しぶ々しぶだが応じることにした。当日、同席していたライオネルが眉み間けんに皺しわを寄せ「俺は招待状じゃなくて召しよう集しゆう状だった」とぼやいていたのも良い思い出である。どうやら彼には拒きよ否ひ権が無かったようだ。

　報告会のことを振り返りつつシルフィアが話せば、ミリーが頰ほおを赤くさせて制止してきた。

「もう、シルフィアってばあの時のことは言わないで！　あれはお兄様が勝手に仕組んだのよ！　もう忘れて！」

「かしこまりました。途と中ちゆうでミリー様が『お兄様ってば恥はずかしい事しないで！』と部屋に飛び込んできて解散となった事も含ふくめて、すべて忘れますね」

「まだ鮮せん明めいに覚えてるのね。忘れて、すぐに忘れて！」

　ミリーがもとよりふくよかな頰をより膨ふくらませて訴うつたえる。もっちりとした白い頰がぷくと膨らむ様は愛らしいを通り越こして美味おいしそうだ。上質の白パンである。

　だがさすがに煽あおりすぎたと反省し、シルフィアは苦笑と共に謝罪し、「それで」と話を改めた。

　そもそも今話題にすべきは先日のミリー報告会ではない。どうしてミリーがここまで太ってしまったかだ。

「ヘンリーは性格も大人しく病弱な体質もあってか、アドセン夫妻は昔から彼に強く出られないんだ。そのヘンリーの最大の趣しゆ味みが、ミリーを溺愛し、望むままに食べさせることだからな……」

「なるほど、それは確かに周囲も見み逃のがしてしまうかもしれませんね」

　もとより病弱な兄と、両親を亡なくして養子に入った妹。

　そんな二人が食を通じて幸せを得る……となれば、両親も注意しにくいだろう。それどころかライオネルが言うには、夫妻は多少気にはかけていたものの殆ほとんど微笑ましく見守っていたらしい。

　溺愛する兄、見守る両親。その結果、ミリーはすくすくと……だいぶすくすくと育ったのだ。すくすくもちもちと。

　これは根深い問題、とシルフィアが溜ため息いきを吐つく。

　それとほぼ同時に、「でも、ミリー様は不健康ではないよね」と声が掛かけられた。

　ルーファスだ。

　今日も変わらず丸太を担かつぎ、窓の外からこちらを覗のぞいている。

「ルーファス、可愛かわいい天使ルー。庭に勝手に建てている小屋の進しん捗ちよくはどう？」

「順調だよ。この間、父様が『私はなにも気付いていないけど、ブランコなんかもあれば良いんじゃないかな』って言ってきたから、小屋の横にブランコを造る予定なんだ。父様と母様が二人で過ごせるように二人乗りさ！」

「なんという天使……！　逞たくましく優やさしく、そして愛を支えるキューピッド！　ところで、ミリー様が不健康ではないってどういうこと？」

　弟を褒ほめ称たたえた後にあっさりと本題に切り替かえれば、ルーファスが割って入ってきたことを詫わびつつ説明しだした。

　曰く、ルーファスが見たところミリーは確かに太ってはいるが健康体。瘦やせた方が良いには良いが、深刻に悩なやむ程ほどのものでもない……と。

　その話に、シルフィアとライオネルがミリーへと視線を向けた。もっちりもちもちと横よこ幅はばのあるミリーは、不ふ摂せつ生せいの賜たまもの、不健康だと思っていたが……。

「確かに、お医者様に不摂生を咎とがめられた事はないわ。定期的に診みて頂いているけど、健康面では問題は無いって」

「そうなんですか？　お菓か子しを食べるけど、そのぶん野菜も食べるからでしょうか？　そういえば、昔からヘンリー様と毎日散歩をしていたとも仰っていましたね」

「お医者様には『ミリー様は至って健康です』と太たい鼓こ判ばんを押されてるのよ。どういうわけか、毎年お兄様が誇ほこってくるくらい」

　自分の体を見下ろしながら話すミリーは、己おのれの事ながら不思議だと言いたげだ。

　彼女自身、太っている自分が健康体という事に納なつ得とくがいかないのだろう。試ためしにとむにりとお腹なかを揉もみ、次いで二の腕うでをもにもにと揉み始めた。

　だがルーファスやミリーの言う通り、ミリーは太ってはいるが不健康そうな印象はない。肌はだは白いが健康的だし、パーティーの時こそ無理が祟たたって具合を悪くしたが、それ以外で彼女が不調を訴える事もない。

　暴食を抜ぬかせば生活だって健康的そのもの。早はや寝ね早起き、それに決まった時間に散歩もしている。むしろ理想的とさえ言えるかもしれない。

　思い返してみれば、学園内の散歩をしている時も、彼女の歩みはシルフィアやライオネルと同じ程度の速さ、体力が早々に尽つきるということもなかった。……食べ物に惹ひかれて寄り道しかけることは多々あるが。

（隙すきあらばお菓子を食べるけど、野菜も食べてるし偏へん食しよくの傾けい向こうも無いのよね。そういえば、ヘンリー様から送られてくるお菓子も、健康に良さそうなものが多かったわ）

　むやみやたらと食べさせていたわけではないのか。

　そう考えてシルフィアがミリーを見つめた。確かにもっちりしているが、彼女は健康だ。

　なにより、ミリーに食べさせていたのは公爵夫妻とヘンリーではないか。

「それなら、勘かん当どうエンドにならないのかもしれませんよ」

「どういうこと？」

「だってミリー様のご両親やヘンリー様は、美味しい料理を食べるミリー様を大事にしていらっしゃるんでしょう？　むしろ、自分達の方から食べさせておいて勘当なんて、おかしな話ではありませんか」

　体形こそもっちりとしているが、ミリーほど優すぐれて慕したわれている令れい嬢じようはいない。

　朗ほがらかな彼女はいまや学園の人気者だ。

　普ふ通つうなら畏い縮しゆくしかねない公爵家という立場でありながら、親しみやすく慈じ愛あいに満ちている。そのうえ見た目は親近感を湧わかせるもっちり……。これが人気の秘密だろう。もちろん友情に厚い内面が一番の要因だが。

「ゲームの勘当エンドは堕だ落らくした生活を咎められてのものです。今のミリー様は真逆じゃないですか」

「そう、かしら……？」

　いまいちピンとこないとミリーが自分を見下ろし、むにっと腹部を摘つまんだ。「こんな体形で？」とでも言いたいのだろうか。

　それにフォローを入れたのはライオネルだ。ゲームの話になるとついてこられないのか、いまいち分からないと言いたげな顔をしている。

「ミリーが前世の記き憶おくがどうのと言い出した時に、俺も言ったよ。アドセン夫妻もヘンリーもミリーを大事にしてる。彼等は頼たのまれたってミリーを手放すわけがないって」

「ライオネル……。そうね、確かに貴方あなたに言われたわ。でもゲームでは……」

「ゲームでは、だろ？　不安ならいっそ家族に打ち明けてみたらどうだ。そりゃ前世だのゲームだのおかしな話だが、ちゃんと聞いてくれるよ」

　悩むより、いっそ打ち明けてしまった方が良い。

　断言するライオネルの言葉に、告げられたミリーはもちろんシルフィアも目を丸くした。

　こんなおかしな話を自分達以外に……？　と、怪け訝げんに彼を見る。

　だがライオネルはそんな視線を向けてくる方がおかしいと言いたげだ。堂々としており、果てには「当然だろ」と言い切ってしまった。

「そりゃ変な話をむやみやたらと言いふらせとは言わないが、信しん頼らい出来る人には打ち明けて相談したって良いじゃないか」

「でもライオネル、こんな話をしたって……」

「俺は分からないけど受け止めたよ。それはミリーの友人だからだ。アドセン夫妻やヘンリーだって同じはずだ。むしろ自分達に相談せず、勘当されると悩んでいると知った方がショックだと思う」

　ライオネルがまっすぐにミリーを見つめる。

　彼には前世の記憶も無く、乙女おとめゲームの知識も無い。ゲームとは無関係の、ミリー・アドセンの幼おさな馴な染じみとしての意見だ。

　だからこそミリーの胸に届いたのか、彼女はほぅと深く息を吐き「そうよね……」と小さく呟つぶやいた。肩かたの力が抜けたかのような表情だ。

　だが次の瞬しゆん間かん、カッと目を見開くと共に勢いよく立ち上がった。再び発せられる「そうよね！」という言葉には、先程の安あん堵どの色より気合いが満ち溢あふれている。

「お父様もお母様もお兄様も、私を不摂生だからと見捨てるような事はしないわ！　ちゃんと皆みんなからの愛を感じてる。だからこそきちんと向き合うべきだわ！」

「向き合うって、どうなさるおつもりですか？」

「これからお兄様達のいる別べつ荘そうに遊びに行くの。そこで皆にすべて話すわ」

　宣言するミリーの表情には決意の色が宿っている。

　明日から学園は数日の連休に入り、そこで兄達のいる別荘に遊びに行く予定だったという。その話はシルフィアもミリーから聞いている。──「会いに行かないとお兄様が拗すねちゃうのよ」と肩を竦すくめつつ満まん更ざらでもなさそうに話していた──

　そこで自分の前世の記憶やゲームの事を話し、そして自分に勘当エンドの可能性があるのかを尋たずねるという。

　なんとも強ごう引いんな手段である。話をされたアドセン夫妻やヘンリーはさぞや驚おどろく事だろう。

　だがこの強引さもなんともミリーらしい。もっちりとした彼女の体には、決断力と行動力が詰つまっているのだ。

　シルフィアとライオネルが顔を見合わせ苦く笑しようを浮うかべた。こんな真っ直すぐな性格のミリーを、いったいどうして勘当なんて出来るのだろうか。

「きっと受け入れてもらえると思いますよ」

「えぇ、ありがとうシルフィア。でも、受け入れられても私が瘦せるのには協力してね」

　お願いよ、と甘えるような瞳ひとみで見つめられ、シルフィアが微笑ほほえんで頷うなずいた。

「仮にミリー様が受け入れられたとしても、もちろん協力いたします。……それに私達の戦いにはきちんと決着をつけましょう、ピギー様」

　闘とう志しを宿しながらシルフィアが告げ、いつの間にかクッキーを手にしていたミリーの手をすんでの所で摑つかんだ。ライオネルが「シルフィアの一勝」と手帳に書き記す。




　学園の休みはたった三日。

　戻もどってくればまたミリー改めピギーとの攻こう防ぼうが再開される。賑にぎやかで楽しい日々だ。




　……そう、シルフィアは思っていた。
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　休きゆう暇かが終わり再び学園に通う。

　だがそこにミリーの姿はなく、教師が説明する『諸事情による休み』も、二日、三日、と続けば疑わしくなってくる。

　そのうえ、案じてアドセン家を尋ねても門もん前ぜん払ばらいなのだ。玄げん関かん先さきでメイドに申し訳なさそうに謝られれば押し通るわけにもいかず、伝言を託たくすしかない。




「私の他ほかにもアドセン家を訪問した方がいるのですが、誰だれもミリー様には会えず、詳くわしい事も聞けなかったと仰おつしやってました。ライオネル様は何かご存じですか？」

「俺も同じだ。昨日アドセン家に行ってみたが、青ざめたメイドが帰ってくれの一点張りだ」

「ライオネル様まで!?」

　思わずシルフィアが声をあげた。ライオネルは公こう爵しやく家、それも昔からアドセン家と親しくしている。いかに事情があろうとも、彼の訪問を無下にするのは許されることではない。

　だがライオネルがアドセン家を訪ねても他と同様に門前払い。アドセン家当主ですら顔を出さなかったのだという。

「もしもミリーが病気や怪け我がで出てこられないとしても、普通は夫妻のどちらかが顔を見せるはずだ。なのに誰も出てこない。それに、屋や敷しきの空気もいつもと違ちがっていた気がする」

「違っていた？」

「あぁ、なんというか張りつめているような、息苦しさがあった」

　門前払いをくらった時のアドセン家の事を思い出しているのか、ライオネルの口調は重い。眉み間けんに皺しわが寄り、瞳も鋭するどく、冷ややかな空気すら漂ただよわせている。

　彼まで門前払いでミリーに会えていないと知れば、シルフィアの胸に湧いていたざわつきがより嵩かさを増していった。思わずぎゅっと制服の胸むな元もとを摑み、弱々しい声でミリーの名を呼ぶ。

　休みに入る前まで、ミリーは普ふ段だん通り変わらず元気な愛らしい令嬢だった。冗じよう談だんには笑い、優やさしく微笑み、そして隙あらばクッキーを食べようとする食いしん坊ぼう。

　あやふやな理由で学園を休み、そのうえ案じてやってきた客を事情も話さず帰すような真似まねはしないはずだ。

　だからこそ、何かあったのだと分かる。

「……アドセン家の方に前世の記憶や乙女ゲームについて話をすると仰っていましたが、そこで何かあったのでしょうか」

「分からないが、とにかく今日もアドセン家に行ってみるつもりだ。シルフィア、君も一いつ緒しよに来るか？」

「えぇ、もちろんです！」

　ライオネルに誘さそわれ、シルフィアは力強く頷いて返した。







　不安なままに学園生活を終え、急ぎマードレイ家に戻る。

　出で迎むかえてくれたのはクレアだ。彼女は落ち着きのないシルフィアにどうしたのかと尋ね……、

「ライオネル様が迎えにくるのね。馬車の中で二人きり……チャンスよ！」

　と、歓かん喜きの声をあげた。

　咎とがめる気にもならず、シルフィアが俯うつむいて力なく「そうね……」と聞き流せば、娘むすめの反応にクレアがぎょっとした。きっと普段通り叱しつ咤たが返ってくると思っていたのだろう。

「シルフィア、どうしたの？　ライオネル様とアドセン家に遊びに行くんじゃないの？」

「……違うわ。ミリー様が最近学校にいらしてなくて、事情も分からないの。だからライオネル様と一緒にお伺うかがいするんだけど、もしかしたら行ってもミリー様に会えないかも……」

　公爵家のライオネルでさえ門前払いだったのだ。下の上でしかない男爵家のシルフィアが同行したところでなにも変わらない。そもそもシルフィアも門前払いをくらっている。

　行ったところでミリーに会える保証はない。

　そう項うな垂だれつつシルフィアが話せば、クレアが肩に手を置いてきた。優しく肩を撫なで、次いで抱だきしめてくる。

「お母様……」

「いつも一人だった貴女あなたが、いつの間にか友達の為ために行動出来るようになったのね」

「でも、行ったところでミリー様に会えるか分からないわ……」

「それでも行きなさい。マードレイ家の女なら行動あるのみよ！」

　ぎゅっと一度強く抱きしめ、クレアが鼓こ舞ぶしてくる。

「私の娘なんだから」という言葉に、シルフィアも頷いて返した。

　このクレア・マードレイの娘が、不安ともしもの可能性で気弱になっていて良いわけがない。

「そうね。マードレイ家の娘だもの、そう簡単に門前払いなんてされてやらないわ！」

「その意気よ。さすが私の娘。逞たくましいのは体だけじゃないわね」

　抱きしめていたクレアの手が、今度はシルフィアの頭を撫でた。

「立派に成長して」と褒ほめてはいるが、頭を撫でる手の動きはまるで子ども相手のようではないか。気弱になった事を含ふくめて子ども扱あつかいしているのだろう。

　シルフィアが恥はずかしくなり母の手からスルリと抜ぬけ、気合いも新たに拳こぶしを握にぎった。

「押し倒たおしはしないけど、押し通してミリー様にお会いしてみせるわ！」

　高らかなシルフィアの宣言に、クレアの拍はく手しゆが加わる。

　丸太を担かついだルーファスが通りかかり公爵家の馬車が到とう着ちやくした事を告げてきたのは、ちょうどその時である。







　ライオネルが乗ってきた馬車にシルフィアも乗り込み、アドセン家へと向かう。

　だが屋敷に着くなり壮そう年ねんのメイドが出てきて、開口一番に「お通し出来ません」と謝罪し頭を下げた。申し訳なさそうな顔をしているが、はっきりとした口調からは一歩も通すまいとしているのが分かる。

　顔見知りなのか、ライオネルが頼たのみ込むようにメイドの名前を呼んだ。メイドの顔に陰かげりが見え、痛々しそうに目を伏ふせてしまう。

「ライオネル様の頼みとはいえ……」

「それならせめて何が起こっているのか教えてくれ。ミリーに会えなくても、事情が分かれば俺たちも安心出来る」

「……申し訳ありません。何もお伝え出来ません」

　メイドが深く頭を下げる。その姿から漂う悲ひ愴そう感といったら無く、追つい及きゆうするのを躊躇ためらわせる。

　クレア相手には「押し通してでも」と宣言していたシルフィアでさえ、こうも謝罪の姿勢を見せられると言い淀よどんでしまう。

　彼女とて許されるのならば通したいはずだ。仕える主人を案じてくれた者達を無下になど出来るわけが無く、仮に体調が優すぐれず会わせられないとしても、病状の説明ならば出来るはず。

　だがメイドは謝罪の言葉以外は一いつ切さい口にしない。

　頑かたくなとさえ言える姿に、ライオネルが僅わずかに考えた。

「……伝えられないのか」

　ライオネルが呟つぶやくと、メイドがより深く頭を下げる。腰こしを痛めかねないほどの姿勢に、シルフィアが声をかけて顔を上げさせた。

「何も伝えられないということは、伝えるべき事態があるということだな」

「ライオネル様、それは……」

「話すことを禁じられているなら話さなくて良いい。ただ……たとえば、見せたり、読ませたりするのは命令違い反はんにならないだろう」

　裏をかこうとするライオネルの提案に、メイドが息を吞のむ。

　もしも彼女が『誰にも事情を話すな』と命じられているのなら、確かに見せたり読ませたりは命令に背そむいたことにならない。

　だがさすがに無理があるとライオネル自身も分かっているのか、躊躇うメイドを気き遣づかい「責任は俺がとる」と背を押した。

「……少々、お待ち頂けますでしょうか」

「あぁ、頼む」

　一度頭を下げてメイドが屋敷へと戻もどっていく。どことなく足早なのは後ろめたさからか。

　それを見届け、シルフィアは深く息を吐はいた。ひとまず門もん前ぜん払ばらいは回かい避ひ出来そうだ。

（それにしても、また私は何も出来なかったわ。ライオネル様はなんて立派なのかしら……）

　感謝と尊敬の気持ちでライオネルを見上げれば、彼はシルフィアの視線に気付くと気まずそうに顔を背けてしまった。

　やたらと視線を泳がせ、銀の髪かみを雑に搔かく。気まずさを感じているのだろうか、しばらくシルフィアが見つめていると、居たたまれないと言いたげに「あれはな」と喋しやべり出した。

「咄とつ嗟さの手段というか、苦肉の策というか……。我われながら卑ひ怯きような言い分だと分かってる」

「卑怯、ですか？」

「『話すことを禁じられているなら見せてくれ』なんて、屁へ理り屈くつも良いところだ。だがそれほど急を要しているわけで、ああでもしないと埒らちがあかないと思ってだな」

　だから仕方なく、と弁明するライオネルの口調は、彼らしくなくたどたどしい。

　先さき程ほどメイドに提案した時とは打って変わって、なんとも落ち着きのない態度ではないか。

　それが妙みように面おも白しろく、シルフィアは小さく笑えみをこぼした。

「屁理屈だなんて思いません。ライオネル様は常に落ち着いて最善の対応を取れる方だと思っています」

「そ、そうか……？」

　ライオネルが安あん堵どの表情を浮うかべ、次いでふと視線をアドセン家の屋や敷しきへと向けた。

　先程屋敷に入っていったメイドが戻ってきたのだ。胸むな元もとに抱きかかえるように何かを持っているが、あれは……。

「手紙？」

　シルフィアが首を傾かしげるのとほぼ同時に、小走り気味に駆かけ寄ってきたメイドが手にしていた手紙を差し出した。

　質の良い封ふう筒とう。そこに書かれているのは【差出人　ヘンリー・アドセン】の文字。繊せん細さいな青年らしく文字を綴つづる線も細く、そして達筆だ。

　これがいったい何だと疑問を抱いだきつつ、窺うかがうように封筒を開け……。

　中に入っている書類に、達筆な文字で綴られる【退学届】に、ぎょっとして目を見張った。

「これは……!?」

「ミリーの退学届だ。なんでこんなものが……！」

　わけが分からないとライオネルが退学届を読み込む。

　その表情が次し第だいに陰り始め、次いで確信したかのように「ヘンリーの字だ」と呟いた。ミリーの退学届は、ヘンリーの字で不備なく書き記されている。

　彼の話にシルフィアも顔色を青ざめさせ、次いで封筒に便びん箋せんが入っていることに気付いた。

　そこに書かれているのは……。

「ミリー様が不ふ摂せつ生せいを咎められ、アドセン家を勘かん当どう……!?」

　思わずシルフィアが声を上げれば、横から覗のぞきこんだライオネルも息を吞む。

　便箋には細く達筆な字で、ミリーの退学に関する事情が書かれているのだ。




　不摂生な生活を見み兼かね、アドセン家はミリーを勘当する……と。




　達筆な文字で事情を書き記し、果てには書類の送付だけになったことを詫わびさえしている。最後に綴られているヘンリーの名も間ま違ちがいなく本物だ。便箋の奥に、自家の騒そう動どうを真しん摯しに詫びる公こう爵しやく子息の姿さえ浮かびそうなほどである。

　実際のミリーを知らなければ、いや、それどころかミリーの外見だけを見ていれば「養子入りした令れい嬢じようが爵位に見合わぬ不摂生を咎とがめられ勘当された」と信じ込んでしまいそうだ。

　それはまるで……。

「勘当エンド……？　だけど、どうして……」

「シルフィア、アドセン家の別べつ荘そうに行こう」

　混乱するシルフィアに、ライオネルが諭さとすように告げてくる。

　だがその声こわ色いろはどことなく厳しい。彼もまた事情が分からず、そして怒いかりを抱いているのだろう。

　見れば翡ひ翠すい色の瞳ひとみは鋭するどさを見せ、シルフィアの手元にある便箋を睨にらみつけている。仮にここにヘンリーが居れば、事情を聞くより先に摑つかみ掛かっていてもおかしくない。

　だがいかに幼おさな馴な染じみの行動に憤ふん慨がいしていても、冷静さは欠いていないようだ。

　メイドにチラと目配せするのは、ミリーの現在地を尋たずねているからだろう。シルフィアを宥なだめつつはっきりとした声色で「ミリーもそこ別荘にいるはずだ」と告げれば、彼の意図を察したメイドが小さく頷うなずいた。

　箝かん口こう令れいを強しいられた彼女は何も話せない。

　だが頷く事は出来る。

「シルフィア、今日は遅おそい、明日の早朝にアドセン家の別べつ荘そうに向かおう。朝一に出れば夜には着くはずだ」

「はい、参りましょう……！」

　退学届をぎゅっと握にぎりしめ、シルフィアがライオネルの後に続く。

　こんな忌いま忌ましい書類はすぐにでも破り捨ててしまいたいぐらいだ。

　チラと背後を振ふり返れば、メイドが深く頭を下げている。「お嬢様をどうかよろしくお願いいたします」と悲痛な声が聞こえてきた。
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　翌日早朝、まだ日も昇のぼり切らぬうちにシルフィアは目を覚ました。

　といっても心配と不安と混乱が入り混じってろくに眠ねむれなかったのだ。

　日々トレーニングを積み、強い肉体は健康な生活あってこそと考えていたシルフィアにとって、眠れず過ごす夜というのは初めての事である。

　布ふ団とんに入って目をつぶってもあれこれと考えてしまう。眠れても一時間程度。起きて考えて、また短い時間眠り……それをずっと繰くり返していた。

「……ミリー様、ご無事かしら」

　ぼんやりとする頭でマードレイ家の門に立ち、迎むかえの馬車を待つ。

　そんなシルフィアに横から声が掛かった。見れば、年若い青年……ではない、父エリオットだ。相変わらず顔が良いが、今のシルフィアにはそれに感心している余よ裕ゆうはない。

「シルフィア、クレアさんから聞いたよ。友達の為ためにがんばっているんだね」

「お父様……。でも、もしかしたらアドセン家の方と騒動を起こしてしまうかもしれないわ。突とつ然ぜん訪問して失礼だと咎とがめられてしまうかも」

　ミリーは友人だ。だが彼女は公爵家である。そのうえ今からヘンリーに事情を聞きに行こうとしており、いざとなれば彼と対立するかもしれない。

　格下の男爵家令嬢でしかないシルフィアにとって、公爵家子息であるヘンリーと対立など大問題だ。へたをすると家同士の問題となり、そうなった場合シルフィアどころかマードレイ家に咎がいくかもしれない。

　だがそれが分かっていてもミリーを助けに行きたいのだと訴うつたえれば、エリオットが優やさしく肩かたをさすってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、お前の信じる事をしなさい」

「お父様……」

「大事な友達のためなんだろう。令嬢力だのなんだのと言っているが、お前が優しくて良いい子だというのは皆みんな分かっているからね」

　父の手が優しくシルフィアの肩をさする。

　穏おだやかな声色だ。見た目はまったく父親の貫かん禄ろくを持ち合わせていないが、こういった時の優しさや包容力はさすがである。

「ありがとう、お父様」

　シルフィアが感謝を示し、エリオットに抱きつこうと、彼の背に腕うでを回した瞬しゆん間かん……、

「シ、シルフィア！　その男は誰だれだ!?」

　と慌あわてた声が響ひびき、抱きつこうとしていた腕をピタリと止めた。

　エリオットも同様、娘むすめからの抱ほう擁ようを受け止めようと腕を広げたまま静止し、きょとんと目を丸くしている。──父の驚おどろき顔はより年若く見せる──

　そんな二人のもとに駆け寄ってくるのはライオネルだ。馬車が止まるのも待ちきれないと飛び出し、慌ててシルフィアとエリオットの間に割って入ってくる。

「シルフィア、まさか俺の知らない男と逢おう瀬せを！　……エリオット殿どの」

「これはライオネル様、おはようございます」

「……申し訳ない、勘かん違ちがいをした。朝日のもと見る貴き殿でんはいつも以上に若く見えて、もはや俺達と同年代、むしろ年下の見知らぬ男に見えたんだ……」

　項うな垂だれながらライオネルが事情を説明する。ジリジリと後ろに下がるのは、己おのれの勘違いを恥はじているからだろうか。

　シルフィアが彼の腕をさすり「致いたし方ありません」とフォローを入れた。

　我が父ながらエリオットは見目がよくて若々しい。それが朝日のもととなればより輝かがやきを増し、二十代どころか十代後半に間違えられてもおかしくないほどなのだ。

「お父様は巷ちまたでは生き娘むすめの生き血を飲んでいると言われているほどの若々しさです。ライオネル様が見間違えるのも仕方ありません」

「そうですよ、ライオネル様。お恥ずかしい話ですが、間違えられるのはいつものことなので……。シルフィア、あの噂うわさは私なのか？　私のことなのか？」

「さぁ、参りましょう、ライオネル様！」

　エリオットの言葉を遮さえぎり、シルフィアがライオネルの腕を摑んで促うながす。

　早く発たてばそれだけ早くアドセン家の別べつ荘そうに着く。そう考えれば、噂の真相を知ろうと迫せまってくるエリオットに説明などしている余裕はない。







　馬車に乗り込み、アドセン家の別荘を目指す。

　ライオネルの手元にはミリーの退学届と事情を書き記した便びん箋せんが握られており、それに気付いたシルフィアは小さく息を吞のんだ。

　退学届も便箋も、どちらもヨレが酷ひどい。力のままに丸め潰つぶし、それでもと開いて皺を伸のばしたのだろう。くたびれた用紙は怒りと理性が葛かつ藤とうした証あかしだ。

　それを見つめるライオネルの表情は険しく、怒りと、不安と、混乱が綯ない交ぜになっている。宝石のような翡翠色の瞳も今は暗く、穏おん和わな彼らしくない張りつめた空気にシルフィアが案じて名前を呼んだ。

「ライオネル様……。大丈夫ですか？」

「あ、あぁ、すまない、考え事をしていた」

　はたと我われに返ってライオネルが苦く笑しようを浮うかべるが、その笑えみが誤ご魔ま化かしなのはシルフィアでも分かる。見目が良いだけに、取り繕つくろいきれない苦笑は痛々しい。

　彼の胸中はシルフィアよりも複雑なはずだ。

　なにせ、ライオネルは元々アドセン家と親しくしていた。彼にとってミリーは大事な友人であり、それと同じくらいヘンリーとも友情を築いてきたのだ。

　シルフィアのように、ヘンリーに対して単純に「勝手な行動を」と憤いきどおりを抱いだくだけではすまない。親友ミリーを案じる気持ちと、親友ヘンリーの突とつ飛ぴな行動を案じる気持ち、それらが入り乱れているのだろう。

「ヘンリーはミリーの事を大事にしていたはずだ。それは間違いない。なのにどうして退学届なんて書いたんだ。何を考えているのか分からないが、せめて一言相談してくれれば……」

　溜ため息いき交じりに心情を漏もらすライオネルの声は、思い詰めるような深みがある。

　シルフィアが彼の腕をさすり、その手から退学届と便箋をそっと抜ぬき取った。見ているだけでこちらの気持ちまで鬱うつ々うつとしてしまう。

　それを手早く折り畳たたむと、上着の胸ポケットにしまいこんだ。

「書類に問いかけてもヘンリー様からの返事は聞こえませんよ。直接聞くのが一番です」

「……そうだな、ありがとうシルフィア。直接ヘンリーに事情を聞いて、納なつ得とくいかない理由だったら一発殴なぐってやればいい」

　それで解決だとライオネルが笑う。

　公こう爵しやく家子息とは思えない物ぶつ騒そうな言い草だ。これが貴族間の揉もめ事の解決法とはお世辞にも言えない。

　だがこの言葉にシルフィアも苦笑を浮かべ、それが一番だと頷うなずいて返した。馬車の中であれこれと答えのない問答を繰り返して悩なやむより、当人に直接聞いてしまうのが手っ取り早い。

「その際の拳こぶしの握にぎり方ですが、親指を中に入れて握ると指を痛めてしまうおそれがあります。到とう着ちやくまで時間があるようですので、この機会に正しい握り方と狙ねらうべき箇か所しよをお教えいたします」

「シルフィア、俺も本気で殴ろうとは思ってないから大丈夫だ。ちょっとヘンリーを懲こらしめる程度だからな」

「……ライオネル様には、私の分もヘンリー様を殴って頂かないと気持ちが晴れません」

　ですから、と告げるシルフィアの声に、拗すねたような色が混ざる。

　いかなる理由があろうとも、相手は公爵家。押し通ることすら問題なのだから、殴ったりなどしたらどうなるか定さだかではない。下手すればマードレイ家もろとも社交界から弾はじきだされかねない。

　だからこそ、仮にライオネルがヘンリーに一いち撃げき見み舞まってやるのなら、その時はシルフィアの気持ちも込めて貰もらわねばならない。

　そう告げれば、ライオネルがきょとんと目を丸くし……、

「そうだな。それじゃ、二人分の気持ちを込めた一撃でヘンリーを目覚めさせてやらないとな」

　そう苦笑し、拳を握った。







　アドセン家の別荘に到着したのは、夕刻もすぎた頃ころ。ほぼ夜と言える時間だ。

　日は落ち周囲はすでに暗く、とりわけ自然に囲まれた土地は夜中のように静まっている。梟ふくろうの鳴き声が響き、鬱うつ蒼そうとした木々の隙すき間まから月の明かりが漏れる。

　日中ならば自然を感じさせる清せい涼りようの地と思えるだろう。この地で静かに過ごせば確かに療りよう養ようになる。

　だが夜に訪おとずれればその印象はがらりと一転し、薄うす気き味み悪さすら感じてしまう。一日馬車を走らせただけでこうも景色が変わるのかと、シルフィアは流れゆく景色を眺ながめつつ思った。

　屋や敷しきまであと少しというが、木々が生おい茂しげって屋敷の屋根すら見えない。

「暗くなると鬱蒼とするが、明るい時に来ると綺き麗れいな場所なんだ。俺も小さい頃から何度も遊びに来ている。ミリーがまだアドセン家に入るずっと前からヘンリーは彼女を溺でき愛あいしていたんだ。筋金入りと言えるな」

「まぁ、その頃から？」

「あぁ、当時から凄すごかったよ。俺とミリーが二人で遊ぶと不ふ機き嫌げんになって、自分の不調で遊べなかったのに、『どうしてライオネルだけミリーと遊ぶんだ』っていつも文句を言っていた。ミリーも優しいからヘンリーを気き遣づかって、彼が具合が悪くて遊びに出られない時は窓辺で三人で話すようになったんだ」

　当時を語るライオネルの表情は明るく、子ども時代の楽しさが胸によみがえったかのようだ。

　シルフィアもつられて表情を緩ゆるめる。なんて微笑ほほえましい話だろうか。

　きっとその光景は長閑のどかで温かいものだったのだろう。

　だがふとライオネルの表情が陰かげった。

「ミリーは元々この近くに住んでいたんだ。彼女の両親は貴族ではなかったが、アドセン家の夫妻とは昔から懇こん意いにしていたらしい。俺も遊びに来るたびに世話になっていたが、優やさしく明るい夫妻だったよ……」

　だけど……とライオネルが言葉を止める。

　優しく明るい夫妻。二人は不ふ慮りよの事故に遭あい、幼いミリーを残してこの世を去ってしまう。それはあまりに唐とう突とつで、防ぎようのないものだったらしい。

　一人残されたミリーは遠とお縁えんの会ったこともない親しん戚せきに引き取られることになったが、そこに待ったを掛かけたのがアドセン夫妻だ。

　友人夫妻の忘れ形見。公爵家ならば何不自由なく育てられる。ヘンリーの必死な懇こん願がんもあり、ミリーはアドセン家の養女になったという。

「ミリーもしばらくは落ち込んで笑わなくなったんだ。だけどヘンリーが常にそばにいて、ミリーを慰なぐさめてやっていた。俺も両親もミリーが心配でこまめに遊びに来ていたが、くるたびに明るさを取り戻もどしていて、ヘンリーには感謝してるんだ」

　ライオネルの話に、シルフィアがほっと安あん堵どした。

　過去の事とはいえ、不慮の事故で親を喪うしなった少女が塞ふさぎ込んでいる話は聞いていて胸が痛くなる。だが迎むかえ入れてくれた家族によって心の傷が癒いやされたと聞けば、我が事のように安堵が胸に湧わく。

　……そして同時に湧くのが、なぜヘンリーが今回のような行動に出たのかという疑問。

　昔からミリーを大事にし、彼女を妹として迎えてからは溺愛が増す一方。その溺愛ぶりは出会って数ヶ月のシルフィアだって分かるほどだ。

　なのにどうして、ミリーを勘かん当どうするのか。

　分からない、と小さく呟つぶやいたシルフィアの声に被かぶさるように、ガタと馬車が揺ゆれた。

　別べつ荘そうに到着したのだ。窓から覗のぞけば、さすが公爵家と言える立派な屋敷が建っている。木々に囲まれたその屋敷は、さながら物語に出てくるお城のような佇まいだ。

「シルフィアの言うとおりだ。何も聞かないことには始まらない……。ミリーの気持ちはもちろん、ヘンリーの気持ちも、すべて聞き出そう」

　拳を握り、ライオネルが馬車の扉とびらに手を掛ける。

　いよいよだとシルフィアも意気込み、彼に続いて馬車を降りた。







　アドセン家の別荘を訪問しても、険しい顔の警備が出てきて帰宅を言い渡わたされるだけだった。

　本邸と同じ。それどころか本邸の時に対応したメイドのような申し訳なさはなく、ライオネル相手だというのに「お通し出来ません」と淡たん々たんと言い捨てるだけだ。

「ヘンリー様にお伝えしておきますので、明日またお越こしください」

「いや、今日会いたいんだ」

「このようなお時間です。お通し出来ません」

「時間なんて気にするような仲じゃない。とにかくヘンリーに話があるんだ。ミリーも彼と一いつ緒しよにいるんだろう。案内はいらない、そこを通してくれ」

　扉の前で立ちふさがる男に告げ、ライオネルが横を通ろうとする。

　だが体たい軀くの良い男はそれを良しとせず、彼の肩かたを摑つかんで止めてきた。随ずい分ぶんと荒あらい、どころか無礼とさえ言える対応ではないか。

　だがこの対応こそ何か隠かくしているということだ。そしてその何かとは……。

（やっぱりミリー様もこの屋敷にいらっしゃるのね。だけどどうして、会わせてもくれないのかしら……）

　自然の中に建つ厳おごそかな屋敷が、今はただ薄暗く強固な要よう塞さいにさえ見える。

　そんな屋敷を見上げ……、シルフィアが息をのんだ。慌あわててライオネルを呼び、屋敷の一角を見上げるように指をさして示す。

　屋敷の壁へき面めんに並ぶ窓。

　その中の一つ、明かりを漏らす窓からこちらを見ているのは……。

「ミリー！」

　ライオネルが窓辺に立つ人物の名前を呼んだ。

　窓辺に張り付き、こちらを見下ろしているのは他ほかでもないミリーだ。窓を叩たたき、声こそ届かないが何かを必死に訴うつたえている。

　久方ぶりに見たミリーの姿。だが安堵など出来るわけがない。彼女はらしからぬ悲痛そうな表情でこちらを見ている。胸むな元もとで手を組んでいるのは不安からか。

　その様子から部屋に閉じ込められていることは容易にわかり、同時にシルフィアの胸に焦あせりが湧く。早くミリーを助けに行かなければ……。

　だが次の瞬しゆん間かん、真っ赤なカーテンが窓を覆おおいミリーの姿を隠してしまった。

　彼女は両手を胸元で組んでいた。カーテンをひくのは不可能だ。

　つまりミリーが囚とらわれている部屋には、彼女の他にも誰だれかいるということ。

　ならば誰が……。

「もしかしてヘンリー様が……？　ここを通してください、ミリー様に会わなくては！」

　シルフィアが懇願するように警備に頼たのみ込む。

　だが男の態度は変わらず、それどころかミリーが屋敷に囚われている事を知られたからか、険しい顔がよりきつくなる。「お帰りください」と言い捨てる声には敵意さえ感じられる。

　敬語を保ってはいるものの、これでは「早く帰れ」と言っているようなものだ。

「ミリー様の様子は尋じん常じようではありません。今すぐに会いに行かなければ……。ここを通してください」

「誰もお通しするなと命じられています。お引き取りください。……これ以上食い下がるようでしたら、こちらにも考えがあります」

　無む理り矢や理りにでも追い払はらうと言いたいのだろう、鋭するどい眼光で警備の男が睨にらみつけてくる。見せつけるように一歩前に踏ふみ出して、強ごう引いんにシルフィアの腕うでをとってきた。

　大きな男の手に、シルフィアの腕はあまりに細すぎる。引き抜ぬこうとしてもビクともしない。

「放してください！」

　シルフィアが声を荒らげて訴えるが、警備の男は睨みつけてくるだけだ。その態度が、ビクともしない腕が、両者の力の差を見せつけているようにしか思えない。

　男の大きな手に摑まれる己おのれの腕はまるで細枝のようで、その光景に骨を折られかねないと恐きよう怖ふさえ湧き、シルフィアが咄とつ嗟さに小さな悲鳴をあげた。

　だが次の瞬間、シルフィアの肩に背後からポンと手が置かれた。次いで聞こえてくるのは、

「いくらアドセン家の命令とはいえ、乱暴な真似まねはやめてもらおう」

　という、淡々としたライオネルの声。

　動どう揺ようするシルフィアとは対照的に彼の声は落ち着き払っており、そしてどことなく冷ややかにも聞こえる。普ふ段だんの彼らしい声でいて、その反面、普段にはない厳しさと言い得ぬ棘とげを纏まとっている。

　それは警備の男も感じ取ったのか、鋭かった瞳ひとみは躊躇ためらいの色を濃こくし、シルフィアに……否いな、シルフィアの背後に立つライオネルに向けられる。はてには、あれほどビクともしなかった男の手がいとも簡単に放された。「これは……」という声は弱々しく、先さき程ほどの威い圧あつ的な態度が噓うそのようだ。

　シルフィアがほっと安堵の息を吐つき、放された自分の腕を擦さする。

　次いで背後に立つライオネルに感謝を伝えようとするも、肩に置かれた彼の手が、ついとシルフィアの頰ほおを押さえてきた。こちらを向くなと言いたげに頰を押してくる。

「ライオネル様？」

「シルフィア、すまない。少しの間こちらを向かないでくれるかな」

「かしこまりました。ですが、どうなさいました？」

「さすがに今は取り繕つくろえなくてね。それより、腕は大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、えぇ……。驚おどろいて声をあげてしまいましたが、痛みはありません」

　腕を擦りつつ、背後に立つライオネルに答える。

　振ふり返って話したいところだが、彼がそれを拒きよ否ひするのだ。試ためしにそっと振り返ろうとするも、彼の手がポンと肩を叩いて制止してきた。どうやらまだ振り返ってはいけないようだ。

　となればシルフィアもそれに従うしかなく、気まずそうに視線を泳がせ「傷つける気は……」だの「命じられているもので……」だのと言い訳をする警備を見るだけだ。
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　あげく、警備は的を射ぬ言い訳のすえに「この件はどうかご内密に」と懇こん願がんの色さえ見せ、そそくさと場を離はなれてしまった。

　随分な怯おびえようではないか。彼の態度が一転した理由も分からない。

　だが今はその理由を暴あばいている場合ではない。まずはミリーを助け出すことが先決だ。

　そう考えてシルフィアが告げれば、ライオネルが「もう大丈夫だ」と肩に置いていた手をさっと引いた。

　振り返れば、普段通りのライオネルが立っている。銀の髪かみをふわりと揺らし、翡ひ翠すい色の瞳を細めて「待たせてすまなかった」と笑う。頑かたくなに通すまいとしていた警備を追い払ったとは思えない爽さわやかさだ。

「何かなさったんですか？」

「いや、何も」

「ですが警備が……。もしや、ライオネル様は〝気〟を使うのですか？」

「気？」

「異国には、手を触ふれずとも己の気で敵を倒たおす武術があると聞きました。ライオネル様はそれを習得されていて、気で私を助けてくださったのですね」

　なるほど、とシルフィアが頷うなずく。勘かん違ちがいのすえとはいえ十年間鍛きたえ続けた身だが、異国の武術を、それも触れずに相手を倒す術を得ようとは考えもしなかった。

　ほんの一瞬で警備を臆おくさせるのだから、相当の気の使い手なのだろう。

　さすが公こう爵しやく家子息、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「ライオネル様に比べて、私としたことが……。あれだけ鍛えていたのに、咄嗟に動けなくなるなんて情けない」

　秘めた強さで警備を退かせたライオネルに比べ、己のなんと不ふ甲が斐いないことか。

　十年間鍛えあげていたが、思い返せば鍛えるだけで、誰かと本気で拳こぶしを交えるようなことはしなかった。戦いに関してはシミュレーションか、せいぜいルーファスとの手合わせだ。

　その手合わせとて、シルフィアは「可愛かわいいルーを傷つけられない」とこれでもかと手加減し、ルーファスも「姉さんが傷ついたら大変だ」と本来の力量の十分の一も出していなかった。

　さながら子どものごっこ遊び。傍はた目めにはじゃれ合っているようにしか映らなかっただろう。

「自身を強いと驕おごっていました。……なんて恥はずかしい」

「シルフィア、あまり気にしない方が良いい。自分より体軀の優すぐれた男に凄すごまれれば怖こわがって当然だろ」

「自分の未熟さを痛感しました。これではライオネル様を倒せない……！　いえ、違いました。これではミリー様をお助けできない！」

「だから俺を倒す必要はないんだって。それに俺は君を守れて嬉うれしかった。敵じゃなくて味方と考えてもらえないかな？」

　ライオネルに尋たずねられ、シルフィアが小さく笑えみを零こぼして頷いた。

　確かに、彼は社交界ロワイヤルの公爵家子息ではない。それどころか共にミリーを助けるシルフィアにとっての味方だ。

　彼を強きよう[image: 靭]じんな敵だと思っていたが、味方と分かればなんて頼たよりがいがあるのだろうか。

　シルフィアが屋や敷しきの窓を見上げた。ミリーがいた部屋だ。

　だがその窓は赤いカーテンで覆われ、当然だがそこには優やさしい公爵令れい嬢じようの姿は無い。まだ部屋にいるのか、もしくはこの騒そう動どうを聞きつけた誰かに別室に移動させられたか……。

「ミリー様、待っていてください。私達がすぐに助けにまいります」

　声が届くわけがないと分かっていても、どこかにいるミリーに告げる。

　そうしてシルフィアはライオネルと共に、アドセン家の屋敷へと入っていった。







　屋敷内を走れば、当然だが給きゆう仕じやメイドが制止してくる。

　だがそれに対して足を止める余よ裕ゆうはなく、制止の声を無視して目的の部屋へと向かった。

　屋敷の三階、長い通路を抜けた最さい奥おうにある一室。

　そこが窓からミリーが覗のぞいていた部屋だ。人ひと払ばらいをしているのか三階にあがると途と端たんにメイド達の姿が無くなり、かわりに扉とびらの前にいたアドセン夫妻がこちらに駆かけ寄ってきた。

　夫妻の顔色は青ざめており、挨あい拶さつもろくにせずにライオネルに事情を話し出す。

　曰いわく、出発を翌日に控ひかえた夜まで屋敷内はなんら異変もなく、いつも通りの穏おだやかな時間が流れていたという。ミリーは父親と共に学園に戻もどる用意をし、屋敷に残る者達はそれを見送る準備に取り掛かかっていた。

「また次の休みに戻ってくるわね」というミリーの声は明るく、屋敷滞たい在ざい期間が充じゆう実じつしており、そしてこれからの学園での生活が楽しみだと聞いているだけでわかる。

　誰だれもがミリーと当主を見送ろうと考えていた。もちろんミリーの母アドセン夫人も言わずもがな、最愛の夫と愛まな娘むすめとの一時の別れを惜おしみ、そして二人を笑顔で見送ろうと考えていた。

　いつも通り、何一つ変わらない家族の時間。

「屋敷を発たつ前日の夜、ミリーから話があると言われたんだ。そこで……あの子から不思議な話を聞いた」

「それはトキ恋の……前世の記き憶おくですか？」

　シルフィアが問えば、アドセン家当主がぎょっとして目を見開いた。

　どうして知っているのかと問うような視線に、シルフィアがはっきりと「私も同じです」と答えた。

「娘が何を言っているのか、最初は理解できなかった。正直に言えば今も理解できない。だがミリーに『見捨てないでくれ』と言われた時は、わからないなりに馬ば鹿かなことを言うなと返したよ」

「それは……」

「ミリーを見捨てるわけがない。あの子は亡なき親友の忘れ形見。それ以上に、かけがえのない大事な娘だ」

　ミリーの記憶について語る当主の口調は随ずい分ぶんとあやふやなものだった。対して、ミリーへの思いを語る口調ははっきりとしていて強い意志が感じられる。

　ミリーはアドセン家に勘かん当どうされるかもしれないと考えていた。ゲーム上では有り得たエンディングだ。

　だが実際のミリーにはその可能性はなく、これはまさに取り越こし苦労ではないか。それどころか夫妻は口を揃そろえて「頼たのまれたって手放さない」と断言している。

　シルフィアがほっと安あん堵どの息を吐けば、隣となりに立つライオネルが肩かたを竦すくめて「ほら言っただろ」と小さく告げてきた。こうなると分かっていたと言いたげな表情だ。

　だが次の瞬しゆん間かんに彼の表情が険しくなったのは、当主の口調が再び困こん惑わくの色を見せ始めたからだ。彼の口から出る「だがヘンリーは……」という声こわ色いろは随分と暗く、困惑も露あらわに扉を見つめる。

「ヘンリーも私達と一いつ緒しよにミリーの話を聞いたんだ。最初はあの子も混乱していたが、ちゃんと聞いていた。てっきり私達と同じ気持ちだと思っていたんだが……」

　ミリーの話を聞き、勘当など有り得ないと確かく認にんし、その晩は就しゆう寝しんとなった。

　アドセン夫人はミリーの自室まで付いていき、布ふ団とんにはいった彼女の額に就寝のキスまでしたというではないか。子どもの時の習慣を今になって再び行ったのは、前世の記憶を打ち明けられてもミリーが変わらず自分達の愛いとしい子どもだと伝えるためだ。

　それを受けるミリーは嬉しそうで、恥ずかしがりながらも夫人の頰ほおにキスを返したという。

　そのやりとりだけでも、アドセン家にはかたい絆きずながあると分かる。

　……なのに。

「ヘンリー、出てきてくれ。ちゃんと話をしよう」

　刺し激げきしないよう控えめに扉を叩たたき、当主が優しく声を掛ける。

　だが返事はなく、扉が開く気配もない。

　耐たえきれずシルフィアが扉に近付いてそっと手を触れた。耳を澄すませば中から微かすかに話し声が聞こえてくる。言い争っているのか、内容までは聞こえてこないが、少なくともミリーもヘンリーも室内にいるようだ。

「ここは私達に任せて、少しの間だけ席を外して頂けませんでしょうか」

　シルフィアがアドセン夫妻に頼めば、彼等の困惑が更さらに強まった。

　もとよりシルフィアは彼等とは交流がなく、いくらミリーの友人とはいえ男爵家の令嬢でしかない。緊きん急きゆう事態であるこの場を任せるのは不安があるのだろう。

　だがライオネルは別だ。彼が一言後押しすれば、夫妻はそれならと託たくして去っていった。

　人払いをされていた通路に、妙みような沈ちん黙もくが漂ただよう。

「夫妻には離はなれて貰もらったが、このままじゃ埒らちがあかないな」

「私、ずっと考えていたんです。どうしてヘンリー様がこのような行動をとったのか。……いえ、そもそもどうしてミリー様に食べ物を与あたえていたのか」

「どうしてって、ミリーのことが好きだからだろう？　だから甘やかして望むままに食べさせていたんじゃないか」

　今更な話だと言いたげなライオネルの言葉に、シルフィアは小さく首を横に振ふって返した。

　彼の答えは、半分は合っているが半分間違えている。

　確かにヘンリーはミリーを大事に思っている。出会って間もないシルフィアですら妹溺でき愛あいと断言できるほどだ。

　……だが、根底にあるものはそれだけではなかった。

　根底にあるは『ミリーへの愛』だ。

「ヘンリー様はミリー様の事を愛していらっしゃるんですよね？　妹としてではなく、一人の女性として……」

　扉に手を添そえながら尋ねれば、ライオネルが息を吞のむ音が聞こえてきた。

　今までヘンリーからミリーへの過か干かん渉しようを『妹溺愛』と考えていた彼にとって、シルフィアの話はまさに青天の霹へき靂れきとでも言うべきか。翡ひ翠すい色の瞳ひとみがそんなまさかと言いたげにシルフィアを見つめ、次いで答えを求めるように扉へと向けられる。

　室内には今どんな空気が漂っているだろうか。シルフィアの問いかけは、ヘンリーはもちろんミリーにも届いたはずだ。声は聞こえてこないが、彼女だって、いや彼女が誰よりも驚きよう愕がくしているに違ちがいない。

（出来ればもっと落ち着いた場所でお話しすべきだった……。いえ、ヘンリー様がこんな行動に出なければ、私が触ふれていい話じゃなかったわ）

　一いち抹まつの罪悪感すら抱いだきつつ、シルフィアが再び扉へと声を掛ける。

「ヘンリー様はミリー様を一人の女性として想おもい慕したっていた。だからミリー様の望むままに食べさせ、食しよく欲よくを煽あおり、今の体形にしたんですよね？」

「……シルフィア、何を言ってるんだ？　ミリーを太らせてヘンリーに何の得がある？」

「すべては、ミリー様に勘当エンドを迎むかえさせるため。ヘンリー様、貴方あなたもゲームの記憶を持っていらっしゃるんですよね」

　シルフィアが扉とびらの向こうにいるヘンリーに問う。

　その言葉を最後に、通路が沈黙に包まれた。

　微かに聞こえてくるのは階下の声か。この異常事態に混乱する屋敷内を、アドセン夫妻が宥なだめているのかもしれない。

　だがどこか遠くに、まるで分厚い壁かべを隔へだてたかのように感じるのは、それほど通路中を包む沈黙が重苦しいからだ。

　無音の圧力に呼吸さえ躊躇ためらわれ、ゴクリと生なま唾つばを飲む音すらも妙に大きく感じられる。

　その沈黙を破ったのは、扉の向こうから聞こえてきた声。

「……あぁ、そうだ」

　というぶっきらぼうな声は、間違いなくヘンリーのものだ。

　暗く言いしれぬ重さを感じさせ、穏やかに笑っていた彼が発したとは思えない。

「やはり、前世の記憶が……。いつから、でもヘンリー様はゲームにはいらっしゃらないはずではありませんか」

「シルフィア、君にも同じ記憶があるのか。だからミリーに協力していたんだな」

　溜ため息いき交じりにヘンリーが告げ、遠い昔を思い出すかのようにポツリポツリと話し始めた。




　ヘンリー・アドセンが前世の記憶を思い出したのは、彼が幼少の頃ころ。

　ミリーの両親が亡くなり、彼女がアドセン家の養女になると決まった瞬間だった。

　その頃すでにヘンリーはミリーを特別な存在だと考え、ゆえに彼女が遠くに引き取られるのに必死で反対していた。

「昔から僕はミリーと結けつ婚こんしたいと思っていた。アドセン家に迎え入れたのも離れたくなかったからだし、兄妹きようだいになっても、いずれはミリーに告白し結婚するつもりだった」

　兄妹とはいえミリーは養女、血の繫つながりは無い。いざとなれば一時的にミリーの籍せきを他家に移し、結婚をして改めてアドセン家に迎え入れればいい。幼いヘンリーはそう考えていた。

　まるで物のやりとりのような浅さではあるが、幼い少年が想い人と離れるまいと必死に考えたすえの手段である。

　だがよみがえった記き憶おくはそれを良しとしなかった。それどころか、ヘンリーに絶望的な知識を植え付けてきたのだ。

　乙女おとめゲーム『トキメキ恋学園』は、主人公であるミリーの様々な恋れん愛あいを描えがく物語。中には幼おさな馴な染じみライオネルとの恋こいもあり、彼との結末だけでも幾いくつも種類が用意されていた。

　……だが、ヘンリー・アドセンとの結末はない。

　そもそもヘンリー・アドセンは『トキメキ恋学園』には存在しなかった。

「たかが記憶と切り捨てようともした。だけどミリーの両親はゲーム通りに亡くなり、アドセン家の養女になった。それも僕の後押しもあって。皮肉な話だろ、一時は自分のせいでゲームのシナリオに沿いだしたのかと悩なやみもしたよ」

「それで、ミリー様を……？」

「学園に転入すればミリーはゲーム通りに男達に囲まれて、僕以外の男と恋をする。だからそれを阻そ止ししようと考えたんだ」

　ミリーが誰だれとも結ばれず、そのうえ公こう爵しやく家からも追放される【勘かん当どうエンド】は、ヘンリーにとってこれ以上ないほど都合の良いものだった。

　邪じや魔まな男達もいなければ、兄妹という柵しがらみも無くなり結婚は容易になる。

　そのためにミリーに不ふ摂せつ生せいな生活を強しいた。幸い、彼女はヘンリーを疑う事無く今に至る。

　……今の体形に至る。

「僕だって、本当はミリーを傷つけることなく進めるつもりだったんだ……」

「もしかして、ミリー様が前世の記憶のことを話したから」

「ミリーが瘦やせようとしていたのは知っていた。だけどまさか、僕と同じ前世の記憶を持っていたなんてね……」

　ミリーの話を聞き、彼女を傷つけまいとしていたヘンリーの計画が狂くるった。

　彼女も記憶を持ち、自分が不摂生の末に家を追い出される可能性があることを知っている。それどころか、その結末を避さけるために動いていると言うではないか。

　ミリーが瘦せ、勘当エンドを回かい避ひした先にあるのは何か……。

　自分以外の男と結ばれる結末だ。

「それでミリー様を退学させようと……」

「……退学？　ヘンリーお兄様、どうしてそんなことを……！」

「ミリー様！」

　扉の向こうから聞こえてきたミリーの声に、シルフィアが声を荒あららげて名前を呼ぶ。

　どんと音がして扉が揺ゆれるのはミリーが扉を開けようとしているからだろう。だがドアノブは回りこそするが扉が開けられる様子はない。

「シルフィア、こんな事に巻き込んでしまってごめんなさい。私がお兄様の考えに気付いて、ゲーム通りに瘦せていればこんな事にならなかったのに……」

「ミリー様のせいではありません。ゲームの中の私はちゃんとミリー様をサポートしていたのに、実際の私は今日まで事態に気付かず、ミリー様を危険な目にあわせてしまって……」

「ミリー、大だい丈じよう夫ぶだよ。ゲームの通りに公爵家を出ても、すぐに僕と結婚すればいいんだ。ゲームには僕は居なかったけど、勘当された後に僕との未来があるんだ」

　堅かたく閉とざされた扉を挟はさみ、三人が口々にゲームと自分の差を訴うつたえる。

　ミリーは兄の策略に気付かず与えられるままに食べ太ってしまった自分を、シルフィアはそんなミリーを支えられなかった自分を。ゲームと違い、なんて不ふ甲が斐いないのだろうか。

　そんな二人のやりとりの合間に、ヘンリーが勘当エンドの先を話す。ミリーが恐おそれ、ヘンリーが望むゲームの結末だ。

（『トキ恋』は苦難もなく楽しく明るいゲームだったのに、なんでこんな事に……。私がゲーム通りにミリー様を支えきれなかったから……！）

　自責の念が胸に湧わく。まるで扉が開かないのは自分のせいのように思えてきた。

　ゲームのシルフィアならきっと冷静に対処し、ミリーを助け出しただろう。それを考えればより胸が痛む。押しつぶされそうな痛みだ。

　だが次の瞬しゆん間かん、ドンッ！　と大きな音と共に、男らしい手が扉を叩たたいた。

　驚おどろいてシルフィアが顔を上げれば、ライオネルが扉を睨にらみつけている。翡翠色の瞳は鋭するどく、彼らしくない怒いかりを隠かくし切れぬ表情だ。

「ライオネル様……」

　シルフィアが声を掛かける。だがそれには答えず、ライオネルが険しい表情で口を開いた。

「さっきから聞いていたら、ゲームがどうの記憶がどうのって、それしか話さない。少しは今の自分達について考えたらどうなんだ！」

　彼の怒ど声せいは人ひと払ばらいをした通路に響ひびき、扉の向こう側さえも黙だまらせた。

　シルフィアもビクリと肩かたを震ふるわせてしまう。まるで自分まで怒おこられているようではないか。

　……いや、ライオネルの言わんとしていることを察するに、きっと彼の怒りの矛ほこ先さきはシルフィアにも向いているのだろう。ヘンリーはもちろん、ミリーにも。

　シルフィアが恐る恐るライオネルの様子を窺うかがう。怒りを露あらわにしても彼は相変わらず見目がよく、だからこそ漂ただよう怒気と威い圧あつ感かんに拍はく車しやが掛かかるのか。

「ヘンリー、君はこんなことをするやつじゃなかったはずだ。確かにミリーを太らせようと仕組んでいたのかもしれないが、ミリーの健康には気を遣つかっていた。彼女が大事だからだろう？　昔から君はミリーを一番に考えて、彼女が悲しむようなことは絶対にしなかったじゃないか」

　怒声から一転して諭さとすような声こわ色いろでライオネルが話しかける。

　確かに、ミリーは随ずい分ぶんともっちりとして特注制服を着るような体形をしているが、健康は害していないと言っていた。医師に太たい鼓こ判ばんを押されたとまで言うのだから相当だ。

　それを話し、ライオネルは最後に「君が見守っていたからだろう」と扉の向こうにいるヘンリーに尋たずねた。

　ヘンリーは【勘当エンド】を迎むかえさせるため、望むままミリーに食事を与あたえて太らせた。だがその反面、健康を害さぬようにと気を遣っていたのだ。

　扉の奥から小さく呻うめく声が聞こえてくる。ヘンリーの声だ。絞しぼり出すような声に、彼を呼ぶミリーの悲痛な声が被かぶさる。

「ミリー、君だってそうだ。確かに瘦せるのは良いいかもしれない。だけどその理由が『ゲームの自分がそうだったから』なんて馬ば鹿かげてる」

「そうね、確かに、おかしな話だわ……」

　ミリーの声に切なげな色が混ざり始めた。

　ライオネルに諭され、自分がいかに迷走していたのかを理解したのだろう。

　弱々し気な謝罪の声が聞こえ、ライオネルが小さく溜ため息いきを吐ついた。次いで彼が視線を向けたのは……。

　シルフィアだ。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみがじっと見つめてくる。真っすぐで、そして何かを訴えようとしている瞳。

「シルフィア、君がミリーに協力するのはゲームのシルフィアをなぞるためだけなのか？　確かに最初はそれだけだったかもしれないが、今はそうじゃないだろ。だからここまで来たんだ」

「それは……」

「俺には君達と違ちがってゲームの記憶は無いし、ゲームの中のシルフィアがどんな人物だったかは分からない。だけどそれは今の自分を否定してでも目指すべきものなのか？」

「ライオネル様……」

「俺は今目の前にいるシルフィア・マードレイが誰より素す敵てきだと思う。ゲームの記憶が無くたって、ゲームのシルフィアを知らなくたって、君が世界で一番素敵な女性だと断言できる」

　ライオネルの訴えに、シルフィアが胸むな元もとを押さえた。

　ゲームのことを思い出し、鍛きたえ、それが間違いだと分かった今は、鍛えた日々を否定し、令れい嬢じようらしくあろうと努める。ゲームにそってミリーを支え、ゲームのミリーを目指して瘦せさせようとしている。

　ゲームの自分に振り回されて、今の自分を否定してばかりではないか。

　それを指し摘てきされれば言葉に詰つまり、通路に再び沈ちん黙もくが広がった。

　そんな中、扉とびらに拳こぶしを打ち付けていたライオネルがゆっくりと手を開き、そして力なく扉に額を寄せた。コンと音がし、彼の翡翠色の瞳が切なげに細められる。

「俺にとっては今の君達が大事なんだ。だから、俺の大事な人達を否定しないでくれ」

　弱々しく訴うつたえる彼の声は悲痛な色さえ感じさせる。胸の内を絞り出して吐と露ろしたような、そんな息苦しそうな声だ。

　彼の言う『大事な人達』とは、ゲームとは関係ない、ゲーム通りにいかなかったシルフィア達の事である。

　ゲームの主人公ミリーとは違い、食しよく欲よくに負けてしまう食いしん坊ぼうなミリー。

　ゲームには存在しない、ミリーを溺でき愛あいする幼おさな馴な染じみのヘンリー。

　そして……ゲームを勘かん違ちがいし鍛え上げ、令嬢力の欠片かけらもないシルフィア。

　どうにかゲームに沿うようにと躍やつ起きになっている三人を、ライオネルは『大事な人』と言ってくれた。

　大事だからこそ、ゲームに沿うために自分を否定するなと……。

　彼の言葉に、シルフィアは拳を握にぎった。

「確かにライオネル様のおっしゃる通りです。ゲームも前世の記き憶おくも関係なく、私は『シルフィア・マードレイ』として自分に向き合うべきでした」

「シルフィア、分かってくれたんだな」

「えぇ、お恥はずかしい話ですが、ライオネル様に諭していただきようやく目が覚めました。私はゲームの登場人物ではない、ただのシルフィア・マードレイ。……ならば私がすべきことは、マードレイ家の者としてこの扉を押し通るのみ！」

　堅く握った拳を構え、シルフィアが扉へと向き直る。

　ライオネルが数歩下がりつつ「扉を開けられるならそういう事にしようか」と呟つぶやいた気がするが、今はそれよりも扉を開けることが先だ。

　ゲームのシルフィアとしてではなく、今ここに立つシルフィアとして。

　鍛え上げてしまった……いや、『鍛え上げてしまった』ではなく『鍛え上げた』肉体を持つ者として。

「私が大事にすべきは、ゲームのシルフィアでもゲームのミリーでもない。私と、私の親友のミリー様。そして今の私を大事にしてくれる人」

　シルフィアが拳に力を込める。

　チラと横目でライオネルを見れば、彼はシルフィアの視線に気付くとパッと表情を明るくさせた。何かを期待するかのように翡翠色の瞳が輝かがやく。

「あ、あぁ、そうだ。俺はずっと君の事を」

　ライオネルが何かを言い掛ける。

　だがそれを聞き終えることなく、シルフィアは堅かたく握った拳を一度己おのれの腰こし元もとへと引き、力をため……。

「そしてなにより信じるべきは、共に生きてきたこの肉体!!」

　満身の力で、拳を扉に叩きつけた。

　その瞬間の轟ごう音おん。扉だけでは済まない衝しよう撃げき。振しん動どうを受け、扉に飾かざられていたリースが崩くずれて花びらが舞まった。

　……真っ赤な、薔ば薇らの花びら。

　視界ではらはらと散りゆく様に、シルフィアが目を見開いた。この光景は、まさに社交界ロワイヤルで必殺技を決めた瞬間の演出そのものだ。

　十年間鍛え上げ、それでも習得しきれなかった必殺技。

（それを今この瞬間に習得するなんて皮肉なものね……。でも、もう私はシャコロワのシルフィアの事も追いかけないわ）

　決意を新たに、拳を叩きつけた扉に手を掛ける。ギィ……と扉が軋きしみ、次いでゆっくりと開かれた。

「さよなら、社交界ロワイヤルのシルフィア……」と小さく呟くのは、トキ恋のシルフィアを追わないと決めたと同時に、社交界ロワイヤルのシルフィアとも別れると決めたからだ。

　そう考えれば、先さき程ほどの真っ赤な花びらはまるで別れの演出のようではないか。押し開かれる扉も、新たな旅立ちを感じさせる。

　これは単なる別れではない。自分らしく歩むための別れだ。

　なんて感動的なのだろう。

　……この際なので、若じやつ干かん慄おののきつつあるライオネルは無視しておく。

　そうしてギシギシとやたらと軋む扉を押し開けば、質の良い広い部屋の中、ヘンリーが驚きよう愕がくの表情で座り込んでいた。

　扉が押し開かれた衝撃に立っていられなかったのか、尻しりもちをついた状態で座り、まるで信じられないと言いたげにシルフィアとライオネルを見つめている。

　その隣となりに立つのはミリーだ。

　彼女も驚愕の表情こそ浮うかべてはいるものの、ヘンリーと違い立っているあたり衝撃には耐たえられたようだ。というより重さで耐えたに違いない。

　だがふとヘンリーが座り込んでいる事に気付くと、さも自分も衝撃に耐えきれなかったと言いたげに座り込んだ。よいしょともっちりとしたお尻で床ゆかに座り、よろりと片手を突つく。

　その姿だけを見れば、ミリーも衝撃に耐えきれなかったようではないか。

　だが目の前で取り繕つくろわれれば騙だまされるわけが無く、相変わらずな彼女の様子にシルフィアは目元を拭ぬぐい、

「そういうところですよ、ピギー……ミリー様」

　と、いつもの口調で彼女を咎とがめ、立ち上がるように手を差し伸のべた。
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　ミリーが悪戯いたずらっぽく笑って手を取ってくる。

　相変わらず、白くもちもちとした手だ。
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　騒そう動どうから数日後。

　……といっても、騒動の詳しよう細さいを知っているのはシルフィア達とアドセン夫妻のみである。

　屋や敷しき内の者達には詳細は話さず、「ヘンリーがミリーと離はなれるのが嫌いやで暴走した」というライオネルの機転の利きいた説明で通しておいた。──この無理やりな噓うそを機転と言って良いものか定さだかではないが、現にこの話を聞いたアドセン家の使い達は皆みな口々に「そういうことですか」だの「いつものことですね」だのと納なつ得とくしてしまったのだ──

　結果、事実を知るのは極ごく少数。

　それも、誰だれもがすべて終わったことと考えていた。

　ヘンリーは自身の行動を反省し皆に謝罪し、ミリーもまた学園に戻もどり今日から以前通りの生活を送る。夫妻は息子むすこに対してしばらくのあいだ謹きん慎しんを言い渡わたしたが、そもそも療りよう養ようしている彼にとって謹慎は平時と変わらない。

　つまり、誰もヘンリーを罰ばつすることなく終わったのだ。







「ミリー様がそれで良いいと仰おつしやるのなら、私達も何も言いません」

　温かな紅茶に口をつけ、深く息を吐はきながらシルフィアが告げる。

　それを聞き、向かいに座るミリーが穏おだやかに微笑ほほえんで感謝を告げてきた。

　場所はマードレイ家の庭園……に、勝手に建てられた小屋の中。ライオネルを交えて三人でお茶をしている最中である。

　以前と同じ穏やかな時間。再びこの時間を過ごせることが嬉うれしく、冷静を取り繕ってはいるもののシルフィアの胸は喜びで温まっていた。

　なんて楽しく幸せなのか。胸が温まるあまり、ミリーのこの寛かん大だいすぎる決断にも同意を示してしまう。この寛大さも含ふくめてミリーなのだ。彼女は体ももっちりと柔やわらかく大きいが、性格も柔らかく器うつわも大きい。

「お兄様の計画があったとはいえ、与あたえられるままに食べて太ったのは私だもの。お兄様だけが悪いとは言えないわ。それに、私の健康の事も考えてくれていたから」

　ヘンリーはゲームに沿った【勘かん当どうエンド】を狙ねらい、そのためにミリーに食べ物を与えて彼女を太らせていた。

　だがその反面、ミリーの健康には害が無いようにと配はい慮りよしていたのだ。療養の地に居る時は散歩を習慣付け、お菓か子しや食事も体に良いものばかりだった。

　ヘンリーはミリーを太らせたが、あくまで健康的に太らせたのだ。

「でも、もちろん学園に退学届を出そうとしたり、私を勘当させようとしたことは許せないわ。だからお兄様には罰を言い渡したの」

「あら、すべてを無条件に許したわけじゃないんですね。それでどこを殴なぐったんですか？」

「殴おう打だはしていないわ。でもお兄様にとっては、それよりも辛つらい罰よ……」

　ふふ……とミリーが笑う。

　本人はあくどく笑っているつもりだろうが、頰ほお肉にくが寄せられむっちりとした山を作り、あくどさも迫はく力りよくも皆かい無むである。それでも一応礼れい儀ぎとしてシルフィアは「まぁ怖こわい」と慄おののくふりをしておいた。

　本音を言えばまったく恐おそろしくなどなく、むしろミリーが得意げに笑えば笑うほど、その頰をむにりと突つっついてやりたくなるのだが。

「それで、ヘンリー様にはどんな処罰をしたのですか？」

「ヘンリーお兄様には、しばらくの間『ミリー断だち』をしてもらうの。手紙も当分は禁止して、もちろん私からも出さない。次の休みだって帰らないわ」

　ミリーが語る処罰の内容に、シルフィアは首を傾かしげ「それが罰ですか？」と尋たずねて返した。

　手紙の禁止と、休みに帰らない。はたしてこれのどこが罰だというのか。ヘンリーは療養の地で生活し、ミリーは学園生活を送る。ただそれだけではないか。

　疑問を口にすれば、紅茶を飲みつつ話を聞いていたライオネルが「シルフィアの場合……」と話し出した。

「たとえばルーファスが留学するとして、手紙も送ってこないし、シルフィアからも送れない。そのうえ休みに入っても帰ってこないとなったらどうする？」

　ライオネルに尋ねられ、シルフィアが窓の外を見た。

　そこには可愛かわいい弟ルーファスの姿。丸太を担かつぎ、ブランコの設置に勤いそしんでいる。こちらに気付くと眩まばゆい笑え顔がおで手を振ふってきたので、シルフィアも微笑んで手を振って返した。

　相変わらず天使のような弟だ。丸太を担ぐ姿、遠目でも分かる立派な体たい軀く、それでいて小屋の完成時には一番に招待をしてくれた優やさしさ。

　今もルーファスが建てた小屋で過ごしているが、まるで小屋中が彼の優しさで満ち溢あふれているようではないか。国中を探したってこの小屋に敵かなう建物はないだろう。

　そんな愛いとしい弟が留学。それも手紙を送ることも、彼から手紙を貰もらうことも許されない。さらには休みに帰ってこないというのなら……。

「下手すると、死ぬかもしれませんね……」

「つまりそういうことだ」

「なるほど理解しました。これはヘンリー様にとっては何より辛い……。ミリー様は恐ろしい罰を考えましたね」

　自分に置き換かえると罰の凄せい絶ぜつさが分かり、シルフィアがゴクリと生なま唾つばを吞のむ。

　仮に自分がルーファス断ちを強しいられたら……考えるだけで恐ろしい。──もっとも、相変わらず弟を溺でき愛あいしているが、シルフィアにはヘンリーがミリーに抱いたような恋れん愛あい感情はない。それどころか、ルーファスが令れい嬢じようのエスコートに成功したと聞いた時は心から喜び、いつ紹しよう介かいしてくれるのかと日々そわそわと待っているぐらいだ──

　だが確かに、これ以上ヘンリーにとって辛い罰はないだろう。

　そうシルフィアが話せばミリーが苦く笑しようと共に頷うなずき……そして、ライオネルが盛せい大だいな溜ため息いきを吐いた。ガクリと肩かたを落とし、まるで嫌なことを思い出したと言いたげに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「ライオネル様、どうなさいました？」

「ヘンリーが言い渡されたのは『ミリー断ち』だ。ミリーとの手紙のやりとりは禁止されている。……ミリーとの、だがな」

「……なるほど、ライオネル様に矛ほこ先さきが向かったのですね」

「あぁ、俺の家に毎日手紙が届いてる。手紙の最後には必ず次の休みには遊びに来いって誘さそってくるし、朝一に馬車をよこすとまで書いてあるんだ」

　まいった、とライオネルが再び溜息を吐いた。

　もとより彼はヘンリーの妹溺愛に振り回されており、そして今回の件を経て今度はヘンリーの妹断ちに振り回されているようだ。

　思わずシルフィアが彼を労いたわれば、ミリーが「お兄様ってば」と肩を落とした。

　だが次の瞬しゆん間かんパッと顔を上げた。彼女の瞳ひとみはキラキラと輝かがやいている。

「実をいうとね、お兄様としばらく連れん絡らくを断って、その間に瘦やせようと思っているの！」

「まだ瘦せたいと思っていらっしゃるんですね」

「えぇ、今度はゲームも関係なく私のために。そうしたら、ちゃんと今の私として、お兄様の気持ちに応こたえられると思うから」

　ミリーが穏やかな声こわ色いろで告げ、己おのれの胸の内を確かめるように胸むな元もとに手を添そえた。

　ヘンリーはミリーに恋愛としての感情を抱いていた。だがミリーは、今まで、それこそ部屋に閉じ込められシルフィアの話を聞くまで、ヘンリーとの関係は兄妹きようだいでしかないと考えていたのだ。

　それを覆くつがえされれば混乱して当然だ。だがミリーはヘンリーの強ごう引いんな行動に罰こそ下したが──結果的にライオネルに皺しわ寄よせが行っているのはさておき──ヘンリーの気持ちは否定しなかった。

　それどころか真しん摯しに受け止め、そして『ミリー断ち』として向き合う時間を作ったのだ。

「お兄様の強引な考えも行動も許されるものじゃないわ。だけどお兄様の気持ちは否定したくない。……それに、両親を亡なくして塞ふさぎ込んだ私を救ってくれたのは、ほかの誰でもない彼だもの」

　ヘンリーに救われた幼い頃ころのことを思い出しているのか、ミリーの言葉はシルフィア達に向けられているというより、彼女の中に落とし込んでいるに近い。

　そんなミリーを見て、ライオネルが「仕方ないな」と深く息を吐いた。ゆっくりと紅茶を飲み、まったくと言いたげに苦笑を浮うかべる。

「そういう事なら、しばらくは間に挟はさまれてやるさ」

「ごめんなさいね、ライオネル」

「君達兄妹に振り回されるのは今に始まったことじゃない。それに、今は協力者がいるからな」

　ライオネルの視線がシルフィアへと向けられる。

　それを受け、シルフィアが肩を竦すくめた。彼の言わんとしていることは分かる。それに、ミリーが上うわ目め遣づかいで様子を窺うかがっていることも。

　ミリーの瞳は、言葉にせずとも「瘦せるのに協力してくれる？」と尋ねている。まるで小動物のような瞳に、いったいどうして抗あらがえるというのか。

　乙女おとめゲーム『トキメキ恋学園』のシルフィアは主人公ミリーのサポート役だった。

　だが今のシルフィアはもうゲームには振り回されないと決めた。今ここにいるシルフィア・マードレイとして生きると決めたのだ。

　だからこそ……。

「親友の頼たのみなら当然です」

　深く頷いて返せば、ミリーが表情を明るくさせた。朗ほがらかで愛らしく太陽のような笑顔だ。もっちりとした頰も含めて、なんて彼女らしい笑顔だろうか。

　……そして、「私、頑がん張ばるわ！」という決意と共にサクリとクッキーを食べるのも彼女らしい。相変わらず流れるような仕草で一枚食べきり、白くもちもちとした手が二枚目へと伸のびる。

「これは長期戦になりそうだな。お互たがい頑張ろう」

　ライオネルが苦笑しつつ片手を差し出してきた。パーティーの時に手を取ったのとは違ちがう、これは握あく手しゆを求めているのだ。

　察してシルフィアも彼の手を取った。

　男らしく、しなやかでありつつも節の太い手。シルフィアの手は簡単に覆おおわれてしまう。

　この世界が『社交界ロワイヤル』だと勘かん違ちがいしていた時は、ライオネルはいずれ倒たおすべき存在だと考えていた。自分は彼と爵しやく位いを賭かけて戦う男爵令嬢。

　それが間違いだと気付き、この世界は本当は乙女ゲーム『トキメキ恋学園』だと分かってからは、彼はミリーとの恋こいのイベントを起こす攻こう略りやく対象だった。自分はミリーと異性との恋愛を支えるサポート役だ。

　だがそれはもう関係ない。

　今いるのは公爵家子息ライオネルと、男爵家令嬢シルフィアだ。

　爵位の違いこそあるが、同じ学園に通う友人で……。

　そう考えた瞬間、シルフィアの脳のう裏りに以前に聞いた彼の言葉がよみがえった。

　あれはアドセン家での騒そう動どうの時だ。固く閉とざされた扉とびらを前に、ライオネルは自分の胸の内を打ちあけてシルフィア達の目を覚まさせてくれた。

　あの時に……。

『俺は今目の前にいるシルフィア・マードレイが誰だれより素す敵てきだと思う。ゲームの記き憶おくが無くたって、ゲームのシルフィアを知らなくたって、君が世界で一番素敵な女性だと断言できる』

　彼はまっすぐに瞳を見つめ、そう告げてくれた。

　あの時の言葉は、『世界で一番素敵な女性』の意味とは……。

　握にぎられた手を見つめてシルフィアが呆ぼう然ぜんとしていると、ライオネルが「どうした？」と声を掛かけてきた。顔を上げれば、銀糸の髪かみを揺ゆらして穏おだやかに微笑ほほえむ彼の顔がある。

　彼は自分を世界で一番素敵だと言ってくれた。

　その言葉は脳裏によみがえり、それどころか頭の中で繰くり返される。次し第だいにシルフィアの頰ほおが熱くなっていく。鼓こ動どうが速まり、心音が体の中で木霊こだまする。

　ライオネルに握られた手が熱くなる。彼に触ふれているのだと考えればより頰が熱を持ち、自然と力が入り……。

「胸の高鳴り、恥はじらい……。もしかしてこれが令嬢力……！」

「シ、シルフィア、痛い！　頼む手を放してくれ！　やっぱり俺を倒すつもりなのか!?」

　シルフィアが頰を染めて恥じらえば、それに比例するようにライオネルが悲鳴をあげる。

　ただ一人ミリーだけはそれを長閑のどかに聞きつつ、

「長期戦はお互い様ね」

　と肩を竦めてサクリとクッキーを食べた。
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「……先日、また手紙が届いたんです」

　そうシルフィアが溜ため息いき混まじりに話したのは、あの騒動から一ケ月後の事。

　美しく保たれた学園の庭園、そこでミリーとライオネルと共に楽しいお茶。……のはずだったが、鞄かばんから一通の封ふう筒とうを取り出すシルフィアからは陰いん鬱うつとした空気が漂ただよっている。

　質の良い封筒。中を開ければこれまた質の良い便びん箋せんが出てくる。家か紋もんが箔はく押おしされ、書かれている文字も達筆だ。

　そんな手紙を眺ながめていると、シルフィアの眉み間けんに皺しわが寄った。

「ドム様からの手紙ね」

　とは、シルフィアの苦々しい表情から事態を察したミリー。その声こわ色いろには若じやつ干かんの同情めいた色すらある。

　そんなミリーの言葉に、シルフィアが深く一度頷うなずいて返した。

　先日届いたこの手紙。差出人はミリーの言い当てた通りドム・バトソンである。

　御おん年とし六十歳の自由人。異国をあちこちと旅しており、この手紙も地図で探してしまうような聞き覚えのない国から届いた。

　書かれているのは国の情勢や祭さい事じについて。それと……、

【最愛の妻といつか共にこの地を訪問できる日を願って。　ドム・バトソン】

　という締しめの一言。

　それをゆっっくりと読み上げ、シルフィアはガクリと肩かたを落とした。

「ドム様ってば気が早いわねぇ」

　紅茶を飲みながらミリーが苦く笑しようする。まったくもって他人ひと事ごとと言いたげなあっさりとした声色、そのうえ紅茶を飲み終えるといそいそとクッキーへと手を伸ばす。

　対して静かに話を聞いていたライオネルは、眉間に皺を寄せて「失礼じゃないか」と呟つぶやいた。随ずい分ぶんと低い声で、彼らしからぬ怒ど気きさえ感じられる。

「いくら婚こん約やくを申し込んでいるとはいえ、まだ正式に応じたわけじゃない。それなのに【最愛の妻】なんて気が早いどころか失礼だ」

「そうですよね！」

　ライオネルの言葉に、シルフィアがガタッと勢いよく立ち上がった。

「家族は誰だれも私の気持ちをわかってくれなくて、みんな私の話を聞き流すばかりだったんです」

　シルフィアが家族の非情さを訴うつたえる。──主に母のことである。次点で父。可愛かわいい弟については「非情とはいえきっと理由があってのこと」と全力のフォローを入れておいた──

　ドム・バトソンからの手紙は頻ひん繁ぱんに届き、そのどれもがシルフィアのことを【最愛の妻】だの【我が人生の伴はん侶りよ】だのと呼んでいる。それに対して不満を訴えても家族は誰一人として真剣には考えてくれず、シルフィアの方が「私がおかしいのかしら」と不安に思えてくる程ほどだったのだ。

　そんな中でようやく得た賛同者。これを歓かん喜きするなというのが無理な話。

「あぁ、よかった！　ライオネル様のお言葉を聞いて安心しました……！」

「そ、そうか。よかった。俺はいつだって味方になるから、何かあったら言ってくれ。そうだ、俺からドム・バトソンに手紙を出そうか」

「手紙、ですか？」

　ライオネルの提案に、シルフィアが不思議そうに小首を傾かしげた。

　手紙というのは、もしやドムに苦言を呈ていする手紙だろうか。いくら御年六十歳とはいえバトソン家は伯はく爵しやく家、対してライオネルは公爵家子息。ライオネルから働きかければドムも考えを改めるだろう。

　だけど……とシルフィアは小さく首を横に振ふった。

「ドム様との婚約はお母様が絡からんでいるんです。ですから、ドム様が手紙をくださっているのは純じゆん粋すいな好意ゆえ。困ってはおりますが、それを無下にはできません」

　シルフィアが手元の便箋を見つめる。

【最愛の妻】だの【我が人生の伴侶】だのといった表現こそ眉を顰ひそめるものだが、それ以外の内容はいたって普ふ通つうだ。むしろ異国について簡単かつ的確に書いてあり、読んでいるだけでシルフィアまで旅行をした気分になってくる。

　文面にも品の良さと知性を感じさせ、シルフィアを気き遣づかう言葉までくれるのだ。手紙からもドムの人ひと柄がらが伝わってくる。

「それをライオネル様の力を借りて断る……というのは、あまりに不ぶ躾しつけな気がするんです」

「なるほど。それなら、俺もドム・バトソンと文通でもしてみようかな」

「ライオネル様とドム様がですか？」

「異国の旅行記なら俺も興味があるし、俺にも手紙を出すとなると、シルフィアに出される手紙の頻度が減るかもしれないだろ？」

　ライオネルはドムから旅行記を兼かねた手紙を貰もらい、ドムは文通相手が出来る。バトソン家も手に余らせていた自由人が公爵家子息と親しくなれば喜ぶだろう。

　その結果、ドムからシルフィアへと送られる手紙の頻度も減る。

　つまり誰も無下にされることなく失礼にもならない。むしろ喜ばしい事ばかりだ。

　なんて素す晴ばらしい提案だろうか！　思わずシルフィアがライオネルの手を取りぎゅっと握にぎりしめた。感謝を示せば、彼も嬉うれしそうに微笑ほほえんで返す。──その頰ほおがほんのりと赤くなっていることに、あいにくと歓喜するシルフィアは気づかなかった──

　そんなやりとりを唯ゆい一いつ冷静に眺めていたミリーはと言えば……。

「きっとドム様も喜ぶわね。……楽しい玩具おもちやが増えたって」

　と、大人二人が──もちろんこの婚約話の仕し掛かけ人であるドムとクレアである──楽しそうに笑えむ顔を想像し、肩を竦すくめつつ四枚目のクッキーをサクリと齧かじった。







　それから数日後、マードレイ家にドム・バトソンからの手紙が届いた。

　宛あて先さきはクレア・マードレイ。それを受け取ったクレアは早速中を読み……。

「これは楽しくなってきたわ！」

　と、まるで子供のように瞳ひとみを輝かがやかせた。

　自室にいたシルフィアが寒さむ気けを覚えてくしゃみをしたのはちょうどその時である。

　だが生あい憎にくと寒気の原因には気付かず、ふるりと震ふるえて己おのれの腕うでを擦さすりつつ、

「体が冷えたのかしら。ちょっと庭を走って温まりましょう」

　といそいそと部屋を後にした。








あとがき






　はじめましての方もそうでない方も、こんにちは。さきです。

　このたびは『かんちがい令嬢は転生先を間違える』をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。




　ふとした瞬しゆん間かんにダンベルを手にして鍛きたえてしまう主人公、いかがでしたでしょうか？

　令れい嬢じようとしてどうなの？　というシルフィアですが、騒そう動どうを経て今までの考えを改め、友人を得る……そんな彼女の成長に共感や好感を抱いだいて頂けていたら幸いです。

　シルフィアだけではなく、ダイエットを志しているのについついクッキーを食べてしまうミリー。他者を牽けん制せいしつつもいつも告白寸前で空回ってしまうライオネル。そして一ひと筋すじ縄なわではいかないシルフィアの家族……と、シルフィアの周りも彼女に負けじと癖くせの強いキャラクターが居おり、これから先も賑にぎやかで楽しい生活が続きそうです。




　作中特に気に入っているのはミリーの食事シーンです。

　自然な動きでお菓子を食べるミリー、それをピギー呼びで咎とがめるシルフィア。シルフィアを宥なだめるライオネル。

　三人のやりとりは等身大の少年少女らしく気さくで、書いていてとても楽しかったです。

　また、ライオネルが周囲の男子生徒達に牽制するのも、私的には今までにないヒーローだったので書いていて新しん鮮せんでした。初挑戦の腹黒ヒーロー、どうでしたでしょうか？




　イラストを描かいてくださった、煮にたか様。素敵なイラストをありがとうございます。

　歩くともちもちと音が付きそうなミリー、とても可愛いです！

　ここまで導いてくださった担当様。いつもありがとうございます。




　そして今この本を手にとってくださっている皆みな様さまへ、心からの感謝を。

　本当にありがとうございます！







　では、またお会いできることを願って。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

「もちもち令嬢は食堂までの道をまちがえない」







「ねぇシルフィア、今日から食堂で期間限定のタルトが発売されるのよ」

「いけません、ミリー様」

「去年もこの時期に発売されていたらしいんだけど、大人気で、予定期間よりも早く終了してしまったんですって」

「駄目です、ミリー様」

「この道を歩けば食堂よね。……ちょっとお茶をしない？　お茶だけよ、本当にお茶だけ」

　ねぇ、と強請ねだるように同意を求めてくるミリーに、シルフィアは厳しい声色で「ピギー様」と彼女を呼んだ。

　場所は学園内の一角。日課と化した散歩の途中である。

　その最中にあがった提案を一刀両断すると同時に、シルフィアは深く溜息を吐ついた。

「ミリー様、これはただの散歩じゃなく、ミリー様が瘦せるための散歩なんですよ」

「でも散歩は明日も出来るけど、タルトは明日も食べられるとは限らないわ！」

　必死な声色でミリーが訴える。どうやら相当タルトが食べたいらしく、思い返せば彼女は朝からそわそわとしていた。今日一日、彼女の意識はタルトに支配されていたのだろう。

　だがその訴えを聞いてもシルフィアは首を横に振った。そもそも、今散歩をしているのはミリーが瘦せるためである。その最中にタルトを食べては意味がない。

　もっともミリーも散歩の目的は分かっているのか「夕食を軽くする」だの「寝る前にクッキーは食べない」だのと譲歩案を次から次へと出してくる。──そもそも当然のように寝る前にクッキーを食べていることも問題な気もするが──

　そんな二人のやりとりに、相変わらずだと眺めていたライオネルが苦笑を浮かべた。

「ミリー、シルフィアも俺も君のために散歩に付き合っているんだ。いくら期間限定だろうと、タルトはあきらめたほうがいい」

「……でも、凄く美味しいって聞いたの」

「どれだけ美味しかったとしても我慢しなきゃ。自分のために瘦せると決めたんだろ？」

　ライオネルの声色は、まるで年の離れた妹を諭すように優しい。

　それに対してミリーはしゅんと項うな垂だれると「わかったわ」と小さく呟いた。どうやらタルトをあきらめる気になったらしい。

　良かった、とシルフィアは安あん堵どし、次いでライオネルに感謝を告げた。

「ライオネル様はピギー様の……いえ、ミリー様の説得がお上手ですね。さすが幼馴染み」

「付き合いは長いからな、扱いは長たけてるよ。ピギーだろうとミリーだろうと、説得は任せてくれ」

　シルフィアに褒められ、ライオネルがどことなく得意げに語る。

　その傍らではミリーがしょんぼりと項垂れ、小声で「タルト、期間限定のタルト……」と呟いている。かなり心残りのようだ。

　それでも散歩を続ける気はあるようで、食堂から顔を背けつつ歩きだした。その歩みがいつもより速いのは、きっと早く食堂から遠ざかりたいからだろう。







　学園内は広く、道は幾いく重えにも分かれている。

　だがいくら広かろうとも一つの敷地内、食堂に繫がる道はいくつもある。

　そのたびにミリーは立ち止まり、愁うれいを感じさせる表情で道の先を見つめていた。時にはふらりと吸い寄せられる事もあり、シルフィアやライオネルに咎められて慌てて戻ってくる。

　それほどまでにタルトが食べたいのか……とシルフィアが小さく溜息を吐いた。今もまたミリーは立ち止まり「ここを曲がると食堂に繫がっているのよ……」と呟きながら逸れた道を見つめているのだ。

「ミリー様はすでに学園内の地図を覚えていらっしゃるんですね。……食堂に繫がる道限定かもしれませんが」

「なんで俺より学園内の道に詳しいんだろうな」

「これはもはや執念と言わざるを得ませんね」

　シルフィアが感心したと頷きつつ、ミリーの食への執念と記憶力を褒める。

　彼女はどこへ行っても的確に食堂までの道を見つけ、立ち止まっては物思いにふけっている。それは普段生活している高等部周辺に限らず、初等部や幼稚部の領域でも変わらない。それどころか、シルフィアやライオネルでさえ把握していない、もはや裏道と言えるような道さえも把握しているのだ。

　これを執念と呼ばずになんと呼ぶ。

　思わずシルフィアが「負けました」と溜息交じりに呟き、いまだ物思いにふけるミリーへと歩み寄った。

「仕方ありませんね。今日だけですよ」

　苦笑交じりに告げれば、ミリーがきょとんと眼を丸くしてシルフィアを見つめてきた。告げられた言葉の意味を理解できなかったのだろう。

　だが次第に彼女の瞳が輝きはじめ、見てわかるほどに表情が明るくなっていく。

　その分かりやすさはまるで子どものようではないか。期待をこれでもかと込めた声で「良いの？」と問われ、シルフィアが笑いながら頷いて返した。

「期間限定ですから、特別です。でも一つだけですよ」

「えぇ、もちろんよ！　それならすぐに行きましょう！　急がないと売り切れちゃうわ！」

　念願のタルトを食べられると、ミリーが足早に件の道を進む。そのうえくるりと振り返ってこちらを向くと「二人とも早く！」と急かしてくる。

　先程までの切なげな態度から一転して、飛び跳ねてはしゃぎかねないほどの喜びよう。これもまたミリーらしい。

「シルフィア、良いのか？」

「仕方ありません。このままだと食堂に繫がる道を全部案内されかねませんからね」

「確かに。それじゃ、せっかくだし俺達も期間限定タルトを堪たん能のうしようか」

　苦笑交じりに話し、ライオネルが歩きだす。

　彼に「行こう」と促され、シルフィアもまた食堂に繫がる道を歩きだした。







　それから数日後、

「今日から期間限定のマフィンが発売されるの！」

　と瞳を輝かせて話すミリーに、シルフィアは盛大に溜息を吐いた。

　隣に立つライオネルが胸ポケットから手帳を取り出し「三日後に期間限定パフェ、十日後に期間限定クッキーが始まるな」と告げてくる。どうやら先日の一件があってから調べるようにしたらしく、そのうえ来月頭にはまた新しい期間限定タルトが発売されるというではないか。

　ライオネルの話に、シルフィアはガクリと肩を落とした。

『期間限定』が発売されるたびにミリーは食べたがり、そのたびに彼女を咎め、そして根負けして一緒に食べるのだろう。その姿が容易に思い描け、シルフィアの眉間に皺が寄る。

　だというのに、ミリーは瞳を輝かせて期間限定マフィンについて語っているのだ。その表情は言葉にせずとも「食べたい」と強請っている。

「なんだか、これから先ずっとミリー様の『期間限定』に付き合わされそうな気がします」

　そうシルフィアが溜息交じりに告げれば、ライオネルが苦笑しつつ頷いて返してきた。
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